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は じ め に

現在,明清時代の研究者を中心に研究が進められている微州文書は,なによりも昔時そ

のままの姿をとどめる現物であり,書かれた時鮎の作j割まともかく,少なくとも後世の事

情による改寅は受けていないという強みをもつ｡しかしその内容は土地関係の契約文書や

帳簿が大部分を占め,地域性,周通性がきわめて強く,中央から蓉合されたものは,あま

りない｡具鰻的な,詳細な事例,数字を提供してくれはするものの,個々の文書どうしの

関係はあいまいである｡また致命的な映鮎は,宋および大元時期のものが極端にすくな

く,通史的な僻轍が不可能なことである(1)｡最近では棺案も公開されつつあるが,やはり

莱,大元時期のものは,まず残っていない｡

いっぽう,書物の中に残された徴州の文書は,テーマ別に,ある意圏をもってまとまっ

て配列されていることが多く,背後にある事情をくみ取りやすい｡唐から大元時代の文書

(1) 中国社合科学院歴史研究所収蔵整理 『徴州千年契約文書 宋･元 ･明編』第一巻 (花山文聾出

版社 1991年),劉和恵 ｢元代微州地契｣(『元史及北方民族史研究集刊』8 1984年5月 28-

34頁),劉和恵 ｢元代文書二種引護｣(『微州撃叢刊』1985年 82-85頁),劉和恵 ｢元延繭
二年契｣(『文物』1987-2 90-91頁),周紹泉 ｢微州元代前后至元文書年代考析｣(『江准論

壇』1994-4 80-84頁)
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もそれなりにある｡文書を収録する典籍がいっ,誰によって編纂されたのか,中国史,時

代史全髄の中で,それがいかほどの意味をもつのか,そこにしるされた事宴が特殊なこと

なのかどうか,同時代資料と比較 して見定めることも可能である｡徽州には,まず羅願の

『新安志』があり,浜益租 『延砧新安後績志』十巻,朱同 『洪武重編新安志』十巻,景泰年

間の孫遇,成化年間の周正の増訂本を全て踏まえた,明の地方志としてはきわめて出来の

好い 『弘治徽州府志』,『嘉靖徴州府志』という地方志が残っている｡また未から明にかけ
て多くの政治家,文人を輩出したので,かれらの手になる文集,筆記にも恵まれている｡

徽州のひとびとは,とりわけ書物の編纂,刊行に熱心であった(2)｡

そもそも典籍や碑石に見える文書は,由来がはっきりしているうえ,ある個人,集園に

とって特に重要なものを選りすぐり,後世に遺そうという意志のもとに刻されているのだ

から,偶然に沓掘,尊兄される断片的な- 苫地の諸官廉に保管されていた文書群全鱒

からすれば九牛の一毛に過ぎない- 後世では文字通 り塵紙にしかすぎなくなってし

まった文書とは,歴史的な意味合いにおいて最初から比較にならない｡ある地方のある文

書の断片から,即,昔時の王朝全鰭の制度や文化を語ることが,ナンセンスなのはいうま

でもない｡まとまった典籍,碑刻資料があるならば,それをまず主軸に研究 し,断片は断

片としてあくまで参考資料として使用するべきだろう(3)｡たとえ,典籍,碑刻を解析するこ

とが編纂者,立石者の敷いたレールの上を走ることにはかならなくとも(4㌧いったん,そこ

を走ってみることは,必要な作業にちがいない｡いかなる風景を見せたかったのかを知ら

なければ,見せたくないものが何だったのかも理解できない｡視界を完全に遮ることがで

きずに,徐計なものをうっかり見せたり,いらぬアナウンスなどを流 してポロを出してく

(2) 大元ウルス治下の例をあげれば,大徳年閲に微川路の絶管兼管内勧農事をっとめた鄭恩義は,

『朱子語類』,『農桑輯要』を刊行して頒布し,至順元年にダルガであったマスウードは鄭鏡孫
の 『歴代蒙求纂註』を郡撃から刊行させた｡

(3)李逸友 『黒城出土文書 漢文文書巻』(科学出版社 1991年)や 『俄威黒水城文献 漢文部

分』(上海古籍出版社 1997年)において公開されたエチナ路カラ･ホトの文書群が重要視さ

れるのは,富該地がモンゴル諸王,王子たちが駐屯,通過した東西交通の要のひとっであるこ

と,にもかかわらず比較検討に用いるべきまともな地方志,首地の政治にかかわった人々の文

集が残っておらず,ふつうの漢語文献では知りえないデータが多く含まれていること,以上の

理由による｡カラ･ホト文書群だけでは,とうじのエチナ路の年代史,社舎史すら記述できな

いのが,現葦である｡なお,大元時代の漢語文書の紹介としては,はかに杉村勇造 ｢元公儀零

拾｣(『服部先生古稀祝賀記念論文集』1936年4月 571-583頁),張卒 ｢新麗若菜出土繭件
元代文書｣(『文物』1987-5 91-92貢),何徳修 ｢新彊且末嚇出土元代文書初探｣(『文物』
1994-10 64-86頁),隆化嚇博物館 ｢隆化解鵠子洞元代書戒｣(『文物』2004-5 4-25
頁)などがある｡

(4) 拙稿 ｢『龍虎山志』からみたモンゴル命令文の世界- 正一教故国研究序説｣(『東洋史研究』
63-2 2004年9月 94-128頁)参照｡
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れることもあるのだから｡そうして,おぼろげに見えてくるその地域の歴史事情,人間関

係の中で,現物の各徴州文書をみなおせば,また違った様相を呈してくることだろう｡そ

の試みとして,唐から明初にかけての微州の歴史,中央政府との関わり,人々の生態をあ

えて典籍中の文書を中心に概観する作業をこんご数年に亙って行い,資料としての優位性

を確認 し,もうひとつの徴州文書研究の可能性を提示してみたい(5)｡

明朝廷の大物官僚であった程敏政は,『新安文献志』,『弘治休寧志』,『新安程氏統絶世

譜』『程氏胎範集』などを編纂 し, 自身の故郷である新安を顛彰することにとりわけ熱心

だった人物だが,次のようなことばをのこしている｡

新安は寓山の中に在り,兵焚少なく,経鍍多し｡蛮族は程,江の雨姓尤も著 しきを為

す｡程は陳の将軍忠壮公を租とし,江は唐の綿菅越園公を組とす(6)0

と｡また,

[我が高皇帝の]即位の初め,大いに把典を正し,姪唇の両は,一切報罷す｡徴の存す

る所は,惟だ越公及び吾が遠租忠壮程公の二廟のみ(7)｡

ともいう｡歴代の中央改構によって阻廟を保護され, また,官僚,儒者など, それなり

の人材を提供 しっづけたこのふたっの名族のうち,程氏については,すでに別稿で簡

軍なが ら紹介 した(8)｡いっぽ うの在民は "十姓九江"を鍍するいきおいであったとい

い(9), じじつ,大元ウルス治下において編集された家譜だけでも,江松毒 『江氏淵源録』

十巻 (明正徳十三年垂修本)(10)をはじめ,注煩 『新安旋城江氏家録』七巻 (泰定刻本)(ll),注

(5) さいきん,趨華富は,明刊本 『要源茶院朱氏家譜』に収録される朱文公廟にかかわる ｢批田入

伺契｣と ｢契尾｣を紹介した｡かえりみて,施一校が紹介した大元時代にかかるIlf両建泉州地匿

の土地文書八件も,陳壕の丁姓を名乗るムスリムの家譜から抄出されたものだった｡趨華富

｢元代契尾翻印件的寄現｣(『安徽大草学報』哲私版 2003年5月 27-29貢),施-授 ｢元代
地契｣(『歴史研究』1957-9 79-84頁)参照｡

(6)『墓場程先生文集』(京都大学附属囲書館戒明正徳二年徴州刊本)巻三八 ｢書亮山江民族語後｣
(7)『豊壌程先生文集』巻十三 ｢休寧烏龍山江越公廟田記｣
(8)拙稿 ｢程復JL､『四書章囲』出版始末致 - 大元ウルス治下における江南文人の保翠- ｣

(『内陸アジア言語の研究』ⅩⅥ 2001年9月 71-122頁)

(9) 『師山先生遺文』(静藁葺文庫蔵明刻本)巻四 ｢外家法氏遺事｣`̀新安江氏,自越圃公準以六州
蹄唐,其後始蕃以大六邑之聞,翫十姓九江,衣冠相望,代有顕著",『芳谷集』巻下 ｢江解合墓

誌銘｣`̀欽篤大州,在民占十九 聾組林立,寅聞家'',『豊壌程先生文集』巻二七 ｢城北江氏譜
序｣"徽郡惟在民,姓最著,族最多｡故昔人有十姓九江之諺"0

(10)江松毒は四川紹慶路儒学教授を務めたことがあるoなお,この書に付せられた泰定三年十一月
十五日付けの集賢大学士条線大夫廉希貢の序文は,『新安江氏重修八公譜』(東京大挙東洋文化
研究所蔵明刊本)に再録されている｡『雲陽李先生文集』(静嘉望文庫戒明弘治刊本)巻四 ｢在
民族譜序｣も『江氏淵源録』のために書かれた序文であり,巻七 ｢江氏永恩堂記｣にいう `̀在

民世系譜録"も『江氏淵源録』を指す｡

(ll) さいきん注慶元 ｢『新安旗城江氏家録』初探｣(『文献』2003-4 28-35,47頁)が出た｡
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壷 『新安江氏慶源宗譜』(明増補抄本)na,注雲龍 『新安江氏族譜』(元刻本)(131等が,こんに

ちまで残っており,その繁栄ぶりを示 している(叫｡蓑椀によれば,江氏は皆,新安を硯と
よ

し,"玉山,番陽,宣城,新安は皆目る所を同じくす"るが,"猪り新安の宗のみ其の別,

三と質し,貴姥重富,角立 して相通ぜざる''状態になっていた,という(19｡

かれらの組とされる唐の注氏越園公については,『新安文戯志』巻六一 ｢行賓紳蹟｣およ
び金徳弦 『新安文粋』(明天順刊本)巻八に収録される胡伸の ｢膚越囲江公行状｣に･『五代

史卒話』まがいの沓跡壁泰の出生博説が語 られるほか(10,『文苑英軍』巻八一五,『新安文

(12)『北京圏書館古籍善本書目』は元抄本とするが,書中に `̀宣徳五年七月朔日郷貢進士欽願知願

文林郎桔蒼葉恩謙書"とあり,それ以降の成立でしかありえない｡

(13)妻尋 『中国古籍文戯拍責囲録』四 (北京囲書館出版社 2003年 1186貢)には,『在民宗譜』
不分巻の ｢新安江民族語序｣の書影が載り,後至元三年刊本とされる｡

(14)達筆富 ｢宋元時期徴州族譜｣(『元史論叢』第七緒 江西教育出版社 1999年4月 79-86
頁)参照｡

(15)『清容居士集』巻四六 ｢題江龍渓興従子書後｣

(16) 王姓江氏,詳華,新安人｡其先注だ氏之後,或日魯成公支子,食采於江,因民需｡哀公時,童

跨其孫也｡漢建安中,龍嬢将軍文和烏合稽令,避地始家新安O王曾乱 泰乱 勲父僧壁,皆仕

於陳｡母欽西鄭氏 夢責衣年少長丈飴,擁五雲自天而下,因輿之遇,覚而有娠｡至徳四年正月

十七日夜半乃生,香霧覆室三日始散｡王幼穎慧,所居上常有奇気,蚤孤家箕,母肇蹄外氏｡母

亦尋卒｡九歳烏男牧牛｡毎出常据坐磐石,気使群見 如将帥指揮状｡有張士損者,常以失期不

至｡王撃跨之,群見各骸散,張氏欲執之｡公日 ｢此易爾o吾能使之死,萄不能便之生乎｣｡因

撫硯之,良久復延｡嘗令群見目 ｢虞山揮聞｣｡卒遇風雨,無所鹿島,相輿刈茅篇屋｡既又令Ej

｢室成,吾且椎年以痛苦等｣o卒取男年分食之,牛尾挿地,既蹄｡男問牛所在｡封己入地夫｡男

税牛尾入地中不可抜,既素異之,不深譜.及長,身長九尺,廉顛万障,鹿眉隆準,美章喜茸｡不

事田業,猪喜書臥｡男母苦之,伺聞抽去其筆,王復寝如初,怪而親之,有青龍蹄負｡由是郷里

驚嘆,男家改容,王困落晩放縦｡聞睦州有演公署習武事,往従之瀞｡時年十八実｡還以勇挟

間｡属要源冠起,州道押衝董午討之,戦不利,郡清張公募土豪有脂気者禦之｡王走鷹募,即日

部兵上道,直接賊皆,遠望山林草木,皆薦甲兵｡志驚相謂日 ｢郡兵盛如此｡天亡我也｣｡柄杓

引退o公進撃滅之o張公郊努,賜補有差｡障大業聞,王政不綱,豪傑盃起,各建碗郡邑o王慨

然日 ｢世壁如此｡吾死兵革無憾,如百姓何時｣｡杜伏威起江准,張公欲興相鷹,心猿忌王,乃

蓮如箸嶺整山開遺,欲因事課之｡王輿稗解法天塔領兵開拓,不日而華｡比遺不加頑,更劾以差

役不均,梢侵之｡王怒,将士突入府聞,欲兵之｡張公憤遁去｡人人諌請於王日 ｢張公会而酷,

賞罰不公｡方時擾撰｡何特-守｡今幸己蓬,而境内無所統萱｡天子南幸江都,盗賊擁隔,詔令

不至｡欲求撮刺史以鎮一方,非公不可｡公宜従衆城中,請命於朝,未晩也｡王不得己従蔦｡宣

州守聞之,婿造兵来問｡王分郡諸屯 自以精兵八百人,先既桐入宣境,至渓方牛渡,馬躍鞭

墜,遣卒取之｡不時得,王怒,抜剣斬之,F立水中不イト｡土人因異之,日馬東霊神｡進至塵
嵐 駐軍其上 時大暑,士馬渇甚,王仰天祝日 ｢事若番地,富湧水｣｡乃以文緒鏡石得泉取

囲加聖治,至今行旅便之｡末至宣城三十里,城中遣婿陳羅明乗戦｡羅明敗走｡王疾撃斬之｡宣

守面縛請降,王揮不問,因撫定其民,選其精鋭以蹄｡既而杭,睦,肇,鰻等四州相継皆下｡王

奄有六州,帯甲十寓,威令益隆,諸婿謂王日 ｢今中原分乱,大衆己集,若但以刺史統軍之親臨

之,復恐瓦解o天輿不取,古人所戒｡公宜建玉鱗｣o王辞再三,乃斎戒揮日,建奥園,構王,

以天拓馬右相,繊備篤左相,皆王族也｡其他郷佐,盃有常員,揮賢且才者虞之O然実情正朔不

磨,馬政厳粛,賞罰明信,遠近莫不愛慕,離四方大擾,部内頼以平安者十飴年｡庸高阻起太原,

巳受惰滞,而秦王出師江左o王謂群下目 ｢日月出夫o鋸火不息｡可乎｡頃吾夜見天象,焚惑正

侵太白,太白西方,於音焦商｡吾姓商音也｡災異既形,吾計決夫｣｡武徳四年九月甲子,乃籍/
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粋』巻-の荘重符 ｢重建越園公廟記｣,末の羅願が編纂 しだ 『新安志』巻- ｢両廟附江王廟考

案｣などに詳 しい記事が載る｡

江華 (586-649),字は園輔,は,骨組以来,陳に仕えた家柄の出で,母は欽西の郡民｡

幼 くして孤見となり母の貴家に引き取 られたが,武聾を磨き,若 くしてその土地では名の

知れたヤクザになった.まず,肇源の叛乱鎮塵の募集に手勢を率いて鷹 じ,これを戴滅,

頭角を現 した｡さらに隔末の兵乱の機に乗 じ,款のほか宣,杭,睦,要,鏡の五州を瞬く

間に抑え,呉園の王と構 し,十徐年間この地を治めた｡そのご,唐の高弧が太原より起ち,

情の禅譲を受け,秦王が江左に出軍するという状況の中で,敵わずとみて,武徳四年九月,

表を奉 じて唐に投降 した｡高硯はこれを嘉 して所領を安堵 し,使持節纏管欽宣杭睦要鏡等

六州譜軍事,欽州刺史に任 じたほか,越圃公に封 じ,食邑として三千戸を賜った(ln｡江華

は,杜伏威,王雄誕,輔公示右等の侵攻を撃退 し(1扮,貞観二年 (628)には左衛白渠府統軍を

授けられ,十七年には忠武将軍右衛,横幅府折衝都尉に改められた｡太宗の遼東征伐のさ

いには,九成宮留守を任された｡二十三年 (649)に長安で亡くなったが,永徴四年 (653)

に故郷の欽願の北の雲郎山 (雲嵐山)に葬られた｡正妻は鏡九鞘の娘(19)｡息子は八人｡積渓

願登源にあるかれの故宅の西に忠烈廟が立てられ,その周遠に子孫が群居 し,江村と呼ば

土地兵見 遣宣城長史鎖悌奉表干膚,高阻嘉之,是月二十二日詔日 ｢具官某,往因離乳,保接

州郷,鎮静一隅,以待寧曇,識機素化 速達欺誠,宜従褒寵,授以方牧｡可使持節線管款､宣､

杭､睦､肇､鏡等六州諮軍事,欽州刺史｣｡封越園公,食邑三千戸｡時杜伏威嬢丹陽,白梅行墓｡

十一月,命王雄誕以鏡洪兵寓飴入来侵｡王道天壌等撃之｡天壌作繊居室百二十斤,左執之以衝

敵｡伏威大敗,死者過牛｡天堵輿八十人追之｡賊還,軍合戦,天堵勢藍,因奮勢越巨石,所践

成跡.賊軍驚異乃退o郡境以寧｡及伏威入朝,其長史輔公縮奪王雄誕兵以坂,償建位鱗｡王引

兵討之｡旗職蔽江而下｡公緒催退,保武康､丹陽,途中｡王振旅還,令兵民各復其業｡明年,

遮朝子京師｡貞観二年,授左衛白渠府統軍｡十七年,改悪武将軍右衛,横幅府折衝都尉｡太宗

伐遼東,詔薦九成宮留守｡王夙夜壷棒,事無所乏｡駕遠尤構其勤｡二十三年三月三日亮子長

安.享年六十有四｡王初疾,上常努問,賜嘗薬,及尭賜経緯十床,責金百両,東園秘器,恩躍

如功臣｡永徽二年,諸子以王喪遺｡四年十月二十六日,葬欽嚇北七里雲郎山｡王警鐘氏右衛大

将軍巣園公九陳之女｡男八人｡建,朗州都督府法曹,要責氏｡珠,費州浩川令,要朱氏｡達,

以征賀魯､免責､高昌,功襲上桂囲越園公,安着氏｡虞,空陸氏｡遜,要金氏｡皆左衛府飛騎
尉｡達,醇王府戸菅,要王氏｡爽,岐王府法曹,安閑氏｡俊,鄭王府参軍,姿羅氏｡諸孫皆事

執 率以忠勤,世其家｡先是王名世撃,後避太宗諒,去上字｡王初起兵,未獲立城之所,乃引

弓速射,矢所堅,適嘗形勝,途城之｡今績渓登源是也｡後人囲以立廟,満堂督塁存蔦｡故宅距

廟練-水,郷人不忍載鋤其虞,子孫環居之,因日江村o而郡人白王入朝,帥生角立両,没金蔵

奉｡水早必蒔｡今烏聯山廟是也｡自唐刺史醇臣､花俸正､呉囲､陶雅之嵐 皆有増茸｡及章聖

東封,始載囲朝把典｡其後褒爵益崇｡事異有司,猿取王所起始末,侍後世o肇源胡伸謹状｡

(17) この直後の武徳四年十一月十一日,程塞洗の後商の程富は,欽宣杭睦要鏡等六州纏管府行軍司

馬,休寧願開園侯に除せられている｡『弘治休寧志』巻三一 ｢勢新除六州緒管府行軍司馬休寧

解侯程富璽書｣

(18)『新唐書』巻九二 ｢杜伏威侍｣,｢王雄誕停｣は,かれらがたてた軍功によって,江華が唐へ蹄
順することになったといい,ぎゃくに九月甲子以降の江華との戦闘にまったく解れない｡

(19)『新唐書』巻八八 ｢鎮九陳俸｣
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れるようになった｡大水,日照りに霊験あらたかな神として,他塀にもあちこち廟,行洞,

江華の息子を祭る忠助八侯廟,忠護侯廟が建てられた糾｡とくに,大歴年間に登源から遷さ

れ,本山ともいうべき存在となった烏御山 (一名を富山という)の忠烈廟は,辞監,花俸

正等の手によって相次いで増著され,香火も盛んであった｡そして毎年,正月十八日より

十日間,迎神葦社の行事が行われたql)｡

ちなみに,徴州より遠く離れた貴州省安順市の農村一帯でこんにち演じられている健戯

(償面劇)ち,ほかならぬ江華の神輿を塘ぐ儀式と深いかかわりをもち,王華の誕生日とさ

れる正月十七日夜半から十八日の両日にわたって開催される｡洪武十四年九月,征南将軍

侍友徳,藍玉等の雲南征伐に従軍した徴州の江珂一族が,普定衛すなわち現在の安順に入

屯して博えたものといわれている｡演目のうち,｢静仁貴征東｣や ｢楊家格｣,｢花閲索｣等

は,おそらく大元時代の説唱詞話をもとにしておりCか,本家本元の忠烈廟の信仰,集配の有

様,それを取り巻く人々の薫態が明らかになれば,詞話,傑戯の研究の手がかりとなる可

能性もある｡王華の末商,要源の江津民は,園子司業として 『宋史』の編纂に携わるいっ
ほんくら

ぽうで,薙劇 ｢糊実包待制｣もものしていた｡

そもそも,大元ウルス治下の両廟の研究は,華北,江南を問わず,石刻,典籍資料に見え

る個別事例の検認,髄系的な整理ともに,これまで全くといっていいはど手っかずの状態

であった｡天暦二年に李好文が編纂した『大元太常集樫稿』五十一巻は『永楽大典』にわず
トクテムル

かながら逸文が見えるが,肝心の ｢諸紳把｣三巻はのこっておらず,脇腹木見等の 『至正

績集穫』,任拭 『太常沿革』も現存しない｡『経世大典』の穫典下編八 ｢諸両面巳典｣には,『唐

合要』,『宋舎要』を真似て,大モンゴル勃興から至順二年以前のデータが整理されていた

筈だが,こんにち備わらず田),『元史』巻七六 ｢祭把志｣は,なにも語っていないに等 しい｡

本稿では,まず徽州文書研究の手始めとして,この忠烈廟と江華の後商をとりあげ,『新

価)たとえば 『弘治休寧志』巻四 ｢両廟｣に "忠烈行両,把唐越圃注公華,正廟在欽烏仰山｡宋賜

額忠烈,其後達者不便香火,各邑倶立行両｡在休寧凡四｡-在東山 宋紹興中建,尚書金安節

記｡-在古城,淳熊中建,嚇令郡補之記｡-在江漢,元至大申建,前進士曹浬記｡-在牧口烏
龍山"という｡

CZl)『癌璽律髄』巻二八珪藻 ｢憂患公廟｣の方回の註には "王姓江,詩撃以六郡蹄唐廟｡今坂忠烈,
封八字｡王壬嶺廟在績漠,而墓在欽解北七里雲嵐橋,又廟在郡城烏聯山,香火特盛,毎以歳正

月十八日章把稔旬｡凡此郡江姓皆其後"とある｡この書は,至元二十年 (1283)には成立して
おり,正月十八日の祭把がそれ以前から行われていたことを裏付ける｡

CZZ)王秋桂 ･沈痛馨 『貴州安順地戯調査報告集』(民俗曲聾叢書 施合鄭民俗文化基金舎 1993
年),拙稿 ｢花関索と楊文麿｣(『汲古』462004年12月 36-41頁)参照｡

623)『園朝文類』巻三六李好文 ｢太常集穫藁｣,『内閣蔵書目録』巻- ｢大元太常集穫稿四十巻全｣,
｢大元績集碍｣,『四庫全書纏日』巻八〇 ｢職官類存目｣《太常沿革》,『圃朝文類』巻四一 ｢雑
著･穫典纏序｣,『元史』巻七二 ｢祭把志-｣"凡祭把之事,其害鳥太常集薩,而経世大典之穫
典篇尤備"0
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安忠烈廟紳紀賓』なる書物に載る大元時代の文書数通を紹介する｡管見の限りでは,この

書は,程敏政が故郷の烏卿山忠烈廟を参拝したさいに入手したと述べ伽,『晃氏賓文堂書

目』下に "忠烈紀賓"の書名が記録され,『欽解金石志』巻九 ｢重修法王廟碑記｣が乾隆三
十六年 (1771)の段階で "紀賓の文は,民間に簡其の害有り''と謹言するはかは,明清の

書目題抜,清人の手になる教程の 『元史聾文志』には見えず,また現在にいたるまで内容

紹介もなされていない｡

一.『新安忠烈廟紳紀賓』簡介
『新安息烈廟紳紀宴』十五巻 (以下,『忠烈紀賓』と略す)は,現在,中国国家囲書館に
二種のテキストが,漸江囲書館に残本が一種,赦される｡本稿では,筆者が1999年6月,

および2000年9月の二度にわたって,ちょくせつに閲覧,調査しえた国家観書館所蔵の

テキストによって話をすすめる｡

二種のテキストのうち,｢明天順庚辰 (四年/1460)欽西棟塘/江氏南軒重樹枝行｣の牌

記のある刻本一筋は,巻四上の途中からあと全てを映くが,刷りは非常に鮮明である｡た

だし,天順七年の方勉鮎)の序,成化元年 (1465)の江伯深の序をもおさめることからする

と,正確には成化元年の垂刊本というべきである (以下成化本と栴す)｡いっぽう,表紙の

題室に ｢喝田江樹影堂敬戒｣とある明成化元年江公玉刻正徳重修本 (以下正徳本と構す)

四析は,全十五巻そろっているが,印刷は不鮮明な部分が少なからずあり,また箇所に

よっては版木の破損がひどく判讃できない｡巻三上,巻四上の敷葉は,別の刊本 (ことに

よると成化本)から抄補している｡いずれのテキストも牛糞11行×20字,黒口四周斐蓮｡

成化本では明代の序文二通の後に,大元後至元五年 (1339)徽州路線管府ダルガ (チ)兼
ビラ

管内勤農事必刺の序文,同年八月付けの郡人鄭弘租の序文を配するが位輔,正徳本では,まず

必刺の序,そして明代の二通の序文の順になっている｡鄭弘租の序はない｡

見事な筆跡で書かれたビラの序文は,出版のいきさつをおおよそ次のように語る｡

わたくLは,数年前大都に居たさいに,新安の忠烈王神が加封の朱筆を受けたことを

耳にしていた--後室元三年 (1337)に,ちょうどこの地に赴任することになって,

624)『望楼程先生文集』巻十三｢休寧烏龍山江越公廟田記｣"予時方謁告南蹄,嘗伏拝烏聯之両,得忠

烈紀賓輿前代之記讃之,窺病其叙隔唐之際輿越公之事,馨有弗嘗於心者,恩有所紀述而未能也"｡

GZ5)序文の肩書きには,"賜永楽乙未進士出身,忠憲大夫湖虞等虞承宣布政使司右参議,致仕奉詔

進階,正中大夫前翰林庶吉士,授太常博士,改監察御史,出金湖贋提別技察司事,欽西方勉"

とある｡

CZ6)『北京困書館古籍善本書目』,『中国古籍善本書目』が方勉の序にしたがって本書の編者を鄭弘
組とするのは誤りである｡
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いの一番に江廟にお参 りしたものだ｡ある日,廟の僧侶慧心がこの 『忠烈紀宴』を持

参 していうことには,｢江華について,正史の 『唐菩』では専博が立て られませんでし

たが,民へはどこされた功徳は,どうして記録がなくてすまされましょう｡末の乾道

年間に郊升卿 qnがはじめて江華の勲功事績をたたえ書を もの しま したo威淳七年

(1271)には,王鷹麟が郡の筆録であった胡立忠に命 じて増緒,刊行 させましたが,元

貞元年 (1295)に版木が焼失 して しまいました｡いご陸棲として現れた著述はおおむ

ね記載するには及ばぬレグェルで,謹む者は,すべてを網羅 した著述がないことを遺

憾 としました｡そこで遺幌,新たな博聞を収集,編輯 し,族系,出虞,源流,封爵,

陵廟,本末,碑記,硯文,歌詠および毛筆,震感,昭著,事蹟を配列 し,十五巻とい

たしました｡出版をもちかけましたところ,士庶ともども賛成,協力 して くれまして,

このたび上梓のはこびとなったので,序文をおねがいしたいのです｣ と,云々鮒｡

鄭弘租の序文 もほぼ同 じことをのべるが,序文の依頼にきたのは,廟の監院をっとめる

借紹初で,編緒にあたっては,郷升卿の遺編を中心に,郡乗,江氏の家来が参照され,名

公卿の手になる碑嘱,賦詠,長老の口侍の信用できるものは皆掲載 したという｡また, ビ

ラと同様,この書が官民共同によって出版されたと述べ,ちょくせつ業務にあたった人物

として,王元善,沈徳毒,余延鳳,忠烈廟の住持である僧慧心の名をあげる09)- かれら

即 『新安志』巻九 ｢叙牧守｣ "郷升卿左朝議弧 〔乾道〕三年十月三十日到任｡任内積左丞議恥 五年十二月九日受

代"｡ただし,『忠烈紀責』巻三下 ｢本州申持運司状｣によれば,乾道四年六月の時崇占の眉書き
は "左奉議郎改差擢挙遣微州軍州主管学事兼管内勘農菅田事''である｡そして,かれこそ,羅

願に 『新安志』を編纂させた人物であり,『四曹韻類』二巻,『菅韻類例』一巻の撰者でもあ
る｡『聾藻類稿』巻二五 ｢二堂先生文集序｣"近年郷升卿師古篤守,属羅悉端良修新安志",『玉
海』巻四五 ｢景徳新定韻略｣参照｡

CZ8) "予頃歳居京師,聞新安忠烈王神祭受観恩,加封微弓舟--歳在丁丑,余適守是邦,耳熟□塞,首告

至而重篤｡一日廟僧慧心持是編,乗謁謂 :王在唐史,難歓於専鳳 而功徳在民者,何可無紀,宋乾

道聞郷疾升卿,始裏王勲蹟,筆之方朋･｡成淳辛未,王侯鷹麟復命郡筆録胡立忠増結刊定｡元貞乙

未,板倣不存,而述作之積出者,率未登載｡覧看病美観其全｡玄掠通院新聞,編次之,凡族系､

出虞､源流､封爵､陵廟､本末､碑紀､硯文､歌詠,及教鴛､霊感､昭著､事蹟,列薦十五巻｡

議繍諸梓,士庶威叶而克成｡倖序其概干巻端''｡『弘治徽州府志』巻四 ｢郡邑宮尾｣《本路達魯
花赤≫には "必刺 嘉議大夫｡後至元"としか書かれていなかったが,この序文によって後至

元三年に着任したことが判明する｡なお 『忠烈紀賓』巻七下によれば,このとき纏管をっとめフー~~こ//
たのは忽先 (必刺等は口先だけでなく,後至元四年,五年の重陽の節句,至正元年の改元の正

月一日等に祭把を行?y言㌧､脅)o『弘治徽州府志』には記されていないが,遅くとも至正二年に
はダルガは必刺から明都古恩に代わっている｡さらに,『鄭師山先生文集』巻六 ｢微州路蓮魯
花赤合刺不花公去恩碑｣によれば,至正四年にはカラ･ブカが新たなダルガとして着任する｡

GZg)階之季世,-鼎沸煎｡王以英特之妻,保有六郡｡大店受命,奉欺干朝,民頼以安,王之功也O惜

平,膚史不烏専書,而恩徳之在民者,可無紀乎｡宋乾道聞,郡守郵侯刊王事賓,版逸干火｡爾後

屡有作者,紀録無法,識者病之｡一日廟僧紹初携王妃責書示余｡因郷庚之遣編,稽之郡乗,秦

之法氏家乗,名公卿所薦碑嘱,賦詠,輿長老口耳相博之所可信,成登載之,以見王之族系,封宙,

陵廟之源要,及其紳異尤昭著,在人耳目者,突然可観,不可誕己,固請薦序,静不獲･-･･･官民

叶賛,以成是編,誠可栴也｡於是乎書宣力董事,則王元善､沈徳毒､余廷鳳泊住持倫慧心｡
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ははぼ同時期,富山忠烈廟の聖妃殿,折門の忠烈廟の重修事業を,折門願の声であった越
トイン

士元,および同嚇ダルガの腹囲とともに進めてもいる(30)- ｡後室元二年から四年には,

府判の馬櫨が雲嵐山 (雲郎山)の江華の墓廟を重修 しており(31),この時期,徽州路下では,

出版とあわせて,江華の頼彰事業が盛んに進められていた｡

そして,天順七年 (1463)に方勉のしるした ｢重編新安忠烈廟紳紀賓序｣によれば,級

室元五年の刊行ののち百二十飴年,版木はまた灰値に蹄 してしまう｡江華の末商,注儀鳳

は,父永茂の遺志を受け継ぎ,家蔵の菖本 (後至元五年刊本に至正五年以降,数葉増補を

加えた元刊本か)に,博捜 して得た文墨などを付け加え (増訂,省略 した部分については

その旨,注を施すほか,版木の版心におおむね ｢補｣と刻す),同地出身の官僚注回顧,程

文葉,忠烈廟に住持する僧善定,善意等の協力を得て刊行する｡この江儀鳳家蔵の嘗本は,

前年,直隷徴州府知府の孫遇(3功が,富山の忠烈廟に唐,栄,大元の褒封詰赦および明の禁約

梼文を碑に刻 したさいにも,その閲を補 うに役立ったという03)｡現在,われわれが見ている

(30)『忠烈紀賓』巻四上 ｢重修忠烈聖妃殿記｣(鏡州路初庵書院山岳呉静観撰,承事郎池川路線管府

経歴呉遠和書丹,承務郎微州路所門嚇ヂ兼勘農事趨士元蒙額) "虞定越公士元以至元之後元,

宰所門,唯事未幾,早魅残虐,公乃潔精渇誠,致藤子所山之忠烈行両,靴艦.因出口努,新廟

像,親然焼然,紳説人頚｡越五年,輯公詣府城,一日登富山廟,謁塞脱,見後殿妃損,側然起

繕善意｡郡人沈徳毒､王元善､江漢傑､余延鳳､注深,請之禰篤,蘇是摘己俸,募衆縁,以落

成之｡本願達魯花赤腹囲堕諸僚佐,ロカ禁裏,克成厭志｡住持搾慧心,監院僧紹初,愛董□

事｡明年畢工,詣書其事千石'',巻四下 ｢所門願重建廟記｣(儒林部徴州路根管府経歴張純仁

撰,奉直大夫寧園等路椎茶提馨阿恩顧海牙書,奉政大夫徴州路纏管府治中李柴租纂蓋,微州路

所門嚇声兼勧農事趨士元立石) 初̀嚇之東麓奮有忠烈廟,歳久漸把O後室元三年真定士元越君

塞乗馬邑,属精子政,甫関南考,凡有益於民者,無不義力･･.･･-俄而大風,抜廟勇木,覆塵廊

屋,□栴壷折｡邦人驚告声 - -乃輿邑之好事者沈徳蓋,江景龍占遷基之兆千綿,獲殊勝干西山

之陽--顧景龍日吾雛軽重己定,然指付必堪其任,乃克有成｡汝其奔走先後,以成吾志"｡

(31)『忠烈紀賓』巻四上 ｢重修忠烈陵廟記師山先生文集載｣,『鄭師山先生文集』巻四 ｢重惰忠烈陵墓廟
記｣,『弘治徴州府志』巻二 ｢丘墓 ･越国法公墓｣"宋紹定六年,郡守謝采伯修整,端卒改元,
郡守劉柄重葺之｡嘉熊四年,郡守鄭崇率僚属謁墓,廼植松巽之以事,又購墓田,命僧守之｡莫

大有作記｡元至元十四年,練管甘徳勝新作墓廟｡太原王鷹之記｡後室元二年,府列馬櫨重修｡

鄭師山玉記｡至正中,商孫行枢密院判官肇源注同重建,舛置田以其粗供祭掃之費"｡

(32)孫遇は,天順四年の 『新安文粋』の刊行にも序文をよせ,少しまえの景泰年間には,洪森組

『延砧新安後績志』十巻,朱同 『洪武重編新安志』十巻の績編を編纂刊行している｡

(33) 『忠烈紀賢』巻三下 ｢立忠烈廟唐宋元請赦稗抜｣ "石越園公詰赦,今富山忠烈廟所蔵也｡按絶

賛,公新安登源人,英特有武略,富隔李,保障欽宣杭睦肇鏡六州,民頬以安｡唐興,公知天

命,有蹄約款轟附｡高耐嘉之,武徳四年授詩興圭｡太宗貞観二年又授詩興圭｡二十三年舞於長

安,掃葬欽北雲郎山,邦人追慕功徳,立伺和之o白是護国庇民,威霊垣赫,有司以聞o宋真宗

大中群符二年､徽宗政和七年､宣和四年､孝宗隆興二年､乾道四年､寧宗嘉定四年､理宗淳砧

八年､十二年､華南二年､六年､恭帝徳拓元年､元順帝至正元年褒封語数共一十二通,夫人鏡

氏､稽氏､鹿氏､張氏,上白三代,下及四弟九子#婦長孫十従紳共語数四十二通,園朝初定,

江石神兵助順,蒙頒牒窒雲雷雲封越国法公之紬,命春秋祭把,其歴代語赦倶載紀賓O猪庸二詰二
重､宋賓柘徳宿二語崖軸尚存,計自武徳四年抵今凡八百三十九年,幾経兵焚而不穀者,豊非神

霊守護也欺.遇以凡庸明守斯土,嘗以災早頑嗣下,因勧請重度蹟｡逐憶宋花公鍾守徴,曾刻是

諸子碑｡惜乎,浬没不存｡廼謀諸同寅同知陳斌,通列宋敏,推官安正,命儒士砲撃,張達,郷/
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テキス トは,後至元五年のそれからさほど隔たりは無いはずである｡

現行のテキス トは,展巻に,まず序文と天順,成化年間作成の ｢重編新安忠烈廟紳紀賓

目録｣【付1】を置き,つぎに ｢新安忠烈廟世系略圏｣｢江旭上譜表｣｢新安江民族語序｣｢新

安忠烈廟神武圏｣｢垂裕録｣｢新安忠烈廟紳封爵｣｢富山三廟圏｣｢富山忠烈廟圏｣｢雲嵐注墓

園｣｢登源墓廟圏｣｢椀塘赤吹行伺囲｣の諸国説を掲げる｡巻-は,胡伸の ｢行状｣をはじ

め,宋松年の ｢本俸｣,江裏の ｢家俸｣など江華の詳細な資料,巻二は 『新唐書』,『通鑑』,

『輿地紀勝』等に見える江華の関連記事の抜粋と羅願の ｢法王廟考葺｣,巻三は上下に分か

れ,唐から明初までの,法王紳およびその一族への褒封を願う申請書,その結果寄令され

た語教の類が一括 して収録される (上編が江華,下編が江華の夫人,四弟九子等に関する

文書)｡以上が ｢乾集｣に属 し,巻四以降が ｢坤集｣に分けられる｡『北京囲書館古籍善本

書目』,『中国古籍善本書目』などが "乾集一巻"と記述するのは誤 りである｡

｢新安忠烈廟神武囲｣(｢王像文武国費説｣)は,南宋最末期から至元二十年代までに許月

卿も葦見 した貞観十八年の宵像蓋にもとづく伽｡江華が息子たちを訓戒 した ｢垂裕録｣の自

筆本も,大元末期の兵乱までは侍来 していたといい,その全文は,｢江旭上譜表｣とともに

『新安江氏重修八公譜』などにも収録されている｡

また,巻三上におさめられる武徳四年九月二十二日付けの ｢唐封越囲公告｣および貞観

二年四月五日付けの ｢左衛白渠府統軍告｣の語圭は,はやくは北宋大中群符二年 (1009),

最初に江華への追封を申請 した知欽州軍州兼管内勘農事の方演,そして大元時代には微州

路儒学教授の注夢斗が廟に保管されているのを賓見 しており(35),賓柘六年 (1258)正月十一

㌔
貢進土師慶,依四語二童形制模寓錦碑,立子廟左,字有漫滅者以圏代之｡其飴十通依紀葺謄寓

綿棒,立干廟右｡庶使後之戟者,知紳之褒封有白,又有以見唐宋語敏之健云｡時天順三年歳在

己卯仲秋月吉日,賜進士第食正三品俸直隷徴州府知府llfia山孫遇謹抜"o

(34)『先天集』巻十 ｢唐越園公追封英烈法王像賛｣`̀天下鼎沸,六州太平,大明既昇,版圃教室,坐
烏忠臣,死馬名神｡此貞観十八年之葦,可以見唐衣冠之葛,王容貌之虞"｡

(35)『忠烈紀賓』巻三上 ｢郡守方演奏乞追封表｣"武徳貞観申告秩二通至今猶存････.･其官告二通,今
銀白,謹異状撤連奏呈,伏候赦旨",巻四上 ｢忠烈廟顧震記｣(婿仕郎微州路儒学教授正夢斗

撰,朝列大夫徴州路線管府治中江元龍書丹,嘉議大夫徽州路線管趨輿横蒙額)"名氏見於唐新

書輿通鑑,掌在太史｡官閥見於武徳､貞戟所賜賛書,今猶戒於廟O事蹟世系見於州志､家粟,

尤備｡至於時壬之褒表､公卿大夫之記頚,刻在金石"｡のちに程敏政もこれらの現物を目時し

て詩を詠んでいる｡『豊壌程先生文集』巻七〇｢越園江公廟観唐詩｣"烏卿山上越公耐,香火分

明百世恩｡留得繭函唐詩在,紀年猶是太宗時",巻六七 ｢江王廟志苧芸転冨雲讐禁書誓望票警歪㍗1議霊宝貢を悪霊監｣
`̀聞説真人起晋陽,六州囲籍便蹄麿｡干文責免群生難,暫第宜博百世芳,封語間存題越固,良

書全失紀呉王｡叢同番火年年盛,知是英魂懲故郷''｡ただし,『弘治微州府志』巻五 ｢伺廟｣
《積渓解･忠烈廟》によれば,詩命,玉圭は,烏仰山ではなく,登源の忠烈廟の勘忠榎の石匝

に保管されていたが,方臓の乳のとき周という名字の者が江王神のお告げを夢にみて一時疎開

して難を逃れ,勧忠積が無くなってしまったため,周が私財を投じて小殿をっくり,少なくと

も至正十二年まで,そこに保管されていたということになっている｡
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【付 1】 ｢重編新安忠烈廟紳紀葺目録｣

乾楽

譜系略図説

王像文武国賓説

世系封爵圃説

王陵囲説

歳請王圏説

第一巻

行状胡伸司業

家博江裏口中大夫
鏡氏夫人父九龍博

第二巷

唐高租紀欧陽惰

王雄誕博

輿地絶勝王象之

第三巻上

奉籍掃庸表

唐赦白菜府統軍語圭
申請状

宋赦賜忠額廟

宋赦改忠烈廟

宋降御香省苅

元申請追封表

囲朝封越国法公之紳

下巻

未申請状

王骨組考批告四通

王父母告七通

王子所生母告四通

赦賜王第九個忠護廟

王子婦告二通

従紳告赦三通

園朝禁約梼文一道

第四巻上

坤華

重建越園公廟記

忠烈原廟記

重修忠烈妃殿記

王墓記

重修忠烈陵廟記

加封記

忠烈廟頼蛋記

下巻

登源越囲公廟記

第八侯廟記

〔229〕

附江旭上譜表巳見家語
垂裕録公自述

富山廟困説附烏聯山銘
登源墓廟困説

椀塘行頑固説

本俸宋承議松年

江氏譜披二簾

杜伏威俸宋所

通鑑紀載司馬光

考薫之文十一事羅願郡守

唐封越園公許重

奏乞追封表六

宋追封憂患浩一通
宋追封王詰共十通

元追封王語一連

宋封王妃詰七通

王硯父母告五通

王弟告一過

赦賜王第八子忠助廟
王諸子語八通

王孫告一道

立居宋元請赦碑披

富山重建廟記

重建寝殿記

重建寝棲記

王墓廟記

封爵制語記

欽令感紳記

霊異記

登源重修廟記二

髪田再造廟記

徴州文書新探

髪田廟化田記 椀塘赤吹廟記

第五巻
六邑忠烈行両神記 #附外郡
休寧恩顧廟記
要源憂恵廟記
移嚇横岡廟記

第六巷
要蹟八事

第七上巻
謁廟文三篇
折謝晴文十四篇
焚葺祭墓文
謝過日劾文
捕獲虎文二篇

下巻
慶誕展文二篇
立顛墓碑告成文
弓耳完税文
騒蛭折謝文二篇
焚責祭墓文

第八巻
楽府紀頒九首

第九巷
建廟上架文七篇

休寧江漢廟記
折門西山廟記
斬州羅田廟記

感鷹事賓三十二事

所謝雨文二十七篇
頑火文二篇
告祭等文二十四篇
王租等語焚葺文

謁謝等文四篇
春秋致祭文十篇
謝年産文
折謝雨文十篇
春秋折報文二篇新槍

第十巷
捨田板橋宋 元節付税根事
宋赦免徴廟塞栓 富山捨田記
元各郷士庶拾田姓名附畝数
元申包納税板状

第十一巻
題詠百四十二首

第十二巷
政文五篇

第十三春
奮事賓序三篇

第十四巻
放散告碑-篇

第十五巷
我文序二篇

像讐四篇

露臆誌五篇
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目付けの ｢十封王告｣,徳宿元年 (1275)四月十五日付けの ｢十一封王告｣についても,天

順年間に,先述の江儀鳳が晃軸を目暗している｡かれは,これによって,元刊本の 『忠烈

紀賓』では省略されていた文書末尾の中央官僚の名,令史の名にいたるまで移録しなおし

(到頭Lがたい字は○の記暁を以って代えたという(3り,圭の "拓影"も載せたのであった｡

紹定三年 (1230)年に徴州の司法参軍の越崇徴がこれら歴代の語数を碑に刻んだことがあ

る(鋼｡また,孫遇も,虞蹟四詩と二圭を賓見し,儒者の砲撃らに横幕させ,南宋末期に徴州

を治めた花鐘に倣い,廟の左側に碑として立てた｡虞蹟が侍わらず 『忠烈絶筆』や花鐘の

碑の拓本によってのみ知り得るのこりの宋元褒封詰救十通 (宋大中群符二年,政和七年,

宣和四年,隆興二年,乾道四年,嘉定四年,淳砧八年,十二年,賓柘二年,元至正元年)

は,廟の右側に立碑した鮒｡

なお,大中群符二年の-通を除くこれらの語敗は,『武林石刻記』巻五によれば,のち禽
暦年閲の進士で要源出身の江道亨によって,武徳四年九月｢奉籍轟唐表｣,洪武四年七月十

六日 ｢園朝頒給昭忠虞仁武神英聖王伺梼文｣とあわせて,高さ四尺二寸幅二尺四寸の碑石

に六蔵に分けて刻され,｢江王像碑｣(宣和二年御質)とともに杭州の奥山三茅敏江王廟に

も立てられた｡ただし江儀鳳の増補部分は,刻されていない｡

したがって,巻三上下は,江華とほとんど常にセットで加封されてきた程重洗の語数,

程敏政が収集した徴州ゆかりの人々の語数とともに脚,膚から明初における褒封語数の申

請,番令のシステム,文書髄式の埜遷等について分析 ･考察したり,年代別の官職 ･官僚

表を作成して正史の鉄を補ったり,石刻資料とともに 『宋合要』の不足を補ったりするう

えで,唯一無二のきわめて貴重な資料となる (そのうち唐の二詰二圭は,江華にかかわる

最も古い,且つとうじの姿をほぼそのままに博えるとくに貴重な資料である｡武徳四年と

いえば,四月に秦王李世民が少林寺に宛てた教書が有名だが(40),その牛年後に出された告

身ということになる｡従来知られていた貞観十五年 (641),永徽元年 (650)の臨川郡公壬

の告身よりも早い(4V｡スタッフの中に顔師古や房玄齢が見えているのも注目に値する｡参

(36)こうした録文方法は,たとえば金朝正大四年 (1227)に孔元措が編纂･刊行し,のち1242年
に増補,垂刊された 『孔子租庭廉記』にも認められる｡

(37)『忠烈紀賓』巻三下趨崇徴誌

(38)孫過が立てた富該二碑は,『欽嚇金石志』巻九 ｢垂修江王廟碑記｣によれば,乾隆三六年の段
階ですでに滅び,明太租洪武四年の梼文碑のみが残っていたという｡

(39)『弘治休寧志』巻三一 ｢附文十三 人物･制命｣,『程氏胎範集』甲集
(40)嘱波護 ｢甫嶺少林寺碑考｣(『中国貴族制杜合の研究』京都大学人文科学研究所 717-755頁)
(41)駅西文管合･昭陵文管所 ｢唐臨川公圭出土的墓志和詔書｣(『文物』1977-10)｡宋の張守は,
『毘陵集』巻十 ｢抜庸語｣において "唐太宗収右軍蹟至三千六百紙｡昔時士庶家蔵固亦不少｡

故唐人多能書,維小夫購隷,下筆皆有可戟--武徳告身,殆非近世士大夫所能技''という｡ま

た,『漫塘集』巻三〇 ｢李氏墓誌銘｣,『西巌集』巻十八 ｢故金壇李氏唐詩後｣,『造園学古鏡』/
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考までに移録しておく【付 2】【付 3】｡詳細は,別稿にて宋代の文書とともに検討する)0

巻四上下および巻五は各代の烏龍山忠烈廟および各地の行両に建てられた碑文の移録

である｡これらは,ほとんど現存せず,僅かに数碑が個人の文集に収録されているのみで

あった(姻o内容はもとより,そこに付された撰者,書丹,蒙額を据富した官僚たちの眉書き

と名,文中の人名は,巻七上下の ｢所謝文 ･呪文｣,巻八 ｢楽府紀頒｣,巻九 ｢上梁文｣,巻

十一 ｢題詠｣,巻十二 ｢抜文 ･賛｣の撰者,関係官僚の名とともに,『弘治徴州府志』巻四
｢郡邑官属｣の補正に役立つほか,各時代の新安における官僚,在地の文人たちの交流,各

地の名だたる文人と新安のえにLを確認するまたとない具鰻的な資料である｡巻六の ｢憂

蹟 ･感魔事賓｣,巻七上下の｢折謝文 ･耐文｣は,法王神に何が期待されていたのか,信仰,

祭把の責態を知る手がかりとなる｡廟内のさまざまな建築物の着工,完成の式典はもとよ

り,卒冠や雨乞い,蛙や疫病の消滅等を所蒔し,また正月,重陽の節句等,定期的に賑々

しい大掛かりな祭把を主催するのは,徴州路根管府のダルガ以下の官僚たちであり,山西

や河北の両廟に今も残る大元時代の舞墓や石刻の記述から類推すれば,迎神,迭柚等の際

に奏でる音楽から江王神を娯rませるための百戯の手配までをも行っていたと考えられる｡

巻十は忠烈廟の拾田,税糧に関する梼文,文書で,巻三と同様,もとの文書の髄式をでき

るだけ忠賓に移録しようとしていることが見てとれる｡のこる巻十三は鄭弘阻以前に編纂

された篭版の 『忠烈紀葺』の序文三篇,巻十四は赦告碑の抜文一篇と塞感誌,巻十五は案

文序二篇を収める｡

＼J
巻十一 ｢金壇李氏唐詩抜｣等に見える "唐の大部王の後商,金壇の李氏にも,武徳以来十八世

の詰勅百飴巻があったという｡

(42)嘗地にのこる江華関連の石刻は,『金石量目分編』,『安徽金石略』,『欽解金石志』によると,
宋の鄭補之の撰に係る｢虞恵王廟記｣を除けば,嘉靖二一年 ｢忠烈王墓廟記｣,嘉靖三八年

｢唐越園江公宗両碑銘｣,寓暦十九年 ｢雲嵐山重新越国法公墓道碑記｣,康幣四年 ｢重修烏御山

江王廟路亭碑記｣,康照三四年 ｢重修江墓阻廟碑記｣,乾隆三六年 ｢重修法王廟碑記｣,同治二

年 ｢重建法王廟記｣,光緒二三年 ｢重修雲嵐山王粗鋼墓碑銘｣と,明清以降のものばかりであ

る｡
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【付2】

唐封越園公告

門下 :江華,往因離乳,保接州郷,鎮静一隅,以待寧萎,識機慕化,速達歎誠,宜従褒寵,

授以方牧,可使持節線管欽宣杭睦肇鋲等六州諸軍事,欽州刺史,上桂園,封越園公,食邑

三千戸｡王者施行｡

武徳四年九月二十二日

中書令上枝囲宋園公臣璃宣

中書侍郎上桂図清源解開園公

中書舎人開府臣顔師古奉行

尚中上大将軍僕東郡開園公臣

黄門侍郎事上儀臣君粛

尚書中臣菜等

制書如右｡請奉

制付外施行｡謹言｡

武徳四年九月二十二日

制可｡

九月二十四日未時,都事田批受｡

右承善篤付選郡｡

尚 書 左 僕 射 公

同書右僕射上桂闘魂図公寂

○郡同書上桂図陳郡開園公開山

○部郎中列吏部事上桂園 鋭

○書左承 直散騎常侍上桂図公善

告使持節線管欽宣杭睦要鏡等六州諸軍事,

欽州刺史江華

奉被

制書如右｡符到奉行｡

王事 唐世宗

宣部郎中上議同孝孫

令史 孫阻稀

書令史劉顛達

武徳四年九月二十二日下

劫 同凡
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【付3】

左衝白渠府統軍告

前欽州掩管江華

右可左衝白菜府統軍

門下 :前欽州都督江華等,或久経任使,或夙著欺誠,誼宜参掌禁兵,委之戎旅｡可依前授.

主著施行｡

貞観二年四月五El

中書令郎○園公臣房玄齢宣

中書侍郎西河郡男臣葉

中書舎人安平男臣李百薬奉行

尚書検校○○薬園公善和

黄門侍郎永寧○臣 奉 給事中臣等言

制書如右｡請奉

制付外施行｡謹言｡

貞観二年四月五日

制可｡

四月 日都事受｡

中司郎中懐道付｡

尚 書 令

尚書左僕射

尚書右僕射

御史大夫権検校吏郡尚書安吉郡公

尚書左丞武昌男

吏郡侍郎楽中昌林甫

告左衝白渠府統軍江華

奉被

制書如右｡符到奉行｡

王事 文書

令史陳士松

書令史孫廓

貞観二年四月七日下

助同凡
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二.至元二十五年の道悌闘宰

(1)原文と粗詳

まず,巻十に収録される至元二十五年に江准諸路揮散都総統所が蓉給した二通の文書を

紹介する｡全文を,改行,指頭に注意しながらできるだけ悪書に移録し,翻帯を試みる(磨

文の版式は,牛糞11行×20字)｡天順,成化年間に作成された『忠烈紀要』巻頭の｢目録｣

からすれば,｢元節付税糧事｣がこの文書二通の標題ということになるが,じっさいの内容

は,忠烈廟の住持を新たに任命する節付である｡そのつぎの延拓二年の文書も,｢目録｣で

は ｢宋赦免徴廟基税｣に誤る｡巻十のほかの文書がすべて税糧に関するものであったため

に,内容をろくに講まずに機械的に誤った標題をっけたと見られ,元刊本の文書二通が重

刊のさいに差し替えられた可能性は少ないだろう｡

【原文】

(A)

皇帝聖旨裏 :江推諸路揮散都総統所,接徴州路僧録司申該 :【接道士張逢魁状告 :｢住持

紳鷹観忠烈廟,昨於至元十七年十月内,有本斯道士儲日隆,呉逢聖商議,身馬道士,

恐住持廟芋不久,此上虚指神慮二字改作観名｡所有廟内石碑上有主奉僧入組因等名字

分暁,績後置立法器､屋芋,即係備智大師法忠起立根脚,有殿上銭鍾名字可考｡近於

至元二十五年六月承奉便所尊下梼文抄連

聖旨節該 :『蟹子田地裏和尚毎有的田土亡宋根脚,富戸､秀才､先生毎,不凍是誰,占着

的有吋,回輿者｡不回輿的人毎,断接答葵罪過者』｡又欽奉

聖旨節該 :『先生毎有心倣和尚的倣和尚着｡没心倣和尚的要妻馬民者』｡欽此｡逢魁曾封

衆説願行披剃馬借出首,本廟元係僧人根脚,改名馬寺,乞差俗人住持｡富有道士儲日

隆理合的前項語句,又有遺士江逢午輿儲日隆,呉逢聖説道 『官交我乗,輿弥説廟内腰

元有借入名字去庭都打穀了,莫留躍綜』｡是儲日隆,呉逢聖依鷹,於至元二十五年六月

十四日夜,令伊兄儲千一男二人,用土築草城錘,整去鍾上価智大師法忠名字｡至十五

日,有儲日隆,呉逢聖婿石碑上僧租因等名字打整去,用責蟻拝墨墳補元映,簡有痕跡

可讃｡逢魁興言 :『弥毎不合整去』｡儲日隆,呉逢聖不磨,却於至元二十五年六月二十
二日,噴恨前因,慮恐忠烈廟己後事費,輿道録司官典通,同投合虚詞,将逢魁障害｡

今乗逢魁照得 ;本廟的係俗人敵国住持根脚｡但逢魁自願披剃馬借｡就婿元披載烏道士

度牒､公接三道,告乞備中便所,倒換文恵,改名披剃馬借,給梼改寺,崇奉香火｡得

此｣｡卑司申乞照詳事｡便所得此】｡除己令永坂住持本寺外,合行出給文梼省諭｡諸色

人等母得掻擾本寺不安｡如有違反之人,捉肇赴宮,欽依
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聖旨事意施行｡所有□ [文]模,須議出給者｡

右 梼 付 寓 毒 寺｡□ [張]

掛 省 論,各 人 通 知｡

蒙古字讃

梼

印 印 印 印

至元二十五年八月 日 押

(B)

｢蒙古字節付｣

皇帝聖旨裏 :江准諸路揮敦都総統所,今擬僧張永坂 [充]微州路寓毒寺甲乙住持勾雷｡

凡事奉公,母得慢易｡所有節付,須議出給者｡

右 節 付 僧 張 永 坂｡准 此｡

張永坂住持

至元二十五年八月 印 日 押

【語註】

俳智大師法忠 :『桐江績集』巻- ｢寄題価智恵禅師賓庵併序｣"備智大師法忠,俗姓徐｡江西

隆興人｡本親政庵,端午聞,習庵陳墳和仲島改日貨庵,自呉抵飲,説法四十徐年,至元契未年

七十二夫"｡根脚 :根源｡原籍｡モンゴル語のhuJva'urにあたる評語｡楊文:『吏撃指南』巻
二｢旗揚｣"鎮膳,謂刻文遍示也O板傍,謂昭示於木也｡羊膜,謂片著示人也"｡樺,腸がじっ

さいにどのように掲示されたのか意外に知られていない｡参考までに,時代はくだるが,

永楽十年に武富山の玄天玉虚宮の門前に立てられた屋根っさの黄楊掲示板の挿絵を掲

げる｡宮観の人はもとより,大通りを通過していく官員,軍民たちもみな赦論を伏し拝ま

ざるを得ないようになっていた 【囲1】｡なかでもとくに重要な横は忠賓に模して碑に刻

まれ,後世に遺される｡また,訴訟,申請等で参考資料として過去に寄合された文書を提

也,列挙するさいに,しばしば "梼文壷道縫印全"ということばが見られるが,長文の梼

文の場合,紙を何校も張り合わせてあるので,のちに自分たちに都合のよいように一部分

差し替えた倍の文書が作成されないよう,綴じ目と重要な数字等改潰されてはならない

部分に官印を押すのが通例である｡文書Aにおいても,江准諸路揮散都纏統所の官印は,

年月日の上の四箇所にとどまらなかったはずである｡至元二十五年六月承奉任所垂下梼

文抄蓮聖旨節該 :『元典章』巻二九 ｢穫郡二｣《服色≫【僧人服色】の例からすれば,江准樺

教練轟所宛ての聖旨は,江涯等虞行尚書省にて朝廷が遣わした使者によって開講された｡
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【囲1】 梼文を伏し拝む人々- 『武嘗嘉慶囲』(『戒外道書』所収 宣徳七年重刊)より-

接答葵 :『黒鍵事略』`̀有過則殺之,謂之按打英｡不殺別売八部魯軍｡或三次,然後免｡其

罪之至軽者没其貴之牛'',『吏撃指南』巻四 ｢稚刑｣"断接打英罪過,謂噺没罪過也''｡バク

パ字モンゴル語の金のバイザには "aldaqutlk̀ugu''とある｡さいきん,松川節が17世紀

のモンゴル語法律文書 『白樺法典』に見える単語aldanggi(-家畜を壬とする財産刑罰)
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を根接に提示した説によれば,モンゴル語aldangqiの音寓である(43)｡依鷹 :『吏撃指南』
(中国園家圏書館蔵元刊本)巻二 ｢状詞｣に "謂諾所業也"とある｡捜合:『吏撃指南』巻
七 ｢詐妄｣"謂撰造異端,頗同塵似者"｡照得 :『吏撃指南』巻二 ｢蓉端｣"謂明述元図者"｡
照詳 :『吏撃指南』巻二 ｢結句｣"謂義明於前,乞加裁決也",『吏文輪舞』巻二 "謂照察而
詳審也｡凡文移結語,例構乞照詳云云''｡ロ掛 :『清美録』巻二 ｢建立鄭令君廟梼｣に `̀張

掛出棒,依上施行"､｢新道且末解出土元代文書初探｣圏12に "右横在城,張掛省諭''とあ

ることから "張"の字を補うべきことは明らか｡省諭:『吏文相覚』竜三 "以言教戒也''｡
蒙古字言等:至元三十一年十月に宣政院から栢林寺に出された梼文,大徳十一年十月に中書

省か ら曲阜の顔子廟に頒降された梼文朋か らすれば,バクパ字モンゴル語で "deleme

haran～bangbieig"と書かれていたo『鷹山復故実』巻上の至大四年 ｢宣政院傍｣では `̀蒙

古字一行''とある｡蒙古字節付 :バクパ字で漢字を音寓したものだろう｡行中書省が至元

十三年八月に,徽州の解尉 (従九品),知解 (正八品)に賛給した節付とほぼ同じ髄式をも

つ(45)｡甲乙住持 :｢十方住持｣と封照的に,ある寺院の住持が空席になったとき,師弟関係

にもとづいて,所司の介入なく同じ門液の中から順次後纏を選んでいく制度(姻｡

【現代日本語言軍】

(A)
うち う う

皇帝ノ聖旨ノ裏ニ :江推諸路得教都纏統所が接けた微州路僧録司の中の節略に :【接け

た道士張逢魁の状告に ｢神慮観忠烈廟の住持につきましては,以前,至元十七年十月

に,本願の遺士の儲日隆,呉逢聖なる者が商議 し,道士の身であって,廟芋に長 く佳

(43)松川節 ｢近十年乗モンゴル関係碑文･遺蹟調査の成果と展望｣(2004年11月13日内陸アジア

史学合大舎 配布レジュメ 2頁)｡氏の諒承のもとに引用させていただいた｡

(44)『越州石刻全線』｢元聖旨碑陰｣,照那斯固･吟斯額ホ敦 ｢元朝宣政院栢林寺的八恩巴字禁約梼｣
(『内蒙古社食科挙 漢文版』1999-6 44-45頁),照那斯圏 『八思巴宇和蒙古語文戯Ⅱ文献
匪集』(東京外国語大学アジア･アフリカ言語研究所 1991年 147-150頁)

(45)『程氏胎範集』甲集巻五,『弘治休寧志』巻三一 ｢承制授程隆休寧嚇尉節付｣, 『豊壌程先生文

集』巻三七 ｢書先願尉公所受至元勅牒後｣

皇帝聖旨裏 :行中書省,今擬隆充徴州休寧騎西尉勾首｡所有節付,須請出給者｡

右節付程隆｡准此｡

至元十三年八月 日

『清美録』巻- ｢授郡安声欽解 (牒)[節付]｣
皇帝聖旨裏 :行中書省,今擬鄭安充微州路欽願知麟勾富｡所有節付,須議出給者｡

右節付鄭安｡准此｡

至元十三年八月 日 押 押

(46)高橋文治 ｢張留孫の登場前後 - 尊給文書から見たモンゴル時代の道教- ｣(『東洋史研
究』56-1 1997年 67-TO頁)
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持できなくなるのを恐れ,このため,紳鷹の二字をでたらめに選んで,改めて観の名

にいたしましたものです｡(しかしながら)あらゆる廟内の石碑の上には,壬奉の僧入

組国等の名がはっきり示されており,そのごすぐ設置されました法器,屋芋は,すな
7ジャウル

わち備智大師法忠建立の根脚に係り,殿上の域鐘に刻まれた名があって考讃するこ

とができます｡先頃,至元二十五年六月に承奉した便所 (江准諸路樺教都総統所)費

給の構文に添付された
ジャルリク マンジ うち たちいるところの フソヤウル
聖 旨の節該には 『智子の田地の裏,和尚毎が有 的田土の亡宋の根脚は,富戸,秀才,

たち だれ で あっても いるもの あったら かえ よ かえしあた え fj:い たち 7ルダンギ
先生毎は,不凍是誰,占めて着的が有阿,回し輿え者｡不回輿的人毎は,按答英の罪

よ
過に噺ぜ者』とございました｡また欽しんで奉じた
i/ヤルリク たち な もの なっ て な な もの
聖 旨の節該に:『先生毎の和尚と徹る心有る的は和尚と倣着,和尚と倣る心浸き的は妻

な れ
を要りて民と薦者』此ヲ欽シメ,とございました｡逢魁は,みなの衆に,剃髪して僧

侶となり訴え出て,本廟は,元来は借入の根脚に係るのだから,名を改めて寺となし,

僧侶を差し向け住持させられるようお願い申し上げるつもりだと申しましたoそのと

きは,道士の儲日隆は以上のことばをわかってくれたのですが,そこへまた道士の江
おまえ[ら]

連午が儲日隆,呉逢聖に 『官が私を遣わし件 に廟内のあらゆるもともと俗人の名が

ある箇所はみな穀って,あとかたをとどめるな,と言いにこさせた』と申しまして,
かれ

ここに儲日隆,呉逢聖は賓行を承諾いたし,至元二十五年六月十四日の夜,伊の兄の

儲千一の息子二人に,土を用いて鋳鐘を抱き固めて平らにし,鐘の上に鋳られた借入
うが

併智大師法忠の字を撃ち,十五日になると,儲日隆,呉逢聖は,石碑の上の倫碍困ら

の名を整ち,毒蛾と墨でもって充填補修して映けたところがないようにいたしました
おまえたち

が, それでもやはり痕跡がのこっており讃明することができます｡逢魁は 『弥毎,

整ってはいかん』と申し聞かせたのでございますが,儲日隆,呉逢聖は鷹じないで,

却って至元二十五年六月二十二日に,先のいきさつをいかり恨み,忠烈廟の事の始末

がのちに挙党することを恐れ心配し,道録司の下級官吏とっるんで,いっしょにでた

らめの告訴状を担造し,逢魁を陥れようとしたのです｡いま,逢魁が照合いたしまし

たところ,本廟は,まことは僧人の敵国住持の根脚に係り,ひとり逢魁のみ自尊的に

剃髪して僧侶となりたく恩いました｡つきましては,もとの,はじめて羽衣を纏い,

星冠をかぶり道士となりました際の度牒,公接三通を添えて申告しますので,便所に

あらせられては讃明書をお取り換えになって,法名をあらため,剃髪して僧侶となさ

れますよう,検文を蓉給して寺に改め,香火を崇奉させられますよう,お願いもうし

あげる次第です｡此ヲ得ラレヨ｣(とあった)｡卑司 (恰録司)は上記,申告いたしま

すので,詳しくお調べのことお願いもうしあげます｡便所にあらせられては,此ヲ得

ラレヨ】(とあった)｡すでに永坂をして本寺に住持させた外,下さねばならない掲示
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用の文書を零給し教戒するものである｡いかなる人々も本寺を掻擾し,落ち着かない

状態にさせてはならない｡もし連反する者が有れば,ひっとらえて役所につれてい

き,つつしんでジャルリクの御心に依接して施行するように｡あらゆる掲示用の文書

は,必要なればこそ議し出給するものである｡

右,寓毒寺に梼文を節付する｡掲示板

に貼り出して教戒し,各人に通知せよ｡

バクパ字モンゴル語謬

梼

印 印 印 印

至元二十五年八月 日 押

(B)

｢バクパ字の節付｣
うち

皇帝ノ聖旨ノ裏ニ:江准諸路樺教都総統所は,今,擬して僧張永坂を徴州路寓毒寺の甲
こう む

乙住持の勾首に充てる｡すべての事において私心なく公事をおこない,怠慢粗忽のな

いように｡あらゆる節付は,必要なればこそ議し出給するものである｡

右,僧張永坂に節付す｡此ヲ准ケヨ｡

張永坂住持

至元二十五年八月 印 日 押

(2)解説

まず,事件のあらましを簡単に整理しておこう｡

至元二十五年夏,忠烈廟の道士のひとり張逢魁なる人物が,徴州路僧錬司を通じて江准

諸路群数都総統所に,白身を僧侶として認定し,道観である忠烈廟も寺にあらため僧侶に

住持させるべきだと願い出た｡かれの主張はこうである｡

①本来忠烈廟は,併智大師法忠が建立したにもかかわらず,同僚の儲日隆,呉逢聖等

が至元十七年十月にもとから道教の宮観であったように見せかけるために｢神慮観｣

の名をでっちあげたものである｡② 自分は,クビライの仰せにしたがって,僧侶とな

ることを願うのであり,忠烈廟も道士に乗っ取られていたのだから,やはりクビライ

の仰せどおり本来の寺院に戻すべきである｡③ ところが,儲日隆,呉逢聖,江逢午等

は自分の意見を聞かずに,至元二十五年六月十四,十五日に忠烈廟がもともと寺院で

あった讃接を隠滅しようとしたうえ,同月二十二日には道録司に自分を告訴したの

で,封抗措置をとらざるを得ず僧録司に訴えた｡

それに封して,江准諸路揮散都絶統所は,八月,すぐさま張逢魁の上申を聞き届け,神慮
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観から高書寺に改め(文書A),僧張永坂を住持とする讃明書を出し,以後この寺院をかれ

の弟子が受け継いでいくことを承認した (文書B)｡六月二十二日の追録司における訴訟

から敢えても,僅か二ヶ月足らずのスピード判決である｡

じつは,この事件の鍵のひとつは,至元十七年 (1280)四月,燕京大長春宮で起きた全

異数の放火事件にあった(州｡

モンケ･カアンの時代の有名な ｢道悌論争｣の結果,全真数が華北において占接してい

た二百三十七箇所の寺院の返遠命令が,モンケの八年 (1258),クビライの中統二年

(1261)に績けて出されていた｡ところが,全真数が一向に返還に鷹じなかったため,クビ

ライは,南宋接収後の虞理が一段落した至元十七年の二月二十五日,あらためて以前の

裁定に従わず寺院を返還しない道士を虞罰すると言明し,同時に以前備超と認定された

道教の経典を焼くように命ずる聖旨を蓉令した｡二百三十七の寺院のひとつ吉祥院を占

接していた全真数の提鮎甘志泉は,係数を旺めてその決定を覆すべく,馬戒顛なる人物

に大都の全果敢の接鮎である昆春宮にわざと放火させ,逮捕後は ｢僧録司の長で,奉宿

寺の住持をっとめる贋淵の差し金で放火した｣と偏讃するよう命じていた｡さらに全真数

教徒五百錬名は報復と辞して梶棒片手に僧侶たちを襲撃,長春宮の知宮であった王志虞

は,事件が狂言と知りながら中書省に虞淵を告馨し,放火によって三千九百鉄石の米糧,

油麺,堕粉が被害に遭ったと申請した｡だが,中書省が取り調べた結果,すぐにその告訴

状がまったくの虚偶であり,しかも被害を口賓にあちこちから見舞いの金品を受け取っ

ていたことが判明したのである｡報告を受けたクビライは,激怒を通り越して呆れかえ

り,六月二十二日,王志寅以下関係者を死罪,耳そぎ鼻そぎ,流罪等の厳罰に虞した｡さ

らに,各道教の代表者を招聴し,中書省,翰林院,係数の代表者たちと今後について協議

させ,モンケ時代の ｢遺悌闘争｣の主要な原因のひとっであった 『八十一化囲』をはじめ

遺戒中の備経の再検討を行わせた｡そして,翌至元十八年十月二十日には,聖旨を蓉令し,

百官を大都偶忠寺に集め,大々的に遺戒の債経を焼却せしめた (聖旨には,偏経の焼却を

道士,信者たちに納得させるため,クビライの思いっさで,各道教敦圏が火に入っても火

傷せず,水に入っても溺れないと詣うお札を賓際に全真数,正一教,大道教等のトップに

試させたところ,全員,出鱈目だと命乞いをする醜態をさらした話も漏らさず述べられ

ていた)｡かくして上都路宣徳府蔚州の玉泉寺,大都路新州遷化願般若院岨8),山東泰安の冥

(47)この事件の詳細については,高橋文治 ｢至元十七年の放火事件｣(『東洋文化学科年報』第12
観 1997年11月 62-76頁),劉建撃 ｢河北蔚願玉泉寺至元十七年聖旨碑考略｣(『考古』
1988-4)参.昭｡

(48) 『北京図書館威歴代石刻拓本匪編48 元一』｢崇図寺札子｣(中州古籍出版社 1990年 88-
89貢)
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福寺(49)などが返還されはじめた｡クビライは,おそらく練制院使兼領都功徳使司事であっ

たサンガの要請を受けてのことと思われるが,至元二十一年三月,この一連の騒動を未来

永劫に備えるべく,翰林院の主要なメンバーに ｢聖旨焚倣諸路偏遺戒経之碑｣の撰文を命

じた (樺教練統のキタイサリの筆録がもとになっているという)｡この放火事件の打撃は,

全真数にとどまらず,正一教,大道教などはかの道教教圏にも波及した｡

張伯淳は,成宗テムル時代の初期に刊行された 『大元至元折偏録』(『影印宋碩砂戒経』

所収)の序文においてつぎのようにいう｡
㌔

外,其の飴の講を説く経丸 ま,轟く焼穀を行う｡道士の悌経を愛する者は僧と為し,

僧道に薦らざる者は妻を撃って民と残すは,首に是の時也｡江南揮教都纏統永福楊大
よ

師漣崖任は,聖化を大い樗弘め,至元二十二春日り二十四春に至ること凡そ三載,価は

寺三十飴所を恢復す｡四聖戦の如き者は,昔者孤山寺也｡道士の胡提鮎等,邪を (舎)
なん ただ

[拾]て正に蹄し,道を罷めて僧と残る者,葵ぞ膏七八百人のみならんや｡

『大元至元帥債録』巻二には,至元十八年十月二十日付けの聖旨の全文が抄録されてい
たち に て おこなえ もの

るが,その一節に `̀今後先生毎は老子の 『道徳経』裏依っ著行者｡如し備経を愛する底有
いけ な れ

らば,和間と倣って去者｡若し僧道を篤さざれば妻を要って民と馬者｡"とあった｡張逢魁

が,道士をやめて和尚となる理由として引用した聖旨のひとつも,まさにこれであり,原

文と比較してみると,自分に都合のよい部分のみに編集していることがよくわかる｡

南宋接収よりはるか前に起こった ｢道悌闘寧｣とはまったく無縁のはずの江南の道観

が,本来は寺院だったとして,次々と儒教側に奪還され,道士から悌僧に宗旨替えする者

は八百人を超えた｡勢力接大の手立てとして至元十八年の聖旨を利用したのが,江准譜路

樺教都纏統所の根端であったタングト族の楊璃虞伽｡張伯淳は,この事態を係数側に立っ

て ｢邪を捨て正に蹄す｣と許し,例として四聖観を撃げた｡しかし,至元二十八年四月に

江椎等虞行間書省が出給した梼文に,まったく正反射のことが書かれているのは,よく知

られたところである｡

楊纏稀等は権勢に停侍し,辞行豪横,各虞の宮観,癖字,学舎,書院,民戸の房屋,

田土,山林,池蕩及び係官の業産を滞って,十飴年の閲に轟く借入等の争奪占接に薦

す｡略撃すれば,杭州は太一宮,四聖観,林虞士の両堂,龍和宮,伍子背廟,紹輿の

鴻繕観,及び湖州の安定書堂,鎮江の准海書院等の虞,皆亡宋以前の先賢名速,江山

(49)『漕研堂金石文政尾』巻十八 ｢焚倣諸路償遺戒摩砕｣,嘉慶十五年 『泰山志』巻十八 ｢金石｣

《聖旨焚債遺戒碑≫,『擦古鏡』巻十七 ｢冥Ilfia寺聖旨焚慨諸路償遺戒経碑｣,宣統二年 『山東省保
存古蹟事項統計表』十五 ｢泰安願三｣"元焚倣諸路償遺戒経碑,至元二十二年,冥福寺"等｡
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形勝の地にして,遠さ者は百有鈴年なるも,一旦にして皆,借入の強行抵梶を被り,

或いは先は寺基に係ると構し,或いは僧人の置到せると云い,官府の陳理を経ず,一
あらゆる

旦,力を使い業主を逐出すれば,鷹有財賦,鏡糧等を滞って揺り己有と為す｡巨酎こ之

を得る後は,修理愛護を馬さず,聖像を折畳し,頭疋を畷養し,猪羊を宰殺し,窓行

探捜,これに加えて男女噌推し,緒素を分かたず,行省,行墓を蔑視し,官民の良善

たるを欺虐し,致すに業主を使て告訴する所無からしむ--･｡伽)

梼文の "十飴年の聞"ということばを信じるならば,至元二十二年どころか,放火事件の

直後から楊漣虞迦一業の ｢奪還｣は始まっていたことになる.

『元史』の ｢本紀｣によれば楊樋寅知は,南宋接収まもない至元十四年二月にクビライの

命によって元吉祥,加瓦八とともに江南諸路揮散所 (≒江准諸路樺教所)の総揚に任じら

れた61)｡そして,かれが再び ｢本紀｣にその名を見せるのは,至元二十一年九月丙申｡

江南纏轟楊漣真加が未の陵家を脅して収むる所の金銀賓器を以って天衣寺を修す｡

という｡翌至元二十二年の春正月庚辰には,
サンガ

末の郊天童を穀つ｡桑苛の言に:｢楊挙兵加云えらく;舎槽に泰寧寺有り｡末は之を

穀ち以って寧宗等の横宮を建つ｡鎮唐に龍華寺有り｡宋は之を穀ち以って南郊と残

す｡皆,勝地也｡宜しく復して寺と為し,以って皇上,東宮のき割こ折毒せしむべし｣｡

時に寧宗等の撰宮は己に穀ち寺を建っ｡赦して郊天童を段ち,亦,寺を建っ蔦｡

と見える.『美幸雑識』績集上 ｢楊党費陵｣,『美幸稚識』別集上 ｢楊完聾陵｣は,泰寧寺
の僧と楊増兵伽等による宋の陵墓の馨掘を,至元二十二年八月から十一月のこととする

が,ことは,やはり至元二十一年以前からはじまっていたのである (ちなみに 『南村輯耕

録』巻四 ｢馨宋陵寝｣は,皇慶二年五月の題のある羅有閑 『唐義士侍』なる書を紹介し,

至元十五年の出来事とする)｡楊璃虞伽は,クビライの許可のもとに,掘り出した南宋皇帝

の遺骨を杭州の故宮跡に埋め,その上にチベット儒教の白塔と五つの備寺を建て,南宋の

E霊を調伏しようとした伍詔.この五っの寺には,極彩色のチベットの備像が祭られ,石材に

(50)『廟撃典穫』巻三 ｢郭答省沓復楊纏縮元占学院産業｣

(51)『元史』巻九 ｢世阻本紀六｣`̀[至元十四年二月丁亥]詔以僧冗吉祥,怜寅加,加瓦 [八]盃烏

江南絶鼠 掌揮散,除僧租税,禁擾寺芋者"｡なお,江南の道教が至元二十五年以降,張天師

の管領江南諸路道教所と,張留孫,呉全節等の絶撮江准刑裏等路道教所のふたっによって管轄

されていたように,揮散も管領江南諸路,纏横江准諸路を使い分けている可能性がある｡『至

正金陵新志』巻六 ｢大元統属官制｣には "行宣政院,従一品衡門｡管領江南諮省地面僧寺功徳トクト
詞詮等事--至元二十八年於建康水西門賞心事上開設衝門｡係腹膜大郷馬頭院使｡三十年遷院

杭州"とある｡1940年に泉州通准城門から出土した皇慶二年の碑文に "管領江南諸路明敏,
エ ル ケ ウ/

秦教等也里可温,馬里失里門,阿必恩古八 属里恰赤牙'とあるのも注目される｡

(52)陳高華 ｢略論楊漣虞加和楊暗普父子｣(『西北民族研究』1986-1 のち 『元史研究論稿』収録
中筆書局 1991年12月 385-400貢)参照｡
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は南宋時代の科挙合格者の名を記 した碑や宮殿に用い られていたさまざまな彫刻の石が

特用された63)｡この事業 は至元二十五年までかかった伽｡故宮跡を見下ろす飛乗峰蚕障碍寺

周連の岩肌のあちこちに,クビライ,ココジン･カ トン,皇太孫のカマラ,テムルのため

に税毒するチベ ットの併像が刻まれた(59｡

以上は,クビライか らすれば,あ くまでチベット係数による大元 ウルスの護国事業には

かならなかった (西太乙宮,理宗の潜邸であった龍和宮などの備寺への改宗 も,あるいは

末の陵墓 と同 じ論理ですすめられたのだろう(56))｡しか し,不肖の輩か らすれば,これは領

(53)『郭天錫手書日記』(上海囲書館戒稿本)｢至大元年九月二十七日｣"晩晴o登呉山下硯杭城煙,
瓦鱗鱗無塀虞所,左顧西湖,右府漸江,望放言蒼葬,猪見白塔山乞立耳",｢至大元年十月十八
日｣"是日蓮大般若寺o寺在鳳風山之左,帥背宮地也｡地勢高下,不可鯛其庭所｡次観楊練統

所建西番備塔,突Jt:二十丈飴,下以碑石驚之,有先朝進士題各舛故宮諸様花石,亦有鏑刻龍鳳

者,皆乳勅在地,山峻風寒,不欲細看,而次遊寓毒専勝塔寺,亦楊其姪者所建,殿俳皆西番形

像,赤髄侍立,雑用金装,無自然意---次遊新建報国寺,行至殿後有塊石,僅留二十飴字｡僧
篤別立一木牌云 :｢五十年前,理宗夢二老僧日 『後二十年乞一任足地』｡慨然夢覚｡今築地得此

石,却無年代可致｡昔党利薦王宮｡今立復薦党利,如波入海｣｡以余観之,亦好事者薦之也｡

且朝代之廟興皆天也.二倍入君王夢中,執記而博之耶｡浮屠之説妄夫｡傍有二客,相輿一笑而

回"｡なお,郭天錫がみた報国寺の木牌の侍承は,『湖海新聞夷堅績志』(中国国家園書館蔵元
刊本)前葉金一 ｢符誠門｣《胡僧取殿》にも取り上げられており,"宋理宗一夜夢二胡僧日 ｢二

十年後富以此殿遠小僧｣夢覚,宜問馬廷鷲,馬回奏云 ｢胡僧乃夷秋之類,二十年後必王夷狭於

殿下稀藩｣｡上云 ｢卿誌之｣｡馬逐立碑,以紀其事｡至元年聞蹄附大元,有僧官楊絶轟以宋殿基

元係備寺,困高宗南渡都杭,逐以馬殿,至是復以殿薦寺,屈指理皇之夢恰二十年,異哉"とい

う｡この書の作者は知られていないが,巻- ｢人倫門｣《大元昌運》が,樺照仲の 『歴代揮氏

資鑑』(東洋文庫蔵元刊本)巻十二 ｢大元昌運｣と酷似していることからみても,大元時代の

僧侶の手になると考えられる｡

(54)『元史』巻十五 ｢世祖本紀十二｣"[至元二五年二月丙寅]江准絶摘楊漣崖加言以宋宮重篤塔一,

篤寺玉,己成,詔以水陸地百五十頃養之"｡

個 高念華主編 『飛乗峰造像』(文物出版社 2002年9月 116-220頁)｡とくに,｢第89轟 《大元
観杭州備園山石像質》｣121頁,｢第99寵造像題記｣125頁,｢第98魚道像題記｣140頁,｢第
75寵題記｣213頁｡『武林石刻記』巻四 ｢大元園杭州価園山悌像質｣,｢飛来峰整備題名六通｣

(56)『途昌山人雑録』`̀鎮塘湖上萄多行楽虞,西太乙宮,四聖観,皆在孤山｡宋難遷僧寺建胃観於其

上,而六一泉寺,善報寺皆遷北山,亦各檀山水之勝････-楊漣寅伽奪薦僧窟｡今皆無一存,荒榛

満目,可勝嘆哉'',"和靖先生豊有含珠者,楊壌最知亦賛其墓蔦o聞棺中一無所有,猿有端硯一

枚'',『東経子集』巻二三 ｢杭州龍掲宮重建碑｣"我朝崇重玄教,璽書護持｡今公執以奉修把典｡
不幸胡僧漣陵棟数門改宮烏寺,公力於匡復,有詞干上,獲蹄土田者牛｡殿宇不可復,則有私費

置宋楊和王府基,在今城西北隅",『始豊稿』巻十一 ｢重修龍和宮碑有序｣"杭之龍和宮,初建
於後市街西,蓋宋理宗潜邸也｡理宗既斥其地鳥宮,以奉感生帝,而命左右街都道録胡埜微篤開

山住持,以重其地｡元至元中,西僧楊輩晃軸線統江推樺教事,崇梓而抑老,以龍和宮鵠毒草備

寺｡住持朝原洪購地於城西北隅,改建之｡其地輿宋和義郡王楊氏第密適,而今宮基則楊氏所奉

紳岡庭也｡延砧中,朝廷降印書,命天師張留公王領宮事,且世襲之,而住持則葺石翁也",『松
郷先生文集』巻二 ｢四聖延拝観碑銘｣"至元十三年,玄教大宗師巌人張君留孫,出際風雲,入

観道行者隆,築崇真南毒宮於京師,留侍闇庭o十八年,有旨命壬延群｡凡観之役-以嘗褐砥

事｡二十有二年,有以慧力掩崖入着主之,観之徒雲揮東西,無所於寄事,聞於朝,大徳元年,

有旨,江断行省持杭天宗河之北官地若干,倖興四聖延群観｡凡田地山蕩菖隷観者,復籍入''｡

〔243〕 198



東 方 学 報

地,勢力を擦大するに格好の前例,絶好の機合となった｡

たとえば,既述の江准等虞行尚書省の構文にも挙げられる潮州路の安定書院は,至元十

三年の蹄附直後に丞相バヤンの鈎旨を得ていたが,張伯淳が述べるまさに至元二十二年,

隣接する何山寺の僧によって,強奪された｡楊漣虞伽の威光を笠に着て,儒者の儒弱なの

をよいことに,従業を組んで,胡壕の墳墓の垣根を取り壊し,内側の樹木を切り倒し,墳

墓を盗掘,碑文を粉砕し,孔子像を取り沸うなど,狼籍の限りを轟くした(5刊｡

そこへさらに,至元二十三年の正月七日,クビライは "江南の廃寺土田の人の占接する

ところと罵る者を以って,悉く総統楊漣虞加に付し寺を修せしめ''たのである｡『元典章』

巻三三 ｢穫部六 ･樺教｣《寺院裏休安下》には,二月三日に江准得教練稀所に届いた聖旨の
このものたち うち か れらの うち しゅくはくする な と

節該として,"這的毎の寺院の裏に,他毎底房会の裏に,使臣は休安下者｡鋪馬 ･砥鷹は休
る な あたえる な だれ で あっても な ちから に たよ る な なん で あっても かれ ら の ひき

会者｡視程は休興者｡不凍是誰,罷例に没いことは,休債気力者o不凍甚磨-他毎底 休
ちきってもとめる な うち ひと を さばくな お き はなっな
噺洩奪要者｡寺院の裏にて休断人者｡官糧は休頓放者''とあるが,これは本来,⊂末の根脚

をもっ寺をことごとく楊漣真如に返還させるという一文のあとにつづいていたものだろ

う伽)o張逢魁が引用する,至元二十五年六月の江准諸路揮散都纏統所の梼文に添付されて

いたという聖旨も,至元二十三年寄令のそれを再度引用したものではないか｡語註にあげ

た 『元典章』巻二九 ｢碍部二｣《服色》【借入服色】の聖旨も至元二十三年の聾令で,楊漣巌
チャンギバクソ

伽の奏上にしたがって,江南の僧侶に戒を授けるため賞葺八瞭赤を筆頭とする僧が蔽遺さ

れ,講主に紅の袈裟,衣服が,長老に責色の袈裟,衣服が,俗人に茶褐色の袈裟,衣服が

輿えられた｡華北と同様のチベット悌教による江南の寺院の統括,整理が急ピッチで進め

られていた｡同時期には,第二のアフマドともいうべきサンガ,マングタイを中心に江南

の宮田,投下領のみなおしもはじまり,誉田纏管府も設立された｡息子テンキムの死の直

後でもあり,また至元二十四年のナヤンの坂乱の動きに気をとられていたクビライが,楊

増産伽の計葦をすべて見通せていたかどうかは知る由もないが,この至元二十三年の聖旨

(57)『呉興金石記』巻十四 ｢湖州路安定書院田土鐘糧碑記｣は,至元二十二年から泰定四年までの

長期に亙る安定書院と何山寺の訴訟の一部始終を記録する湖州路ダルガチ維管府賛給の文書,

および将来同様の訴訟が繰り返されないように謹接として末代以来の数通の文書を合刻したも

ので,ひじょうにおもしろい資料である｡詳細は,別の機合に紹介したい｡

(58)『廟撃典穫』巻四 ｢廟撃田地鏡糧分付輿秀才毎馬主｣"議得;至元二十三年,中書省奏奉聖旨,

輿了秀才了富｡江南僧､道､秀才,自乗各有置到養謄田畝産業,其侮道産業,依奮隷属寺親,

秀才田土己有,欽奉聖旨,輿了秀才,即合輿僧道一般,聴従秀才惰葺文廟,養賠生徒,宮司不

必理問,是鳥相鷹"もあるいは関係する可能性がある｡『元史』巻十四 ｢世租本紀｣にも,至

元二十三年二月 "江南諸路の学田の昔,官に隷くは,話して復た本学に給し,以って教養に便

ず'という｡至元二十五年十月の儒戸の雑役の免除の詔,江南の学田の収入の一部を集賢院の

財源とする政策はこれを踏まえたものである｡
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は,既に始まっていた無法行矧 こ文字通りお墨付きを輿えてしまったのであった6功｡

至元二十八年の江椎等虞行間書省の梼文にやはり挙げられていた宮観のひとっ,千秋鴻

繕観は,唐の賀知章が郷里に掃って道士となり自宅を道観にしたことから始まり,のち,

史越王が南宋の乾道四年に奏上 して移築,｢天長観｣の額を拝領,鑑湖辛,-曲亭等を増設
した歴史をもっ(60)｡ところが,
さきごろ
近者,鑑湖の天長観に道士の僧と罵る有りて,楊の根痛所に献 じて云えらく:｢照 ら

し得たるに ;賀知章なる者は,本は是れ小人にして,史越王の曹勢に借托 し,寺を

滞って改めて道観と為す｡今欲するに,乞うらくは元の寺に復 して施行せられんこと

を｣｡楊完の速に其の請に従えば,虞に笑を零す可き也(6V｡

と,記録 した周密も呆れ返るとおり,むちゃくちゃな話を担造 した｡おそらく,この天長

観の道士は,住持ではなく,次の住持の座も狙える位置にはいなかったか,あるいは順番

(59)『元史』の本紀によれば,至元十六年十月以降,皇太子のチンキムが国政を預かり,中書省,

枢密院,御史壷はか百司の案件については,まずチンキムに啓上したあとでクビライに上奏す

ることになった｡至元十八年正月からは ｢授時暦｣も頒行,開始されており,この時鮎で政権

移譲がいったん公にされたと見てよいのだろう｡ただしアフマド率いる同書省については,ク

ビライが掌握しつづけた｡至元十九年のアフマド暗殺事件の背景にはテンキムとクビライの確

執があり,至元十八年から二十二年にかけての 『元史』の本紀をはじめとする漢文資料のクビ

ライ親子の関係についての記述は極めて唆味である｡ノムガンとアントンのカラコルム方面か

らの錦遠時期についての敵酷,テンキムを皇太子とした二年後の至元十二年に百官がクビライ

に奉って拒絶された尊髄が,至元二十一年にはそのまま受け入れられ,天下に大赦の詔が沓令

されること,『聖元名賢播芳複葉』奄六 ｢論中書省以下大小官吏諸色人等詔赦至元二十一年｣の異
様な内容等,不審鮎を数え上げればきりがない｡『世紀賓録』,『宗室侍』,『功臣侍』等の編纂段階
で相嘗書き直され,関連の碑石なども打ち壊された可能性が高い｡杉山正明の教示によれば,

ラシードゥッディーンの 『集史』｢クビライ･カアン紀｣をはじめとするベルシア語資料の記

述では,クビライ,ノムガンとチンキムの間に題承争いがあり,チンキムが死ぬ前の三年間,

なんと葺際に皇帝位についていたという｡クビライが,至元二十三年以後も,財務とチベット

儒教管轄下の江南寺院の田地の収益を掌握するサンガ等の要求に唯々諾々と従い,なかば足元

を見透かされている感があるのも,アフマドの死後におけるかれらの功績が極めて大きなもの

であったと認めていたからだろう｡W.M.Thackston,RashiduddinFazlullah,JAMTU'T-

TAWARIKH,Compendium ofChronicles,PartTwo,ChapterTwo,Section Ten:

QUBILAIQA'AN,PARTTWO,HarvardUniversity,1999,p.454.『史集』第二巻 (余大鈎

周建奇詳 商務印書館 1985年 352-353頁)

榊 『嘉泰舎稽志』巻十三 ｢賀季虞宅｣"唐賀秘監宅｡在舎稽蘇東北三里八十歩｡知章晩白銑四明狂

客｡天質初,請薦遥士,遠郷里O詔許之｡以宅薦千秋観｡又求周宮湖剣川一曲宅,今天長観,

是也",『舎稽績志』巻三 `̀千秋相宿観,初賀知葦入道以其所居宅寅観,始日千秋,尋改天長.
乾道四年,郡守丞相史忠定公奏移天長観額,建干解東南五里｡嘉定十三年,賜名千秋鴻繕,析

雷雨官典領之地｡前有事日鑑湖､一曲O又一事日懐賀O皆史丞相建｡新額頒降,守注鋼以戦場

小無以掲度,印更新之,鳥屋六十飴聞｡又増建崖武殿,先賢列仙南拝賀秘監両,爽気重"｡

(61)『発辛薙識』 別集上 ｢賀知章侍史勢｣

〔245〕 196



東 方 学 報

が待ちきれなかったのだろう.道観を乗っ取るためには,楊漣虞伽に道観を献上し,ひき

かえに備僧となる度牒をもらい,その新しい寺院の住持に任命してもらえばよい｡そのさ

い再び別の宗寂の僧侶に乗っ取られないように,自分に後継者を選べる権限のある甲乙住

持の寺院に指定しておいてもらうことも肝要である｡住持になれるならば,道士だろう

が,悌僧だろうが,どっちでもかまわないのである (かれらにとって,宗教とは,しょせ

んはその程度のものにすぎなかった｡道悌間で練り贋げられた闘争の多くは極めて低レ

ヴェルの,物欲にまみれた雫いであった｡純粋で高岡な学問上の宰いなどと,こんにちの

ものの見方で大真面目に捉えようとすると,虚構の世界に飛期してしまうことになる)｡

たとえば,四明は昌園州の道陸戦でも,至元二十六年,住持雫いの中で,陳可輿がこの手

段をとった佑卦｡

｢下克上｣の可能性に気づいた各地の道士たちは,次々に僧録司に出頭し,江准諸路群数

都総統所へ自身のいた道観をもとは寺院であったとして,差し出した｡名だたる道観が何

の苦努もなく,｢合法的に｣チベット悌教の管轄に吸収されていった｡わずか二年の閲に八

百飴りの道観を ｢奪還｣できた所以であった｡楊漣虞伽は,あきらかにこうなることを見

越していた｡あるいは,最初に目をっけたいくつかの通観の道士に,こっそり噴いたのか

もしれなかった｡さきのチャンギ･バクシ等の江南への派遣要請は,そのためでもあっ

た ｡

張逢魁も賓は,こうした裏切り者の道士のひとりであったのである｡江准諸路揮散都総

統所が寓毒寺の住持として任命した張永坂とは,ようするに張逢魁の新たな法名にはかな

らなかった｡張逢魁,江連午,呉逢聖は兄弟弟子に違いなく,告訴状では必ず儲日隆を呉

逢聖の前に撃げるので,あるいは,かれがほんらいの神慮観の住持で,後継者には呉逢聖

が擬せられていたのかもしれない｡

そして,ふたたび張逢魁の主張を謹み直すならば,『忠烈紀賓』には,至元十七年以前か

ら｢神慮観｣の名稀をもっていたという讃接もないかわりに,本書に収録される末代の碑

記に,`̀主奉の借入''であったという阻因の名も,備智大師法忠の名も見えないことにきづ

く｡儲日隆等が穀ったという映字も見られない｡そもそも,江華の行状の末尾に語られる

廟の起源には,僧侶はひとりもみえないのである｡元貞元年までは確賓に廟内に版木が保

管されていたはずの胡立忠 『忠烈紀賓』を謹接物件として言及,提出していないのもきわ

めで怪しい｡のちの泰定三年の時鮎での記録ではあるが,廟に田地を寄進した名簿の中に

程追録,張道鏡なる人物がみえ,本廟が道教とのかかわりを深くもっていたことがうかが

(62)『延砧四明志』巻十八 ｢樺道放下｣《昌園州道観》｢貰雲石作道隆戦記｣
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える 【付4･(H)】｡ いっぽう僧録の名はない｡至元十七年十月という日時をもちだすの

は,あさらかに全真数の放火事件を連想させ,十八年のクビライの聖旨を引用するための

話しのマクラである｡真相は,張逢魁が,各地の乗っ取り事件を真似して,廟内の少しで

も僧に関係する遺物を探し回ったものだろう｡その結果,石碑のひとっの碑陰になんらか

の理由で硯困 (おそらくは江氏一族)の名が掲載されていたのを賛見した｡いっぽう,価

智大師は端午年間 (1234-1236)に徴州に来て庵を結び,一帯で記法をして四十年飴,至

元二十年 (1283)に七十二歳であったという,まさに同時代のひとであった｡よしんば鐘

に彼の名が刻まれていたにしても,かれが廟の住持であったわけではなく,また創建者で

もなかった｡軍に忠烈廟に寄進をしたか,讃をもとめられたかに過ぎなかった｡うがって

考えれば,至元二十五年六月十四,十五日の事件白魔,張逢魁の陰謀で,張逢魁が全部の

碑に,さも硯困の名があったかのようにところどころ碑文中の人名の部分を削り,鐘の悌

智大師の字を完全には消さないように気をっけて,蟻を充填したのではないか｡ともか

く,儲日隆,呉逢聖等は,張逢魁の意園を察知し早急に手をうっべく,道録司に訴え出た｡

このとき江南の道教のトップは,第三十六代天師で管領江南諸路道教の張宗演と商議集賢

院道教事,繰編江准別嚢等路道教都提鮎の張留孫｡しかし,その二人でさえ,江准諸路揮

教都纏統の楊漣虞伽の前には為す術もなかったのである｡

楊漣虞伽は,寺院の田地を耕作する佃戸についても自分たちで管理する権利を獲得し,

管民官の立ち入りを許さぬ聖旨も得ていた(6詔｡ くわえて,至元二十六年二月一日に出され

た江南の戸口調査開始の詔 (いわゆる至元二十七年の戸計)剛は,僧侶に駆け込み申請をね

らわせ,強奪をより一層エスカレートさせることとなった朗｡例の至元二十八年の江椎等

虞行間書省の梼文中に見える鎮江の准海書院も明らかにその被害者であった(6切｡

ところで,『忠烈紀寮』巻十の葺宣子 ｢富山廟捨田記｣(泰定三年五月二十一日)は,こ
の至元二十五年の事件を振り返って次のようにいう｡

至元二十五年の秋,江准諸路群数都纏統楊□ [公?]俺苦の陛して寓毒寺と為す｡而

(63)『通制候格』竜三 ｢戸令｣《寺院佃戸》
(64)『元典章』巻十七 ｢戸部三｣《戸計》【抄敷戸計事産】

(65)『至順鎖江志』巻九 ｢侮寺｣《庵》[丹徒解]【報親庵】"皇元崇間持氏敬,至元庚寅 [二十七

年],令民占籍,凡土田之隷於僧者,成靖其粗入,是庵之業亦輿蔦",『成化庭州府誌』巻二柳
貫 ｢虞州路儒学掃田記｣"至元二十七年僧官楊総統,侍法始構｡延慶寺僧師居,因構護詞,陳

之統所--･･",『成化虞州府誌』巻四劉基 ｢麗水願儒撃岸田記｣"入園朝至元二十七年妙敷之籍,
有肇州僧頼患者,妄以田馬己麿聖毒寺放物,訴千僧司,僧司左僧,弗願官等,有司美校,而因
逐入千僧膜｡---"など枚挙に暇がない｡

(66)『至順鏡江志』巻十一 ｢学校･金壇解｣《准海書院》"宋淳砧中,太常少卿高郵襲基先首議創立｡
蹄附後,至元二十七年,薦甘露寺個所奪,山長郭景星力訴於有司,不勝,槻民居以鮮諸生"0
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れども忠烈の名は自若なり｡
ア/ プ

漢文資料において,俺普 (-暗菅,安普)について現時鮎で確認できるもっとも早い記
事は,陳高撃が既に指摘 したように(6竹,『永楽大典』巻一九四一八に収録される 『経世大典』
｢端赤｣の至元二十五年十一月十九日になされたサンガの上奏である.この ｢捨田記｣の記

事の秋とは八月を指すが,このとき俺菅はすでにカラコルムの宣慰副使に任 じられてい

た｡江南においてかれの名を最初に確認できるのは,既述の飛乗峰の題記によってであ

り,至元二十九年七月の段階で資政大夫行宣政院使であった｡そして,父の楊漣虞伽は,

この時鮎でもまだ宣授江准諸路揮散都繰統永両大師の肩書きを名乗 っていた.

至元二十九年の内,欽奉せる聖旨の節該に :【(宣政院の奏に :) ｢行宣政院の官の奏
マン ソ うち るおよ うち る フジャウル

に:『響子の田地の裏に有的但そ寺院の裏に属す的田地,水土,□口の,亡宋の根 脚
たち て もの ノヤンたち

で,先生,秀才,富戸毎が隠し□ [着]いた的が□ [有る?]｡宮人毎が分口 [付]し
た い ま このよう も

て回し付興 し了的田地,水土を如今再び争っているので有る』這般に奏 し婿て来たの
そのよう およ うち

で有る｣｡那股に奏 して来た｡｢在先口 [但]そ寺院の裏に層する田地,水土は,回し
いまそのよう こと ら だれであっても あらそうな といって このよう た

付興 し□□口｡如今那般な 的 で あるな吋,不凍 是 誰,休学者｣道東,這般に宣諭 し了
ら う こわくないだろう か

のだか吋,雫的人は不 伯 那】此 ヲ欽シメ(臓｡

俺普は,かつて父が奏上 して得た至元二十三年の聖旨 - すなわち張逢魁が悪用 した

- がいまもなお有数であると保護する聖旨を, クビライから再び手にいれた｡ そのご

道観,書院の返還訴訟が難航する理由のひとつは,ここにある｡至元二十八年正月,楊漣

虞伽の後ろ盾であった尚書省のサンガ等-薫を罷免,そのごの調査によってそれぞれに厳

正な虞分がくだされてからも,クビライは,楊漣虞効口に封 しては終始寛大であり脚,開府儀

同三司太師寧国公慧耕永福の栴境まで贈ったけ0)0

(67)前掲陳高華 ｢略論楊建真加和楊暗曽父子｣395頁O

(68)『越中金石記』巻七 ｢開元寺首塀巌紳呪｣｡なお 『績修玉泉寺志』巻- ｢公嬢｣《田土公接》に
引用されるクビライの聖旨 "至元二十九年欽奉世硯皇帝聖旨節該;｢江北道治江一帯有的荒聞

地土,有気力富戸毎飴剰占著的田地要了吋,無田毎,百姓毎根底輿者｣欽此｡又欽奉聖旨;

｢如今那去来的人毎,輿将文書乗有｡『和尚,先生,多占了的田地,合忠生?』説将来有o奏

吋,『有甚疑惑,根脚裏是寺院家的吋,属他毎,後頭占了的吋,依那髄例,寓将来者』磨遺｡｣
欽此"においても,やはり係数側の強奪に強い姿勢で臨む姿勢はみられない｡

(69)『元史』巻十六 ｢世紀本紀十三｣[至元二十八年五月]"[戊成],遣腕腕､塔刺海､忽辛三人追

究僧官江准纏綿楊漣虞伽等盗用官物'',"[辛亥]罷腹膜､塔刺海､忽辛等理算僧官鐘穀",『元

史』巻十七 ｢世阻本紀｣ [至元二十九年三月] "壬成,拾遺楊埴虞加土田､人口之隷僧坊者｡

初,楊埴虞加重賂桑寄,檀聾宋諸陵,取賓玉,凡尊家一百有一所,状人命四,擾盗詐掠諸賊薦

紗十一寓六千二百錠,田二寓三千畝,金銀珠玉賓器構是｡省墓諸臣乞正典刑以示天下,帝猶賃

之死,而拾遺其人口､土田''｡

冊 『析津志掃侠』｢寺観 ･普安寺｣
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しかしながら,悪名高い楊増兵伽によって寓毒寺としての歴史がはじまったと記すこと

は,のちの碑記の依頼者からすれば,はなはだ都合のわるいことであった｡それにひきか

え俺苦のほうは,至元三〇年,江南の人々の父への怨恨のふかさのあまり,江断行省左丞

の職務をわずか三カ月で解かれるという一件はあったもののけD,そのごは,平茸政事,宣政

院使,合宿院倭を兼任 し,延柘初年には,バクパを孔子廟と同様に肥ることについて合議

を主宰するなど,チベット併教の中心人物として活躍を績ける(7詔｡あきらかに葺宣子の ｢配

慮｣であった｡

同様に,『忠烈紀賓』巻四上に収録される天暦元年 (1328)十二月の ｢垂建寝殿紳光模記｣
では,撰者の松江府列劉菜鮫は

宋李の乙亥 (至元十二年)兵革の後,衆の有司に講いて,之を絶掻所に上 り,廟を以

て寺に附くを得さ僻む｡楊纏稀は其の徒僧永坂に命じて之を主らしめ,其の侍を甲乙
たす

にして以って永久に相 く｡

と述べる｡張逢魁の猪噺ではなく,あたかも民意,江氏一族の意思によって寓毒寺に改め

られたかのようである｡いっ,絶掃所に申請 したのかも,ことさらに暖味にしている｡永

坂が忠烈廟をのっとったことなどおくびにも出さない｡

しかし,そうした配慮にもかかわらず,最終的には,すなわち 『忠烈紀宮』の編纂の段

陛では,この,ふつうならば隠して出さない江准諸路樺教都纏統所が寄給 した世にも珍 し

い至元二十五年の二通の文書をぜったいに収録せねばならなかった｡というよりも,この

二十五年の事件こそがそもそも 『忠烈紀賓』の編纂の直接的な動機であった｡張永坂が住

持となって三十年,甲乙住持制度によってあとを縫いだのは,ほかでもない著者の倫慧心

であったからである(7劫. しかも慧心の徒弟で,昔時廟の監院であった紹初は次の住持の座

を約束されていた肝心｡折門解では,『忠烈紀賓』の出版にも一役買った沈徳毒らの運動で忠
烈廟を重建したさい,富山の絶廟の故事にもとづいて,崇法院の停滞に住持させ,民田を

(71)『元史』巻十七｢世祖本紀｣"[至元三十年]二月己丑,従阿老瓦丁､燕公楠之請,以楊埴真知子宣
政院使暗普薦江漸行省左丞'',"[五月丙寅]以江南民怨楊礎兵乱 罷其子江断行省左丞暗普"0

け2)『定嚢金石致』巻三 ｢宣授五重等虞樺教都綿轟妙厳大師善行之碑｣,『関王事蹟』巻三 (中国国
家囲書館蔵成化七年張寧刻本)｢亭侯印囲｣,程鉱夫 『程雪榎集』巻九 ｢大護国仁王寺恒産之

碑｣,『益雷乳薬』巻- ｢楊安曽園公案大尉藩主干王淵堂｣,『益賓乳嚢』巻九上 ｢忠憲王世家｣
(73)『忠烈紀賓』巻四上劉秀家 ｢重建寝殿紳光模記｣"又三十年,僧慧JL､嗣席,章動克緒,益加荘
厳,泰定三年丙寅夏六月-･",巻六 ｢種樹妥憂｣"復至元丁丑,同知路事要鬼只不花中憲,捕

己幣,命住持僧慧心,稚樹木竹,護以藩離,禁其樵採"0

(74)『忠烈紀葉』巻十葺宣子 ｢富山廟捨田記｣(泰定三年五月)【付4･(H)】"住持僧 (恵)[慧]

心､嗣僧紹初","坂院主'',巻四上劉乗訟 ｢重建寝殿紳光模記｣`̀明年 (天暦元年)七月,猪紳

光模,宿意殿兼備｡慧心同徒弟紹初渇私□創Il宿志殿,成紳光榎,工夫費重,衆会然楽助有差'',

呉静観 ｢重修忠烈聖妃殿記｣(至正元年立石)"住持揮慧心,監院倫紹初"0
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購入 して廟の収入源となしたのであった打9｡手段はどうであれ,僧侶による住持を評償し

ていた｡のち明天順三年の時鮎でも,烏脚山忠烈廟の住持はあいかわらず善定,善悪と

いった僧侶であった｡かれらにも,とくにこの書をえらんで垂刊 してほしい理由があった

のである｡その執念は,展巻に ｢新安息烈廟世系略固｣を掲げ,江華の系譜に硯圏にはじ

まる系譜をっなげ,みずからの正統性をうたうところに,強烈にあらわれている｡じっは,

慧JL､の 『忠烈紀賓』の編集よりほんの少 し前,やはり郡人の張仲文が以前の著作に飽き足

らず,｢紀績｣｢紀封｣｢紀世｣｢紀憂｣｢紀刻｣｢紀蒔｣｢紀頒｣｢紀文｣｢紀史｣｢紀 ト｣の十

紀よりなる 『忠烈類紀』を著 したという｡序文を書いたのは,徽州の朱子学者たちと交流

のあった前翰林待制の楊剛中,泰定年閲には江漸儒学提琴をつとめ,さまざまな出版事業

や江南文人の保翠にたずさわった人物であった(76)｡にもかかわらず,あらたな 『忠烈紀賓』

が出版されなければならなかった｡徽州の最高の権力者であるダルガのビラをまきこん

で｡ちなみに,至正八年十月一 日付けの,忠烈王神の末商庄滞民の序を冠 した 『江氏家乗』

や,あるいはのちの明の江永安 『在民家来』十巻も,越園公の制語,像質,碑誌等を編集

した書物であったというが,江公の世孫の立場から書かれたそれは,『忠烈紀賓』とはまた
違った趣を呈 していたことだろう仰｡

楊漣最知の失脚後,各地で道教,儒教側によって,長期にわたる返還訴訟が開始される作扮｡

いちどは勝ち取った寓毒寺甲乙住持の地位も,いっ時流に乗って放逐された儲 日隆,呉逢

(75)『忠烈紀宴』巻四下 ｢折門嚇垂建廟記｣(儒林部微州路線管府経歴張純仁撰,奉直大夫寧園等路

権茶提翠阿恩蘭海牙書,奉政大夫徴州路細管府治中李柴阻困蓋,至正二年五月十五日承徳郎微

州路所門願戸兼戟農事張士元立石)

U6)『忠烈紀賓』巻十三 ｢碧事賓序｣"然流俸於闇巷者,毎翁楚之相承,紀載於朱書者,又序次之無

法｡敏雄有離群絶境之造思,迩掩後而超前者亦未見｡其可侍信於遇久,此忠烈顧紀之所由作

也｡忠烈之績偉夫｡其見於紀載者,有樽,有行状,有事薫,有紀害,有拾遺｡然皆著ロロ倫,

候貫摩掃,或此得而彼遺,或細存而鐘伏,又或□之以煩浮,鼓之以譲誕,使人撫巻飲然,恒有

所不懐｡郡人張仲文,乃集諸編,而薮是非,而著之事,宴其叢錯,而類従之｡且復精加鐙叙,

而訂薦一書,而分烏十紀,一日紀績,載其奪初而顧終也o二日紀封,載其垂褒而索註也O三日

紀世,載其譜前而系後也｡匹旧紀塞,載其功神而烈盛也O五日紀刻,載具碑豊而誌贋也｡六日

紀痛,載其硯蕨而請懇也｡七日紀頚,載其曹功而詠徳也｡八日紀文,載其沓題而定述也｡九日

紀史,載其明書而信著也｡十日紀ト,載其昭従而験達也｡合而名之,日忠烈類紀｡然後可以追

原其既往,然後可以重耀於将来｡然後記著秩而疏,紳之賓始倫,去存審然後口,神之意始恭｡

仲文之於此書,可謂無遺恨臭｡山川不朽,固忠烈輿之不朽,腐食長存,郎此書輿之倶存｡呈不

亦樺平｡其相輝也哉｡前翰林待制楊剛中序''｡

(77)『休寧西門江民族語』(園舎圏書館戒嘉靖刻本),『新安文粋』巻二江永安 ｢垂修家来序｣｡なお,
江永安は,『新安文粋』の助刊者のリストにも名をつらねている｡

(78)『廟撃典程』巻三 ｢郭茶省苔復楊纏穣元占撃院産業｣"江椎等虞行尚書省,至元二十八年四月構

文該 :准本省簾省嘉議大夫茶江涯等虞行尚書省事沓該 二欽観詔書開列修例,務在更張馨弊,恵

酒生民,除己欽依奉行外･--擬合格在前借人強行イ占接諸人房屋､田土､山林､池藩､舛宮観,廟

芋､学舎､書院,照依岸附時馬主,義行拾遺元主,葺副江准民望｡接此除外,合行出検暁論者"｡
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聖等,道教側に訴訟を起こされるかわかったものではない (おそらく最初の危機は胡立忠

の 『忠烈紀賓』の版木が燃えたという元貞元年け9).そしてじじつ,最大の危機は,延柘元年

十一月,仁宗アユルパルワダが江南に寄令した経理田糧の聖旨によって訪れる但0))｡かく

て,張逢魁こと張永坂の次なる目標は,地元の官民を抱き込んで,江廟柚への加封申請連

動にむけられることになる｡

三.加封申請への道

(1)原文と粗詩

『忠烈紀賓』巻三上には,至大二年 (1309)から至正元年 (1341)まで,じっに三十年間の

長さにわたって繰り贋げられた江華への加封申請連動に関する文書が計四通 (目録の ｢元

申請追封表｣｢元追封王詰-通｣にあたる)収録されている｡いずれも徽州路根管府に保管
されていた文書と考えられ,『忠烈紀賓』が忠烈廟の住持と根管府の協力によって成立し

ていることをうかがわせる｡大元ウルス治下における地方神の加封の手績さは,じゅうら

いまったく研究されておらず,また,有益な個別の事例を提供する石刻にも,関係する文

書をそのまま一括 して載せるものはないので,この四通は非常に貴重な資料となり得る｡

【原文】

(C)

至大二年申請改封

徽州路線管府,至大二年二月准池州路根管府判官注承直牒呈 :｢窺見 ;徽州路土紳昭

忠鷹仁武神英聖王注氏講華,生有神霊,長而焼勇,屠季隔之世,群雄誼興,撫六州之

民,安堵如故｡在庸納上,而職遷留守｡入宋封王,而血食新安｡雨場響鷹於須奥,痩

痛潜滑於萌車｡廟名忠烈,人仰英風,前朝之語命猶存,

(79)この年,休寧願では,解jj-の張聾が千六百錬頃の田の濯蘭事業を行い,その頒徳碑が,臨漢の法

王両に碑として立石されたという｡『弘治徽州府志』巻三 ｢水利｣《休寧》,巻四 ｢名宙｣《陳聾》
(80) じゅうらい指摘されていないが,延拓元年十一月に聾合された江南の検地は,アユルパルワダ

の本来の意園であったかどうかは別として,歴代の地契,公文書,四至の彩色給圏などの提出

を必要としたため,遣観,儒学が,寺院に強奪されていた田地の返還を申請,裁判に持ち込む

絶好の機合となった｡既述の湖州路安定書院や四明の道隆親も,これをきっかけにもとの敷地

を取り戻すことができた｡『程氏胎範集』乙集巻二に収録される泰定四年六月に徴州路根管府

が沓給した ｢世忠廟禁約梼｣も,延縮二年の計理がポイントであったことを侍える｡詳細は,

別稿にて扱う｡『忠烈紀賓』もこの至元二十五年の二通の文書のあとに,延拓二年正月に博達
された経理田糧の聖旨とその調査報告書を掲載する 【付4･(G)】｡張永坂は, この危機をな

んとかやり過ごしたようである｡
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聖代之褒崇簡鉄｡願追善典,嘉錫新封,細心庶益於洪麻,吏治威厨於善俗｡牒論考録事

蹟,備中上司照詳｣｡井接欽願誓老王鷹和等告 :｢徴州忠烈廟神,姓江氏,謹華,古欽

郡人｡生有霊異,個償不群,隔大業未,率義衆,保衛郷舛民,頼以安業十錬年｡唐高

阻興,王知天命,有属蓋籍土地兵民 奉表子朝｡高租嘉其忠,武徳四年九月,詔持節

繰管宣杭睦肇鏡等六州諸軍事,欽州刺史,上柱国,封越囲公,食邑三千戸｡又授左衛

白菜府統軍忠武将軍,行右衛横幅府折衝都尉｡太宗征遼東,詔王雷九宮留守,尤稀其

勤｡亮子長安,朝廷傷之,恩穫殊等｡郡人懐其功徳,立伺千鳥聯血 税而所痛感鷹｡

本州備父老之請,申朝積封,至昭悪魔仁武神英聖王,廟鍍忠烈,自王曾租至子孫,王

弟,従神,索朝皆有追封｡唐封告命猶存,公卿大夫之紀頚,刻在金石,可考｡比年早

場,路官所痛,起期饗鷹｡蒙申改封美観,必能隔民｣｡又儒学申 :｢窺聞 ;山川出雲,

皆目有細,忠烈之塞,以人而頼｡昔在強肩,例鷹褒表之恩.今此富山,未辞退崇之典｡

如蒙申上,褒徳旋忠,特加封誌,不惟一時山川之柴,害鳥千載忠臣之勘｡乞照詳行｣｡

接欽願照勘 :｢接本廟壬奉香火僧張永坂費出法王紳見存生前受到唐告及残後退封名戟

拝印本紀賓,廟存碑記,逐一参封,歴歴可考｡得此｣｡参詳 ;忠烈廟江王柚,忠義顛著,

索代褒崇,血食新安,七百飴年.雨場時若,災患潜滑,允馬正締,霜鉱一郡,委賓憂

頼,府司官,首領官吏保結是賓｡賭事蹟､各各告命､文意,抄連中覆｡

【語註】

比年早場,路官所藤,起期饗鷹 :『忠烈紀賓』巻七 ｢折謝雨文｣からすると,路のダルガが
パイ/ン
拝降,絶管が鄭恩義であった大徳年間のことか｡大徳十一年には,蛙が大著生し,積渓嚇

嚇戸の張毅が忠烈廟で蔚戒 ･所頑を行ったところ,風雨が起こり,蛙が全滅した,という

記事も 『弘治徽州府志』巻四にあり,このときたしかに徴州路のダルガの寓奴,纏管の李

賢巽も駆除を折蒔しており ｢駆蛭折謝文｣がのこっている｡印本紀薫 :乾道年間の郷升卿

本,成淳七年の胡立忠の増輯本を指す｡ただし後者は元貞元年に版木が焼失したことに

なっている｡都合の悪い頁は "落丁"していたかもしれない｡参詳 :『吏撃指南』巻二 ｢聾

端｣"謂子細尋究也"o煤結 :『吏文輪舞』巻二 "上司有公事,其承行者,日不敢符同,以虚

薦賓,如渉虚甘受重罪云云O結成文状回報,使上司保其不虚,日保結O申覆 :『吏文蹄寛』

巻二 "申,印申文也｡覆,詳審之意"｡

【現代日本語言軍】

(C)

(微州路線管府が江断行省に宛てた)至大二年の改封の申請
つ

徽州路の纏管府が至大二年二月に准けた池州路線管府判官 (正六品)の江承直都の牒
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呈に ｢ひそかに患いますには;徴州路の地方神,昭忠廉仁武神英聖王すなわち江氏,

語は華,は,誕生のさいには凡人とはことなる不思議な現象があり,成長しては傑出

した勇猛ぶりを示し,障末の世に,群雄が-智に立ち上がると,六州の人民をいっく

しみしずめ,以前と同様に落ち着いた暮らしを逸らせました｡唐代になると朝廷に

(土地,人氏を)奉還し,官職は九宮留守にまでなりました｡宋朝になって王に封じら

れ,新安に子孫の祭りを受けてまいりました｡長雨,日照りの時には寸刻の閲にお供

えを享けたしるLをいただき,疫病の流行は兆しが見えた段階で跡かたなく消えま

す｡廟名を忠烈ともうし,人々はすぐれた徳風を仰ぎ慕っております｡前朝の譜命は

今もなお備わりますが,

聖なる大元ウルスの御世の褒揚崇敬の讃はまだ映けております｡願わくば,いにしえの

典碍制度を踏襲され,新たな封親を愛で賜りましたならば,神の御心は数多にわたっ

て甚大な庇護を加えられ,役人の治績は,みな風俗の改良において鰻登りになるで

しょう｡牒シテ請ク,事蹟を調べて書き寓しましたので,上司に中を備して,照詳ア
ラ

レ｣とあった｡併せて嬢けとった欽解の蓄老王鷹和等の上告にも｢徽州の忠烈廟神は,

姓は江氏,諒は撃,古の欽郡の人です｡誕生のおりには神秘的な不思議な現象が見ら

れ,その才気は衆人とかけ離れ群を抜いてすぐれておりました｡情の大業年間の末

に,地元の志願兵を率いて,郷里の土地とひとびとを安んじ守り,おかげでほんらい

の生業のうちに十飴年を過ごすことができました｡唐の高租が頭角を現すと,王は天

命を知り,所属の土地,兵民をすべて帳簿に記し,朝廷に表を奉ったのでした｡高租

は其の忠誠を愛でられ,武徳四年九月に,詔によって持節線管宣杭睦肇鏡等六州諸軍

事,欽州刺史,上柱園とし,越園公に封C,三千戸の所領地を輿えました｡さらに左

衛自渠府統軍,忠武将軍,行右衛穂幅府折衝都尉を授けられました｡太宗が遼東征伐

に赴いたさいには,詔をくだして王を九宮留守に任じられ,その勤めぶりをとりわけ

はめたたえました｡長安にて身罷りますと,朝廷は哀悼し,臣下への穫遇のなかでは

格別なものでした｡郡の人々は,かれの功徳を懐い,烏仰山に詞を建て,御隠れにな

られてのちも所宿をいたしますと霊験をお示しくださいます｡本州は父老の請願を備

して朝廷に申請し封鱗を積み重ね,昭悪魔仁武神英聖王,廟矧 ま忠烈ともうすまでに

至りました｡王の曾租から子孫,王弟,従神にいたるまで,歴代,みな追封がなされ

ております｡唐朝が封じた告命は今もなお侍わり,公卿,大夫が著わした紀頚は,鍾

や祭器,石碑に刻されており考讃することができます｡先年の早魅の折には,路の官

が折宿しますと,期日内にお供えを享けたしるLをお示しくださいました｡上申して

いただき美親に改封されましたならば,きっと民に宿を蘭してくれるにちがいありま

せん｣とありました｡さらに儒学が ｢霜かにうかがっておりますのに;山川に雲がた
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なびいていると,皆,神様がいるというけれども,忠烈の憲は,人によってはじめて

頼彰される,とかもうします｡昔,五恵四演にあっては,たいがい表彰の恩恵に癒え

てきましたが,今,この富山は,死後に封坂を追加するしきたりをまだ拝領しており

ません｡もし上申していただき,徳を褒めたたえ忠を表彰し,特別に誌を加封いただ

けましたならば,軍にいっときの山川の柴馨となるのみならず,まこと千載にわたっ

て忠臣の勧奨となりましょう｡裁決して施行されますよう,お願いもうしあげます｣
ラ

と上申してきました｡欽願の詳細な調査報告書を撞けとったところ ｢本廟の香火を主

奉する僧張永坂が提出した現存の注王神が生前に受け取った唐代の告身及び穀後に

追封された名晩 重びに刊本の『忠烈紀賓』,廟にある碑記の拓本につきましては,逮

一,誼べつきあわせて調べましたところ,歴然たる考護が可能です｡此ヲ得ラレヨ｣

とありました｡参詳しましたところ;忠烈廟の法王神は忠義が頼著であり,歴代,餐

揚崇敬を受け,新安に子孫の祭把を享けて七百錬年になります｡雨季乾季は時期どお

りに,災患は跡かたなく消えて,まことに正神として,この-郡に幸いを授けていた

だき,正真正銘憂験あらたかであります｡府司の官,首領の官吏が真書であることを

保讃,署名いたします｡事蹟,それぞれの告命,讃明書をまとめ附して申文をお逸り

しますので,仔細に審査のほどお願いもうしあげます｡

【原文】

(D)

江新等虞行中書省照詳泰定三年八月回奉節付全文

皇帝聖旨裏 :江噺等虞行中書省准

中書省苔 :泰定二年四月二十三日撒鬼瞥怯静第三日

慈仁殿後鹿頂殿裏有時分,火晃赤答失蟹､速古見赤阿見恩蘭出､賓見赤阿撒､禿忽魯､

殿中桑寄失望､給事中八里夕等有乗｡倒刺沙左丞相､瀞皮右丞､楊参政､搭刺海参

議､岳宴7R:郎中､腕脱員外郎､忙冗夕都事､直省舎人担迭千等奏過下項事理,和旭

遇傑右丞相等衆人商量了奏上有｡一件 :湖虞､江西､江漸､隣西等虞行省宮人毎,

山東宣慰司､河東 ･隣西等持運使司宮人毎,各備着他毎所轄路府州嚇文書,俺根底

輿婿文書乗｡｢他毎所轄的地面裏,洞庭廟､蒙山神､堕池土面､彰姦龍王､江王神､

廉恵廟締,鳳州土紳名字的神祇,於官民勾富豪,有済限護佑塞験有｡他毎根底封名

競｣磨道,輿将文書乗的上頭,教穫部､太常躍儀院宮人毎定擬吋,他毎依着典故,

合加封的加封,合改封的改封,合籾封的籾封,各男明白定擬了有.俺商量釆 :

『世租皇帝以来,封名暁的不曾題O如今説済民有憂験有｡依着他毎定擬来,交封喝,忠

生?』奏吋,秦
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聖旨:『那般者』｡欽此｡迭接穂部呈 :『議得 ;洞庭神,加封既己奏准｡除幸龍王加封再行
太常穫儀院定擬外,揚蒙山神両等,合准本院定擬褒封,宜従都省,移沓本省,賜以

廟額相魔｡具呈照詳｡得此』｡准擬都省,苔請依上施行｡准此｣｡省府除外,今関前

去,合下仰照験,依上施行｡須議節付者｡

徴州路申法王紳加封 :｢本姓王氏,名華｡於暗闘皇年間,習武事,以勇侠聞｡後篤

唐臣,授左衛自渠府統軍,舞子長安｡郡人懐其功徳,立廟以時享祭｡凡有水早

疾疫,随篠航鷹｡宋封昭忠贋仁武神英聖王｣｡太常穫儀院議得 :｢渉宋以来,磨

加封観,八字王欝,己極専崇｡今江漸行省請改錫嘉名｡若准所論,改封昭忠贋

仁武烈震覇王｣｡

右節付徽州路維管府｡准此｡

回回字言軍書

蒙古字講書

諸紳加封 印

泰定三年七月二十一日 押

殴天柘

背批 回回字揮

蒙古字書軍

聖旨:改封昭悪魔仁武烈蔓願王

【語註】

火兄赤答失蟹～直省舎人捜迭千等､旭遇傑右丞相等:『水利集』(『漸西水利議答錬』)巻
- ｢泰定元年十月中書省節付｣,｢泰定元年十一月江断行省節付開挑呉松江｣ により,秦

コ ル チ ダ

定元年十月十九日,二十五日のケシク,中書省のメンバーを復元するならば,火見赤 :答
シュマン シュ ク ル チ - サンホージャ ハ-y ジ ホ-ジャ 7 JL, ス ラ/チュ ウル ル クテ ム ル バ ヤ ウ タイ ケ レ ゲイ ス
失蟹,速古見赤 :阿散火者,喰只火者,阿見思蘭出,月魯帖木見,伯要冗夕,怯烈該,鎮
トゥ バ ウルチ ウル ヌ ク ハ サン ト グル ク フ メ ケイ ダウラトシヤー トウメン デ ル ウ バイ

禿,賓見赤:71:奴忽,阿散,禿忽魯/旭遇傑右丞相,倒刺沙左丞相,禿満迭見辛章,冗伯
ドゥッラー ナイ マ ダイ ポ ピ ドド
都 刺平茸,張 [珪]卒章,乃馬夕卒章,善僧右丞,蘭皮左丞,菜菜参政,楊 [庭玉]参政,
チャン ギ テ ム ル ト イ ナ ダ ラ カイ マ ル トクト マングタイ
孝 吉帖木見簡書,腕亦納参議,塔刺海参議,馬鹿郎中,李家奴郎中,腕脱員外都,忙7tタ

キプチャクタイ ネ テ ケン モンゴル ビ チク チ トク テ ム ル サンガン
都事,客省使欽察夕,直省舎人担迭干,蒙古必閣赤脇腹木見となる｡ケシクの殿中桑守夫
リ バアリダイ
盟,給事中八里夕,中書省の岳葦茄郎中が新たに見えるメンバーである｡洞庭廟 :『宋舎
要韓稿』第二十筋 ｢扉豊二〇｣ 《洞庭湖紳両》 "在岳州巴陵願誓雲慧諸宗墓雷雲:宋真宗大中群符

八年三月,詔入高班王承信垂修廟芋｡承信言合用土己移文本州掘取｡帝慮其擾人,詔盃

以係省鎮充用｡哲宗元結二年,賜廟額安酒",『弘治岳州府志』｢両廟志｣《湖山神南》"潤
庭湖君山神之両也｡在府治南白鶴寺前山善過松亭地下｡二神原各有廟,在君山室金沙堆
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之上｡歴代褒封洞庭日利渉侯,日重済公,日恩恵龍王,賜廟額日安酒｡君山日淵徳侯,脂

廟額日順済｡我国朝洪武初節奉詔革去前代封弓舟--.なお,巻二 ｢紀述志｣《知府庸庸

請復湖山神祭状≫にも歴代の加封について詳細な記事が載る｡『嘉靖常徳府志』巻十 ｢両

把志 ･廟宇｣《洪清水紳廟》に "嚇東一百八十塁,洞庭湖西洪清州上｡里人相博云把漢柳

毅｡廟側亦有柳毅井｡凡舟輯往来過湖者,轍乞重篤"というように,｢柳毅侍書｣の博承

ともむすびっけられている｡蒙山軸.'『哲乗』巻- ｢山川 ･盆郡山｣《亀豪二山》"亀山下有
古顧東城,山前玉虚宮,腐仙人貢紳翁所建,有英烈昭済悪民王両,即顧央也",巻四｢古跡 ･

亭館上｣《昭済王廟≫"費嚇蒙山.紳宗照寧八年,賜 額憂顧廟,封潜鷹侯｡元結七年,進封
公｡大観二年,封昭済王｡政和五年,封昭清志民王"｡『光緒費嚇志』巻五下 ｢把典神祇廟
芋｣《古豪神岡≫,《顧奥王廟》,同巻十四下 ｢金右下｣《熊寧残牒石刻》参照｡堕池土耐 :『宋

合要蹄稿』第二十筋 ｢穫二〇｣《山川両》"真宗景徳二年九月,解州上言 :両地左右両廟請

易題梓,詔取囲経所載者賜額｡遂改解解池龍廟額日豊賛,安邑日資質･-･･,《堕池神岡》

"在解願｡蓋富男徽宗崇寧四年閏二月,賜額顛慶｡大観元年正月,封博利侯｡閏十月,加封腐

恵公｡二年,封資源王｡-,河東解州安吾願定成塞堕池細雨｡徽宗崇寧四年十二月賜額

賓脱"｡『成化山西通志』巻五 ｢両廟｣"堕池紳廟在安邑嚇西南二十里路村堕池北岸｡唐大暦

創建,元至元､皇慶､延砧聞真備,赦学士王緯撰記｡歴代索賜封競｡大徳三年加封池神,

乗馬永樺資賓王,西薦贋清志康王"｡影轟龍王:『事林贋記』前葉巻六 ｢仙境類｣《五湖大
神》"彰姦湖水紳廟在南康軍湖周回四百五十里",『事書類苑』巻四九 ｢影姦湖紳｣"張泊嘗渉
彰姦湖,一夕夢古衣冠侯之碍甚恭,且言居止在側,他日願馬整葺.泊既宿訪於舟人云,潤

畔有左姦里両,至則神像如夢中所見｡泊蹄中朝参大政,至道中里民滞茸廟｡廟側有人,夢

紳云 :自有人治之,汝不富｡因通人崇飾,実働薦記"｡鹿妻廟紳 :南山贋恵廟,すなわち正

砧聖烈昭徳呂霜崇仁輔順虞君の両を指すo『新編連相捜紳贋記』 (元刊本)後集 ｢南山張

大帝｣"桐山聖烈寅君,姓張,詳潮｡字伯奇.武陵龍陽人也--ノ'.周菜秀纂 ･梅鷹尊績蝉

『岡山事要指掌集』(中国国家囲書館戒宣徳八年間藩胡虞重刊本),『向山志』(京都大学人
文科学研究所威光緒十二年刊本)の専志がある剛｡鳳州土紳 :『隣右金石録』｢宣憂王廟碑在

徴願鳳山｡今存.｣"徴州古河池也｡奮馬鳳州屠邑｡大元混一区芋,更置那覇,陸島徽州,睦州

之西,層智之上,有古神廟,鳥革撃飛,規模壮観,前郡守陳侯之所重建也｡郡人以創､卜1主,

歳時祭和義樽,水早疾病,必於是蒔蔦｡廟有古碑,記神威憂-･紳之事跡見於囲経｡葺巣之

臥,偉宗西幸,至白石鏡｡有里進酵醸｡上聞其乗｡日父子谷｡困賜金吊,迭至其谷｡父子

谷,今在鳳州梁泉,東北有廟在蔦｡蓋彼乃本廟,此別行両也｡宋宣和中,初賜侯爵,日中

(81)この二書の詳細は,別稿にて紹介する｡
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護侯,日中嗣侯.日時厭後,凡有宿所,鷹如影響.赦賜霊威廟額,履帯加封,至於王宙,

日昭類字佑悪魔宣憂王,日頗恵協演桁慶嗣利王｡父子亘列把典''.幸龍王:『棄宇遺志』巻
三六 ｢瑞州府｣"幸龍王犀,在府治西五里｡世博唐幸南容薦薬酒,托跡汗都,嘗致書於郷入

日 ｢城北門数里有滞,傍有古木,帥吾家也｡叩之必鷹｣｡持書者如所戒,果有二重子出,俄

-丈夫聴之,宛如汗都所見｡邑人異之,後薦立廟,歳早樽雨轍鷹"0『正徳瑞州府志』巻-

｢山川｣《幸龍王滞≫`̀在龍王伺下｡深不可測｡謁者毎以詩及椿幣投之｡遇早商雨,其鷹如響",

( 巻四 ｢伺廟｣《龍王廟≫"在願西北五里｡把龍王幸滞也｡廟日額酒｡揮本州人｡接唐允功記,

載幸滞事｡極霊異｡歳早頑轍鷹｡後加封無宿鷹公''｡照験 :『吏撃指南』巻二 ｢結句｣"謂澄

明其事也''｡回回字言草書 ･蒙古字洋書 :｢指文正公義荘義挙錦免科役省操｣碑,｢売国公廟中

書省禁約｣碑すなわち至元二十七年の江椎等虞行間書省の出給文,大徳十一年十月中書

省の梼文附,カラ･ホト出土のF116:W566(甘粛等虞行中書省のエチナ路線管府への節

付)脚等からすると,アラビア文字ベルシア語とバクパ字モンゴル語の添え書きで｢諸紳加

封｣と書かれていたのだろう｡ただし,中書省,甘粛等虞行中書省のエチナ路線管府への

節付の中には,Fl16:W544,F116:W556,Fl16:W565のように,ベルシア語,ウ

イグル文字モンゴル語による添え書きの場合もある伽｡もとより中書省,行省等の官僚,路

のダルガがムスリムである場合を考慮した書式だが,とうじベルシア語は,モンゴル語と

同様国際的な公用語であった｡臣天砧 :字は吉甫｡汗梁蘭陵の人｡泰定元年の進士｡宋裳

の 『燕石集』巻九 ｢江漸省照磨段吉甫,於予鵠同年友｡至順突酉舎干呉門｡今春書釆寄近

詩十飴首--･｣とあるまさにその人｡のち至正年間に江漸儒学提琴となる｡背批:『永楽大
典』巻一九四二五に引く『大元通制』には,"皇慶二年十二月嶺北省苔 ;｢往来使臣官員,

通政院､兵部凡給別里守文字,倶於沿路腕腕禾孫虞納託｡致使往来和寧,本省無感可照正

従鋪馬分例｡今後通政院､兵郡鷹給別望寄明白槙窯,直至和寧轍約,庶革情弊｣｡兵都議得

;宜准行省所擬｡今後通政院､兵郡,鷹給別 [里]寄,口和寧路徴柄,沿路経過脱腕禾孫折

験無償,背批相同,庶革詐冒"とある｡文書を内側に折りたたんだ状態で (っまり文書の

背面に),その文書の内容がわかるように,標題を,ここでは｢聖旨:改封昭悪魔仁武烈塞

額王｣と,ベルシア語,バクパ字モンゴル語,漢文の三通りに書きっけ,官印を押したも

のと考えられる｡『元典章』巻十四 ｢吏部八 ･公規｣《案層》【用蒙古字標寓事目】参照｡背

批の葦例は,管見の限り報告されていない｡

(82)『北京囲書館戒中国歴代右刻拓本匪編 元一 48』(北京圏書館金石組編 中州古籍出版社

1990年 133,193頁)
(83)『黒城出土文書 漢文文書巻』138頁

糾 『黒城出土文書 漢文文書巻』176,119,139頁
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【現代日本語鐸】

(D)

江断行省が中書省に裁決を仰ぎ,泰定三年八月に回答を奉り (徴州路纏管府に)蓉

令した節付の全文
うち っ

皇帝の聖旨の裏に:江噺等虞行中書省が准けた
サルパン ケ ゾ ク

中書省の酋文に:｢泰定二年四月二十三日,撒見轡怯醇の第三日,
うち い とき コルチ タンュマン ソユクルチ アルスランチュ

慈仁殿の後ろの鹿頂殿の裏に有る時分に,火見赤の答失蟹,速古見赤の阿見思蘭出,
バ ウル チ - サン トT)グル ク サン ガ ン リ パア リ ダイ た ダウラトシヤー
賓見赤の阿撒,禿忽魯,殿中の桑寄失望,給事中の八里夕等が有っ乗｡倒刺沙左丞

ポ ピ ダ ラ カイ トク ト マン グ タイ
相,頑皮右丞,楊参政,搭刺海参議,岳賓花郎中,脱腕員外郎,忙冗夕都事,直省
ネテケ/ フ メ ケイ と そうだん て

舎人提迭千等が奏過せる下項の事理は,旭通傑右丞相等衆人和商量し了奏上したの
ノヤンたち

で有る｡一件に:湖贋,江西,江斬,駅西等庭行省の宮人毎,山東宣慰司,河東,
ノ ヤンたち おのおのかれ ら て われら

駅西等持運使司の官人毎は,各 他毎の所轄の路･府 ･州 ･解の文書を備し着,俺
の ところに も かれ ら の うち
根 底 文書を輿え滞って来た｡『他毎の所轄的地面の裏の洞庭廟 [紳],蒙山神,磨

の
池の土神,彰姦 [湖]の龍王,注王神,唐悪廟の神,鳳州の土神の名字的神祇は官

こ と うち ひ じょう かれ ら に
民の勾富の裏に於いて,済限に護佑霊験が有るので有る｡他毎根底名東を封ぜられ
といって も た た め ノヤンたち し
よ』磨道,文書を輿え滞って乗的上頭,穫部,太常穫儀院の宮人毎を教て定擬させ
ところかれら て まさ もの もの
た吋,他毎は典故に依っ着,合に加封すべき的は加封し,合に改封すべき的は改封

もの おのおのペっ た われら そうだん た

し,合に籾封すべき的は籾封し,各 妄引こ明白に定擬し了ので有る｡俺は商量し乗o
こと い ま すく い

『世租皇帝以来,名坂を封ずる的は曾て題せず｡如今民を番うのに重験が有ると説うので
かれ ら て せ ら いか が ところ

有る｡他毎が定擬して来たのに依っ着,封じさ交た吋,忠生か?』と奏した吋,秦

じたる
ジャルリク そのようにせよ う
聖旨に 『那般者』｡此ヲ欽シメ,(とあった)｡遮って接けた穏部の里に 『討議しました

ところ,洞庭柚は,加封をすでに上奏して許されております｡幸龍王の加封を再度

太常穫儀院に文書を下して定擬させるのはもとより,蒙山神同等につきましては,

本院が案を擬しました褒封をご承認いただき,都省のほうから本省に苔文を移し,

廟額を賜るのが適富かと存じます｡具呈ス照詳アレ｡此ヲ得ラレヨ』(とあった)0

擬を准けて都省は沓文を送って請う｡上記のとおり施行されるように｡此ヲ准ケラ

レヨ｣(とあった)｡省府はもとよりながら,今,(中書省の苔文を)開講Lに行かせ

るので,ただちに仰ぎ確認し,上記のとおり施行するように｡以上の文書は必要な

ればこそ節付するものである｡

徴州路が注王神の加封を上申していうことには,｢本姓は江氏,名は華,は,情の

開皇年間に武聾を習い,勇供をもって名をとどろかせました｡後に唐王朝の臣下と

なって,左衝白渠府統軍を授けられ,長安にて逝去いたしました｡郡の人々がかれ
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の功徳を懐って,廟を建てて定期的にお祭りを奉じて参りました｡およそ水害,日
はやり

照り,流行やまいのときには,祭把折藤を行えばただちに室験をもって鷹えられま

した｡宋朝は,昭忠贋仁武神英聖王に封じました｣と｡太常檀儀院が討議して,｢末

代以降,しばしば加封しており,八字の王欝は,すでに専崇の限りを極めておりま

す｡今,江断行省が嘉名を改めて賜わりますようにと,申請してきています｡若し

請願をお認めになられるならば,昭忠贋仁武烈嚢額王に改封されるがよろしいかと

存じます｣(といってきた)

右,徽州路纏管府に節付する｡此ヲ准ケヨ｡

ベルシア語の添え書き

モンゴル語の添え書き

諸神の加封 印

泰定三年七月二十一日 押

炭天砧

背批 ベルシア語による標題

モンゴル語による標題

聖旨:｢昭忠贋仁武烈震覇王に改封す｣

【原文】

(E)

申請○

徴州路元統二年接菩老注宗賓等状告 :｢窺照 ;本格土柚,亡宋錫封忠烈廟昭悪魔仁武

英聖王江民謡華,欽州人,生有神霊,長而焼勇,因幡末所在人不柳生,王護境内以安｡

武徳四年,蓋籍土地兵民約款干唐｡高租嘉之,詔授持節纏管宣杭睦空漠六州諸軍事,

欽州刺史,上柱園,封越園公,食邑三千戸｡次年朝子京,授左衛白渠府統軍忠武将軍､

行右衛､横幅府折衝都尉｡太宗征遼東,言召篤九宮留守｡比遺構其忠勤｡王要録氏,磨

功臣之女｡諸子皆仕於朝,名載史筋,告命倶存｡東干長安,唐朝優穂,迎葬欽北七里

雲郎山｡按配法 ;『法施於民則把之,以努定国別把之,能禦大富則把之,能梓大患則把

之』｡郡人懐其功徳,立妃於烏卿山,歳時祭把,随頑翫鷹｡蹄附

聖朝,陰相官軍,別卒冠盗,憂異昭著,血食此邦七百飴載｡凡有水早､疾疫､畠蛸,頑

除滑弓耳,官民得安,要害有功於民 有益於囲｡節次以事章中間,乞賜敷奏特賜褒封｡

泰定三年八月二十日中奉到

江新等虞行中書省節付該 :[准中書省沓 :【奏奉

聖旨:『改封昭忠贋仁武烈塞霜王』】]｡切照 ;江東道信州路自鳴山神､贋徳路張寅君供奉
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聖朝嘉封,賜以

聖旨.今本路昭忠贋仁武烈震顧王,如蒙-髄頒降

宣命,庶彰紳塞下慰民望｣｡申奉

省府節付 :｢移准

中書省沓該 :[古昔聖帝明王､忠臣烈士,果有功徳於民,載在把典,若鷹致祭加封者,

従文資官要害功烈,廉訪白魔察無異,就連的本､牒文,方許申請]｡仰依上施行｡奉此｣｡

移准本路達魯花赤歪β揮鑑亜中開:｢窺謂 ;敬神以安民,乃古今通典,諭於士庶,考之典

籍,成以土紳注王,姓江氏,名筆,篤生於惰,顛跡於唐,生有異功,投有盛徳,慕化

款忠,佑民錫両｡武徳四年九月二十二日封越園公｡貞観二年四月初五日授左衛白渠府

統軍,宋追討憂患公,廟暁忠頼,後索封至八字王｡賓柘六年正月十一日更封昭忠贋仁

顛聖英烈王｡徳示右元年四月二十三日特封昭忠虞仁武神英聖王,改賜忠烈廟額｡見有歴

代譜命可考｡泰定三年八月二十日欽奉

聖旨:『改封昭忠贋仁武烈震覇王』｡旋賞褒封,歴代有之｡況今歳時有蒔必鷹,郡庶頼以

康撃,斯紳之塞,盆民之務,嘗職恭居牧守,英惜於言｡所薮是薫保結｡開講照験｡准

此｣｡昔年十月蒙

江東建康道粛政廉訪司徴､贋等虞分司余事突見只班中議,書吏伯也 (忽)[忽]墓,巡

按到路府司,備坐牒呈廉訪分司照詳｡元統三年三月十一日回承牒文該 :｢照得 ;本路

土紳江華,既己備中上司,於泰定三年八月奏奉

聖旨:『改封昭忠贋仁武烈顛王』｡爵健賓相同,牒可照験｡所接頒降

宣命一節,就中合干上司,依例施行｡承此｣｡将廉訪分司髄覆的本､牒文,徴連備申

江漸等庭行中書省照詳｡至正二年三月二十五日回奉省府節付 :｢准

中書省苔該 :[迭穫部呈 :『議得 ;江漸省沓 :《徽州路法王紬,載在把典≫,太常穫儀院

改封昭忠贋仁武烈震顛王,己蒙都省奏准,移苔本省,欽依去託.今次比例所索詞頭､

宣命,翰林院選到草稿,粘連在前,擬合

頒降相腔｡如蒙准呈,宜従都省,移苔本省,照合本部,依上施行｡具呈照詳｡得此』｡

除己

頒降

宣命外,都省合行回答請照験,依上施行｡准此]｡省府

合下仰照験,依上施行｣｡

【語註】

紀法 :『穫記註疏』巻四六 ｢祭法｣"夫聖王之制祭把也,法施於民則把之,以死勤事則把之,

以努定国別紀之,能禦大苗則紀之,能梓大患則把之"｡蹄附聖朝 :『新安文献志』巻八五万
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回 ｢鏡州路治中江公元圭墓誌銘｣"至元十三年丙子正月十九日杭奮大臣納園土子大元,二十

五日徽州韓附"0 『清美録』巻- ｢建立鄭令君廟樟｣"郷先生故欽願戸鄭公謹安,方国家平定

江南之初,至元十三年末亡｡昔年二月,寧開高戸張公 [呆]帥師入徴｡都統李鐙以城降,

蓋易置吏守之｡五月,行中菩省遥忽都鰐纏管,調李鐙副将李世達,往成瓜洲,道経緯漠,

殺死忽都解繰管,遣提城守,毒殺所置吏王同知等｡六月,唐部招討使李7FL魯公 [敬]師衆

乗攻李世達,以千戸播興兵,拒戦境上,世達敗而走｡招討駐兵豆嶺開,以観逆順,且婿屠

城｡令以城民危急,襟冠杖策,伏謁軍門力言 ;篤胤者李世達,既敗走,民事具金吊年酒以

遇｡将軍殺之不祥｡招討許之,接兵而入,民由是得免於死｡途署令知欽願事｡招論百姓復

莱,欽邑又承喪乱之後,-以静理之居,三年邑大治｡民学詣鳳 請留府上 其事紙受赦牒

従仕郎飲,%升 以老不復仕"(ちなみに李鉦とともに,大元ウルスに投降した節制徽州軍馬

の王横翁こそ,のち至元二十一年,クビライの命によって慶元から日本へ向う途中殺され

た使者である)｡『山西碑褐』(山西省考古研究所 山西人民出版社 1997年294-303貢)

｢桃天福碑｣"十六年,除准西提案使｡江南方内附,民未安,斬､黄､宣､鏡､徴､肇等路,或相堪

薦盗,抑起兵諌之,而大掠其傍郡｡准西之地,故宋宿将家多在蔦｡而守将毎造事柄誓,帆

屠略之,或使人奪良家子女,託馬停獲-･-"｡江東道信州路自鳴山神 :『弘治徴州府志』巻

五 ｢両廟｣《字恵廟》"在城東門外,本出信州,相博謂神馬石敬純,乃東育時,前趨之従子,

馬父報仇,山岳鳴震,故信人両之｡宋時封至八字王｡元至大三年改封明仁虞孝瑚化炭君''0

詳細は 『清春居士集』巻二〇 ｢信州自鳩山加封記｣参照｡巡按到路府司 :江南各道の粛政

廉訪司では,大徳三年以降,農繁期を避けた九月初頭から四月初頭までの八か月聞(85)(往復

の旅程にそれぞれ一ケ月を見込む),粛政廉訪司の上路の官願に正使二員が常駐,のこり

の副使以下のメンバーは所轄の中路,下路の分司に出向し管轄匿域を巡回視察,さまざま

な陳情を受け付ける｡官廉に蹄還後,四ヶ月のうちに上奏すべき案件をまとめ,正官一員

が江南行基に赴く｡『元典章』巻六 ｢壷綱二｣《接治》【察司巡按事理】,【廉訪司巡安月日】｡

江東建康遺粛改廃訪司の官廉は寧園路にあり,江南行墓は建康路 (のちの集慶路)にある｡

徴州路の分司の建物は,のち明の徽州府経歴司が使用した｡徴州路江王軸,載在把典 :『宋

含要緒稿』第十九鼎｢穫二〇｣《江越囲公両》"在寧国府徴州欽願烏卿山｡唐宣欽等州纏管
越園公江華｡真宗大中群符 (二)[三]年三月,本州以唐越圃公江華語二通乗上,詔加公封

憂恵公廟額｡即華神｡郡人立両烏卿山上｡徴宗政和四年二月賜額忠類".

脚 『救荒活民類要』(中国国家囲書館戒明刊本)｢検早｣`̀大徳元年五月,中書省,江漸行省苔:江

南天気風土輿腹裏倶不同｡相田三月布種,四,五月間挿枚,九月十月才方牧成"0
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【現代日本語謬】

(E)

申請○
つ

微州路が元統二年に揚げた蓄老の正宗賓等の状告に｢窺かに照らしあわせてみました

ところ;本路の土着の神様で,さきに亡んだ宋朝が忠烈廟,昭忠贋仁武英聖王の封親

を賜いました江氏,謀は華,は,欽州の人で,誕生のさいには凡人とはことなる不思

議な現象があり,成長しては傑出した勇猛ぶりを示しました｡惰末の世にここかしこ

の人々が生活のすべをなくしたので,王は境域内を護り鎮めました｡武徳四年に,土

地,兵民をすべて帳簿に記し,唐朝に服属を申しいれると,高弧はこれを嘉して,詔

によって持節繰管宣杭睦要鏡六州諸軍事,欽州刺史,上桂国を授け,越囲公に封じ,

三千戸の所領地を輿えたのでした｡翌年,みやこに参内し,左衛白渠府統軍忠武将軍,

行右衛,積編府折衝都尉を授けられました｡太宗が遼東を征伐したさいには,詔に

よって九宮留守となし,掃遠されると,その忠勤をお構えになりました｡王は鎮氏

- 唐の功臣のむすめを要り,諸子はみな朝廷に仕えました｡王の名は史書に記載が

あり,告命はいずれも現存しております｡長安にて身罷ると,唐朝は特に手厚く樽を

施され,欽解の北七里の雲郎山に塞梅を迎え埋葬いたしました｡『穫記』の ｢祭法｣に

は,『法ヲ民二於イテ施セバ則チ之ヲ肥り,努ヲ以テ園ヲ定メレバ則チ之ヲ肥り,能ク

大電ヲ禦ゲバ則チ之ヲ肥り,能ク大患ヲ搾ゲバ則チ之ヲ把ル』とあります｡郡の人々

は王の功徳を懐い,烏聯山に両を建て,四季折々に祭把を行い,所南いたしますたび

に直ぐに重験をお示しいただきました｡

聖なるモンゴル朝に蹄附すると,官軍を陰から支え,外敵,盗賊の勢いをそぎ平らげ,蛋

異は明らかに照り輝き,この邦に子孫の祭把を享けること七百錬年になります｡およ

そ水害,早魅,えやみ,蛭の幼虫は,駆除の御飯いをすると潰え止んで,官民ともに

安穏としていられます｡まことにひとびとのために功績があり,園のために盆をもた

らしております｡逐次,事賓を申し上げ,お取次ぎ上奏あそばされまして,褒封を特

賜いただけますよう,お願いもうしあげました｡泰定三年八月二十日に,上申の結果,
つ

奉った江新等虞行中書省の節付の節略には [准けた中書省の苔に:【奏上して奉じた
ジャルリク
聖 旨に『昭忠贋仁武烈重顛王に改封す』】]とありました｡切かに照らしあわせてみたと

ころ;江東道信州路の自鳴山の神,贋徳路の張虞君はともに

聖なるモンゴル朝の嘉封を奉り,
ジャルリク
聖 旨を賜っております｡今,本路の昭忠贋仁武烈震穎王が,もし,同様に

宣命を頒降していただくことができましたならば,神の御重を頼彰し,人々の願いをい

たわり安心させることになりましょう｣(とあった)｡上申して奉じた
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つ

省府の節付には,｢移して准けた

中書省の苔の節略に『古代,いにしえの聖帝,明王,忠臣,烈士のうち,たしかに人々

に功徳があり,把典に載っているもので,もし,祭把を行い加封したほうがよいもの

については,資品をもつ正式な文官が,てがらが本富かどうか調べ,廉訪司が自ら相

違ないかを検謹し,原本,牒文一式を添えてはじめて申請を許す』とあった｡拝領し

て上記のとおり施行するように｡此ヲ奉ゼヨ｣とあった｡移して准けた本路のダルガ

那樺鑑亜中大夫の閲には｢露かにおもうに;神を敬いひとびとに安らかな生活をおく

らせるのは,古今を通じてのならわしなので,士や庶人に意見を聞き,典籍を調べて

みると,いずれも地方神法王について 『姓は注氏 名は撃,は,階の世に生まれて天

の手厚さ恵みを一身に受け,唐の世に輝かしい足跡をのこした｡生前は際立った功績

があり,没後はりっぱな徳をたたえられた｡唐の徳を慕って蹄化し心から忠臣とな

り,人々を助けて幸いを蘭した｡武徳四年九月二十二日に越囲公に封じられ,貞戟二

年四月初五日に左衛白菜府統軍を授かった｡宋朝は憂患公を迫封し,廟親を忠類と

し,のち封親を重ねて八字の王親にいたった｡賛縮六年正月十一日には昭悪魔仁顛聖

英烈王に更封となり,徳砧元年四月二十三日には,昭悪魔仁武神英聖王を特封され,

忠烈廟の額を改めて賜わった』とのこと｡歴代の詰命が現存しており考謹することが

できる｡泰定三年八月二十日に欽しんで奉った

聖旨に 『昭忠贋仁武烈震覇王に改封す』とあった｡旋賞,褒封が歴代なされてきたし,

ましてや今,四季折々に所藤をいたすと必ず霊験をお示しになり,郡のひとびとはお

陰で安寧な暮らしを送っているOこの神の御重の,人々のために果たされる働きは,

富職 (那梓鑑)は恭じけなくもこの地の長官を務めさせていただいているが,どうし

て言葉を惜しもうか｡調べた内容が真書であることを保護,署する｡閲シテ請り照験

アレ｡此ヲ准ケラレヨ｣とあった｡昔年十月,
ドル ジ パ ル バ ヤ ウ ダイ

江東建康道粛政廉訪司の徴 ･贋等虞分司の余事である菜見只班中議,書吏の伯也忽墓

が巡回接察して徽州路の繰管府の官廉に乗到したので,牒里を悉く諒べ附して廉訪司

の分司に審査を依頼した｡元統三年三月十一日に返答として承けた牒文の節略に ｢照

らしあわせて調べたところ;本路の土着の神様江華は,すでに上司に備申し,泰定三

年八月に,上奏して 『改封昭忠贋仁武烈覇王』との
ジャルリク
聖 旨を奉っております｡爵位と賓髄は正真正銘合致しており,膜は事賓であると澄明

することができます｡

宣命を頒降されたい,という一節については,ただちに関係の上司に申請し,きまりど

おりに施行されますよう｡此ヲ承ケラレヨ｣とあった｡この廉訪司の分司が再検謹し

た調書の原本,牒文一切を附して江衝等虞行中書省に裁決を備申した｡至正二年三月
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二十五日に返答として奉った省府の節付に:｢准けた

中書省の苔の節略に:[送って (撞けた)穫郡の呈に『討議しましたところ;江断行省

の苔に 《徽州路の法王神は,柁典に載っております》といい,太常穫儀院が昭忠贋仁

武烈震顧王に改封する案を出し,すでに都省が奏上して許可をいただき,本省に沓文

を移し,欽しんで依接して通知し終わっております｡このたびならわしどおり求めら

れました詔敦の撰文用の摘要,

宣命は,翰林院が選ぶにいたりました草稿を前に貼り付けて提出いたしますので,この

案どおり頒降されるのが避雷かと存じます｡もし呈文をお認めいただけますならば,

都省のほうから本省に苔文をお移しになって,本部に照合し,上述のとおり施行せら

れるがよろしいかと存じます｡具呈ス照詳アレ｡此ヲ得ラレヨ』(といってきた)｡す

でに

宣命を頒降したのはもちろんのことながら,都省は必要な手績さとして返答の苔文を遮

るので,確認したうえで,上記のとおり施行するように｡此ヲ准ケヨ]と｡省府はた

だちに拝領して確認した｡上記のとおり施行するように｣(とあった)｡

【原文】

(F)

欽録全文

上天看命

皇帝聖旨｡程不忘其初,把典蓋明於報施,爵以駁其貴,国風何聞於頼幽｡況紳於六州之

民,其功宜百世之把｡徴州路忠烈廟昭忠贋仁武神美空王,生而先幾之知,没而及物之

仁,有感逐通,無遠弗屈,箕風畢雨,陰陽聴其会張,静水欽山,春秋安其耕聖,蓋聴

明正直而-者,散水早疾疫必頑蔦｡変易願構,庸光休烈,筒其髄玄敬共明神之意,庶

無忘夫陰陽下民之功｡式克顧款,以承茂遅,可改封昭忠贋仁武烈塞頼王｡王者施行｡

至正元年閏五月 日

賓

【語註】

欽録全文 :五汝や孔子,孟子の加封の詔の碑刻をみればあさらかなように,正本はバクパ

字で漢語を音寓したものだから,副本からの移録である佑蹄｡檀不忘其初 :『碍記註疏』巻七

(86)羅常培 ･蕪美彪 『八恩巴字典元代漢語 増訂本』(中国社舎科学出版社 2004年5月),胡海帆
｢北京大学圏書館戒八恩巴字碑拓目録井序｣(『国学研究』第九巻 2002年6月 373-412頁)
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｢檀弓上｣̀ 大̀公封於管丘,比及五世,皆反葬於周｡君子日｢楽奨其所自生｡穫不忘其本｣｡古

之人有言日｢狐死正丘首,仁也｣"｡報施 :『檀記註疏』巻三八 ｢奨記｣"楽也署,施也｡穫也

者,報也.楽楽共析自生,而檀反其所自始｡楽章徳,穫報情,反始也"｡需以駁其貴 :『周穫

注疏』巻二 ｢大牢｣"以八柄詔王駁群臣｡一日爵以駁其貴｡二日緑以駁其富｡三日予以駁其

幸｡四日置以駁其行｡五日生以駁其編｡六日奪以駁其葺｡七日麿以駁其罪｡八日諌以駁其

過"｡先幾之知 :『周易註疏』巻一二 ｢繋鮮下｣"子日 ｢知幾其紳平,君子上交不請,下交不

痩,其知幾乎｣｡"孔穎達疏 :"知幾之人,既知其始,又知其末,是合於神道｡故馬高夫所

晴望也｡常夫撃大略而言.若知幾合神,則薦天下之主,何直只云高夫而己.此 ｢知規其紳

乎｣者也"｡箕風畢雨 :『尚書注疏』巻十一 ｢洪範｣"庶民惟屋,星有好風,星有好雨"孔俸 :

"箕星好風,畢星好雨,亦民所好-･-月経於箕則多風,離於畢則多雨"｡和則本 『事林虞記』

甲集竜一 ｢箕畢風雨園｣｡陰陽 :『史記』巻二七 ｢天官書｣"行南北河,以陰陽言,早水兵喪"

張守節正義 :"南河三星,北河三塁,若月行北河以陰,則水,兵,南河以陽,則早,喪也"｡

【現代日本語鐸】

(F)

欽しんで抄録した詔の全文

上天から目をかけ命をくだされた
カアンジャルl)ク
皇帝の聖 旨 (おおせ):程はその根源を忘れないことを旨とするので,祭把儀樽の規範

書はおそらく神の恵みに報い表彰を施すことに明るいのだろう｡宙はその高貴な群臣

を統治する手段であり,天子の恩寵は幽陰の人を高官に取りたてることをどうしてな

おざりにしようか｡ましてや六州の人々に霊妙なはたらさを施しているとなれば,そ

の功績はのち百代までの集配を享けてよいものだろう｡微州路の忠烈廟,昭忠虞仁武

神英聖王は,生前は物事の兆しだけで誰よりも先に将来をそれと察知し,没後は寓物

に仁愛の御心をもって恩樺を恵みたまい,霊験は廉く満ちゆきわたり,遠くとも届か

ないことはない｡箕,華の二星が掌る大風,多雨は,北河星,南河星がその政敵,弛

緩を定めるが,移願の河,欽願の山にあっては,春も秋もその耕作,井戸掘りを志無

く行ってきた｡おそらくはかの神の耳目がさとく正しくて真っ直ぐ且つ一途な者だか

らで,それだからこそ水害,早魅,えやみのときには必ず所篠をしてきたのである｡

ここに今までの輝かしい構窮を改め,りっぱな手柄をよりひろく照らして,このあら

たかな神を恭しく敬うこころをその身で髄感したいとねがい,かの軸の人知れず善行

を施す功徳を忘れることがないよう望むのである｡ああ,じゅうぶんに神が気にかけ

供え物をお受けになり,厚い恩津を授けてくださるよう,昭忠贋仁武烈震頼王に改封

するのがよかろう｡責任者は施行せよ｡
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至正元年閏五月 日

章

(2)解説

至大二年 (1309),徴州路線管府は,池川路線管府の判官江某 (十中八九,新安の在民一

族だろう),欽解の蓄老の王鷹和等の一国,欽解の儒学の陳情を受けた｡徴州路線管府の構

成員は,『忠烈紀害』巻七下 ｢騒塩析謝文｣からすれば,おそらく郡侯 (ダルガ)嘉議大夫
ムパーラク

寓奴,絶管太中大夫李賢翼,同知奉政大夫木八刺凪の,治中奉議大夫八札,判官忠顛校尉百

秦,推官承務郎干鵬,経歴承務郎穎域,知事蒋仕佐郎陳栄等｡かれらは念のために欽願の

声に照合し,陳情書の内容に相違がないか調べさせた.欽願の役所は,忠烈廟の住持の張

永坂が参考資料として提出した唐代の告身,歴代の語命,碑記の拓本,郷升卿 ･胡立忠の

『忠烈紀宴』を逐一チェックした｡

ちなみに,廉徳路の絶管府が至元十八年閏八月,民戸許文彬等三百二十六人による桐山

贋悪廟張大帝への加封の陳情書を受け取ったさいには,そのまま江東道宣慰司 (大徳三年

に廟止された)に上申したところ,廟の俸記の有無を確かめ,併せて関連の文書によって

索朝の加封の真備を調べ,保護書を書くようにと,いったんつき返された｡根管府は,賄

司に命じて贋恵廟の住持等が提出した参考資料すなわち竹研文一道,詰命二十九道,御喜

一軸,省節一道,碑記九本,事責文集三筋(『向山事要指掌集』二筋三山周乗秀編集 『贋恵顧

慮集』一筋皇甫誕記)を審査させ,あらためて住持の状呈文と資料一式の副本を添えて,至

元二十一年間五月江東道宣慰司に再送付し,そこから江涯等虞行中書省に "抄蓮具呈"し

てもらった｡行省は杭州路の儒撃に再度審査させたあと,至元二十二年に中書省へ沓文を

おくった(咽｡

これからすると,忠烈廟の張永坂も状呈文を書いているにちがいない｡どうせ 『翰墨全

書』の類のマニュアルを使用して書いたことだろうから,ここに ｢贋恵廟住持羊説等取勘

索朝詔敏文感状｣を参照して復元してみるならば,

欽嚇忠烈廟 王

今呈 :承奉 欽断行下依奉 纏管府指揮 :｢奉到上司節付該 :照勘忠烈事賓､歴代

侍記､男朝加封,合照文憩,保結申乗事｣O奉此｡永坂等照得 ;本廟奮有責朝語敏文

(87)『弘治徴州府志』巻四 ｢郡邑官属｣を信ずるならば,ムバーラクは皇慶年間の任であり,前任
サ ル ノヾン

の武義大夫の撒里蟹が該嘗する｡

(88)『示司山車要指掌集』竜一 ｢修造廟宇 至元虞徳路民声告乞加向山封競｣,｢至元行中書省苔 中
書省｣｡以上の全文は,『桐山志』巻二 ｢請封｣にも収録されている｡
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潰数多,(因経大勢散漫,)今将見存詰赦､難文､省節､碑記､事賓文集呈解,見到

併開具今廟神聖元受歴代国家封競於後｡永坂等保結是章,伏乞照験,乞賜韓申

上司照詳施行｡須至呈者｡

一.今呈

庸封越園公告二道 語数五十三道

碑記□□本 事案文集□研

磨封越園公告

告身一道

武徳四年封鳥越園公

告身一道

貞観二年授薦左衛白渠府統軍

[中略]

事宴文集口斬

新安忠烈廟紳紀章□研郊升卿編集

新安息烈廟紳紀賓□研胡立忠矧藍

本廟神聖元受 国家封競

[中略]

右 謹具

Eコ
ヨ三

至大二年 月 日呈

といった状呈文になろうか｡

欽願の報告を受けたうえで,徴州路絶管府は,江断行省に法王神の改封の申請書頬一式

をスタッフの保讃書を付けて送った｡あるいは漸東建康道粛政廉訪司にもト､ったん書類を

送付した可能性もある｡文書Cには,末尾にずらりと盃んでいたはずの纏管府の官員の名

とその署名,申請の年月日,宛先の部分が移録されていない｡ために,｢至大二年申請改
封｣なる標題はつけられているものの,じっさいのところ,はたしてそれがいつ迭付され

たかは不明とせざるを得ない｡なお,江断行省は,中書省に苔文を迭る前に贋恵廟と同様,

江漸儒学提馨司やその管轄下の杭州路撃等に審査をさせたと推測される｡

しかし,このときの申請は,通らなかった｡遅くとも皇慶年間には,中書省に達している

はずだが俗9),改封はなされなかった｡ほんらい,至大三年十一月二十三日に寄令されること

(89)拙稿 ｢『四書章圏』出版始末致｣に挙げた語例を参照｡
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になっていたが,事情により至大四年正月五日 (公式記録では,武宗カイシャン崩御の三

日前にあたるが,おそらくカイシャンは前年冬に既に暗殺され,アユルパルワダ,ダギー

薫のクー･デタがすすめられているさなか)に出された 口匝把南郊詔｣但D)の僚童において,

-.鼻鏡梅漬は巳に加封を議 し,使を遣わして祭を致す｡其れ路,府,州,願の名山大
おのおの

川,聖帝明王,忠臣烈士の凡そ把典に在る者は,各 事蹟を具 して申開すれば,次第

に加封す｡常把は除するの外,王者施行 し,厳として致祭を加えよ｡廟芋の損壊は,

官が修葺を為せ｡

一.開園以来の,致節功臣は,封ずる所の分邑に,有司は両を立て,以て時に祭を致す

べし帆｡

と,はじめて地方綿への加封について言及されており,チャンスが到来 したはずではあっ

た｡祭紀については,歴代カアンの即位や改元の詔に付される候葦の末尾のほうで必ず言

及されてきたが,加封について明言したものはなかったのである但詔｡大掛かりな事業を好

んだカイシャンは,即位早々の孔子への加封をかわぎりとして但3),現在の北京の天壇,地壇

のもとになる南郊,北郊の祭把はもとより,曽巽申を大柴署丞に任命 し,歯簿の大典の整

備にもとりかかっていた｡

仁宗アユルパルワダ,英宗シディバラは,自身の詔の候墓では,路,府,州,解の名山

大川,聖帝明王,忠臣烈士の加封について謡わなかった触｡成宗テムル以来の儒学の尊重は

踏襲 していたが,少なくとも 『元史』によるかぎり,延砧五年七月に楚の三間大夫屈原に

(90) 『至正金陵新志』巻三下 "至大四年正月五日,以上年郊示巳大赦",『元史』巻二三 ｢武宗本紀｣
[至大三年十月朔],[十一月]"丙申,有事於南郊,専太租皇帝配享異天上帝'',『永楽大典』巻

五四五五 "太常集穫 ;至大三年十月三日,大博左丞相田司徒､醜聞司徒､紐隣参議奏;去年十

二月初一日,尚書省奏 ;南郊配位,従肥北郊方丘,及朝日夕月,奉聖旨 ｢教行者｣｡臣等議南

郊不先祭,北郊難祭｡今年十一月冬至日,祭南郊,以成吉思皇帝配,明年春朝日,夏祭北郊,

以世租皇帝配,秋夕月｡制可,析赦有司,合用物品,速薦供具砥備",『元典章』巻三 ｢聖政
二｣《需恩宥≫`̀至大三年冬十一月二十三日,産把南郊詔書節文 :可自至大四年正月初五日昧爽

以前,己挙党,未沓覚,己結正,未結正,罪無軽重,成赦除之｡敢以赦前事相告言者,以其罪

罪之''｡孫玉鉱に 『親把南郊儀注』の著録があったらしいが現存しない｡

(91)『元典章』巻三 ｢聖政二｣《崇祭把》`̀至大四年正月初五日,欽奉把南郊詔書内-款 :｢鼻鏡海

漁,己議加封,遣使致祭,其路府州嚇名山大川,聖帝明王,忠臣烈士,凡在把典者,各具事蹟

中間,次第加封｡除常把外,王者施行,厳加致祭,廟宇損壊,官薦修茸｣｡又-款 :｢開国以

来,致節功臣,所封分邑,有司立詞,以時致祭｣"｡

(92) これより先,至大二年七月,正一教の大立者呉全節が集賢院を通じて,鏡州の柳侯廟の顧紳憂

思烈恵葎王すなわち唐の進士柳敬徳への加封を願い出て,すぐに宣命を得ている｡『清容居士

集』巻二五 ｢鏡州安仁嚇柳侯廟碑上

(93)拙稿 ｢大徳十一年 『加封孔子制語』をめぐる諸問題｣(『中国- 配合と文化』14 1999年)
(94)『元典章』巻三 ｢聖政二｣《崇祭把》,『元典章新集至治候例』｢国典｣参照｡
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忠節清烈公を,至治二年閏五月に諸葛亮に威烈忠武頼憂仁清王を加封しただけであった(99｡

江華の改封申請はこの間なんの進展もみせなかった｡

カイシャン時代の路線をうけついだのは,じつは泰定常イスン･テムルであった｡

『刑統賦疏』に引用される 『通例』《保功》に,"至治四年正月に欽奉せる詔書の節該''と

して, `̀開園以来の,数節功臣は,封ずる所の分邑に,有司は両を立て,以て時に祭を致

すべし" と, カイシャンの ｢頑杷南郊詔｣の傑妻とまったく同文が見えており, そのひ

とっ前の儒蓋 もおそらく同文であったことが推測されるからである｡前年九月四日に

ケルレン河のチンギス ･カンの大オル ドにて即位 したイスン･テムルは,十一月一日に

カイシャンの建設 した中郡に入り,悌事を執り行ったあと,同月十三日に大都へ到着し,

諸王,百官の朝賀を受けた｡二十五日には,さっそく曲皐に使者を派遣 し孔子を祭り,

同日遁甲五両神 も祭った｡十二月には海神天妃の祭把を執り行わせるべ く使者を蔽遺

した｡至治四年 (1324)正月の詔とは,至治三年十二月の末に饗令された改元の詔で,

江南には至治四年すなわち泰定元年の正月に届いたものだろう｡この聖旨の傑塞がとう

じ法王細の加封申請の根接としてとりあげられたにちがいないことは,『忠烈紀賓』巻
十に収録される,のち至正五年に欽解の司が忠烈廟に輿えた執照の中,住民の江賓論等

の陳情書が加封の経緯について述べる部分において,同文を引用 していることからも疑

いない侶樹【付4･(I)】｡
文書Dによれば,徴州路の陳情が,中書省の面々によってカアンに上奏されたのは,秦

定二年 (1325)四月二十三日のことであった｡湖鷹行省は洞庭廟神の,江西行省は彰姦湖

の龍王の,江断行省は江王柚,贋恵廟神の,山東宣慰司は蒙山神の,河東 ･隣西等持運使

司は堕池神の,駅西等虞行中書省は鳳州神の加封,改封をそれぞれ申請してきていた｡中

書省は,いったん 葡̀中人封誼の法"を任務の-とする穫部鮒と "山川鬼神の把典''を扱い封

贈誼暁を掌る太常穫儀院切掛に, 各々の来歴を確認,適富な名鱗の案を提出させた｡ 『宋合

(95)『元史』奄二六 ｢仁宗本紀｣`̀[延拓五年七月戊子]加封楚三間大夫屈原薦忠節清烈公",『元史』

巻二八 ｢英宗本紀｣"[至治二年閏五月]戊成,封諸葛忠武侯馬威烈忠武頼重仁済王"｡

(96)ただし,淫奔論等の申請は至正元年以降のことであるから,直接にはトゴン･テムルの詔の傑

蓋を引用したものかもしれない｡トゴン･テムルはカイシャンの子である｡

(97)『元史』巻八五 ｢百官志-｣"檀那,尚書三貞正三品,侍郎二員正四品,郎中二貞従五品,員外

郎二貞従六品｡掌天下産楽､祭把､朝倉､燕享､貢翠之政令｡凡儀制損益之文,符印簡研之

信,紳人封諾之法,忠孝貞義之褒,迭迎聴好之節,文撃僧道之事,婚姻,%績之晩 音聾膳供之

物,悉以任之"｡

(98)『元史』巻八八 ｢百官志四｣ '̀太常穫儀院,秩正二品O掌大稽楽､祭享宗廟杜稜､封胎誼競等

事",『造園学古録』巻三六 ｢蓑州路分宜解新建三皇廟記｣"国家置太常穫儀院,以奉天地租宗

之祭,外則山川鬼神之和典成秩蔦｡其長式参佐十数人通領之｡典故議論,廃語博士,而郊敢宗

廟,執穫治楽,器服幣,各有倣司,而審時日庶物数,治文書以遠上下,中外分隷職事者,則存/
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要』,『棲宋合要』,『大金儀躍』等が参照されたものと思われる09)｡
気になるのは,中書左丞相のダウラト･シャー等が 世̀ 硯皇帝以来,封名親的不曾題"

ということである｡厳密にいえば,至元十四年 (1274)に回水嵩の淵聖贋源王,常山憂潜

昭魔王,安丘竜泉憂霜侯に封 して追封 し(100),空室元十五年に,磁州の神で金朝のときに南森

のかわりに亜森として封 じられた崖府君を暫聖廉佑王に封 じている(101)｡至元十八年十月に

は,山東東西道提刑按察司知事の張忠誠が益都路を介して上申した結果,伯夷,叔智にそ

れぞれ昭義清志公,崇譲仁恵公が追封され(lM),至元二十一年,二十二年に衛輝路の小清河

柚,桑乾河神に加封 している(1吋｡とくに,至元二十五年の南海明著天妃への加封は,『元史』
巻七六 ｢祭把志｣《名山大川忠臣義士之伺》にも取り上げられ,よく知 られている(lDl)｡成宗

テムルにしても,元貞元年に崖府君の賓聖贋佑王の栴暁へさらに ｢露悪｣の二字を加封 し,

その夫人にも褒磯を輿えたほがL叫,大徳三年二月,解州の蟹池の二神,泉州の海神 (南海明

著天妃),漸西堕官州の海綿,呉大夫伍員に加封 しているのであり(1"),現に山西遅城の堕池

乎府史実｡是政干羽舞街之容,律呂始終之奏,玉吊品物之節,啓酉豊牲殺之儀,蓮豆鼎狙之賓,
升降進退之宜,鬼神享格之義,凡従事於斯者,莫不通習而具知罵｡故其出馬外有司,以其見聞

施諸行事,則有非他官所能及者"0

(99)『桔蒼金石志』巻十一 ｢麗陽廟加封柏餅砕｣"移准太常確儀院関 :検照得 :宋舎要元豊三年,大

観二年,紹興二十九年索嘗加封,帥係載在把典,合依既擬加封相魔-- ｡

(100)『元史』巻九 ｢世阻本紀｣"[至元十四年七月丁巳],回水嵩淵聖贋源王加封書佑,常山憂済昭魔

王加封贋恵,安丘覆泉憂霜侯追封蛋需公''｡

(101) 『元史』巻十 ｢世阻本紀｣"[至元十五年正月己亥],封磁州紳荏府若鳥暫聖贋佑王'',『紫山大全
集』巻十七 ｢暫聖贋佑王廟碑｣,『道家金石略』(陳垣 ･陳智超･曾慶瑛 文物出版社 1988年
775-776頁)｢重修護国西賓王廟記｣

(102)『山右石刻叢編』巻二六 ｢封二賢詔｣,巻二八 ｢二賢岡加封記｣,巻二九 ｢詔封二賢碑陰記｣､

『馬石田文集』巻八 ｢聖清廟記｣｡至元十八年十月の寄令であるが,『元史』の ｢世祖本紀｣は
これを至元十五年十二月戊申三十日に載せる｡あるいは,チンキムとの確執による虞理か｡

『圃朝文類』巻十一 ｢追封伯夷叔哲制｣から,この詔が闇復の撰であることが判明するが,寄

令の年月日は載せていない｡

(103) 『元史』巻十三 ｢世紀本紀｣[至元二十一年閏五月]"辛巳,加封衛輝路小清河神目洪潜威恵

王",[至元二十二年二月丙午]`̀加封桑乾河紳洪酒公鳥類鹿浜暦公''o

(104)『元史』巻十五 [至元二十五年六月]"突酉,詔加封南海明著天妃薦康砧明著天妃"｡
(105)『山右石刻叢編』巻二八 ｢加封崖府君詔｣,『常山貞右志』巻二四 ｢加封贋佑王聖旨碑｣｡『嘉靖
磁州志』巻三王徳淵 ｢葎府君廟記｣によれば,中華政事の安砧が加封を成宗テムルに願い出た

もので,翌元貞二年には "有司欽承以牲牢備物,宣譲詔,聞制語於廟,三顧穫終,韓置紳室,

尋奉御賓聖旨,護持禁約,倍或侵襲｡廟主提鮎熊貞大師趨宗貴,提領純和大師梁岳正,困議拳

勤貞石金像,蒙古本字於上,漢謬隷字於中,記文於下,植諸殿前,昭神威而移園賜穫也"とい

う｡ただしこのときの褒窮は,カイシャン時代以降無税されているようである｡

(106) 『元史』巻二〇｢成宗本紀｣"[大徳三年二月]壬申 [二十日],加解州壁池神意康王日虞済,普
質王日永揮,泉州海神日護国庇民明普天妃,漸西壁官州海神日蛋感弘柘公,呉大夫伍員日忠孝

威恵類型王"｡『奥山伍公廟志』巻一に収録される制語は,加封の年を大徳四年といい,さらに

賜観を順祐忠孝威恵頼聖王とする｡
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紳廟には,大徳三年八月付けの赦封二碑が今もなお立っている(107)0

ただ,この文書Dでも言及され,既に例としてあげた洞山虞悪廟は,至元二十二年に張

大帝への加封申請が中書省に提出されていながら(江東道宣慰使朱清の上言をうけて至元

三十年四月二十八日にオルジェイがクビライの聖旨を奉 じて御香を捧げに詣でた以外に

は),そのご全く音沙汰なしだったのであった｡現行の明刊本の 『桐山事要指掌集』は,『顧
鷹集』,『世家編年』,南宋嘉照三年 (1239)に周東秀が編纂した 『桐山事要指掌集』の三富
(至元十二年に兵火で版木が焼失)をもとに,梅鷹聾が元貞元年 (1295)増緒,重刊したテ

キストがまずあり,それがまた大徳六年の廟の火災で焼失,延柘三年 (1316),贋徳路の纏

管府知事の沈天緒等が度々の霊異を顕彰するために再び重刊 したテキス トをほぼそのま

ま使用したもので,明初のデータが少し付け加えられている｡延緒三年から大元最末期ま

でのデータは全く追加されていない｡『両山志』は,趨孟頓の疏文が新たに付されているも

のの,畢純にこの 『岡山事要指掌集』 に明清のデータを加えたものといってよく, した

がってやはり延縮三年以降の大元時代の記録は鉄けている｡いずれにしても,少なくとも

至元二十二年から延祐三年までの間に加封が烏されなかったことは,確かである(188)｡そも

そも元貞元年,延祐三年の刊行日鰻,加封申請のための資料集づくりという目的,思惑が

根底にあっただろう｡

また,文書Dによれば,泰定二年四月二十三日の時鮎では,洞庭湖の神への加封が既に

決定していただけで,それ以外の蒙山神両をはじめとする綿々には,褒封の案は太常穫儀

院から提出されていたが,まだ詔はくだされていなかった｡あらたに申請がなされた幸龍

王の名鱗にいたっては,案すら提出されていなかった｡

ところが,『元史』の本紀は,解州の壁池神の赦封を泰定元年の正月(109),贋徳路の両山神
張寅君への加封を泰定元年二月のこと(i"),とする｡

後者については,『至順境江志』巻八 ｢紳廟 ･廟 ･丹徒願｣《張王別廟,奮謂之贋徳王廟≫
をみると,

関宿後,崇封正佑聖烈昭徳昌福崇仁輔順虞君--泰定二年,易封正佑聖烈普済昌編崇

仁輔順寅君｡語日:｢能禦大災,能揮大患 穂別詞之,日粛時雨,日又時場,民之宿也 鞭神化之機美凱

而頚幽之理不殊o廉徳路岡山贋恵宮,正佑聖烈昭徳昌霜崇仁輔順虞君,列職仙班,著震江右O夙司水衡之職,

(107)『山右石刻叢編』巻二八 ｢封永揮王赦｣,｢封鷹番王赦｣,『河東堕池碑匪』(南風化工集圏股扮有
限公司編 山西古籍出版社 2000年 37-39頁)

(108)『巴西集』巻下 ｢重建虞恵廟記｣も延繭三年の撰だが,加封には言及しない｡

(109)『元史』巻二九 ｢泰定帝本紀｣`̀[泰定元年春正月丙辰],赦封解州堕池紳E層富公"｡
(叫 『元史』巻二九 ｢泰定帝本紀｣`̀[泰定元年二月丁丑二七日]加封贋徳路桐山紳張虞君日普済,

寧閲路虞恵王日福砧"｡
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誕昭海漕之憂o廟食於玄者,千五百年｡民蒔而鷹最 高無一失O若稽舞典,庸易徴構.於戯,道本強名,亘服

如輪之命 ;紳無不在,尚宏催物之功.其紙汝軌 以庇玄土,可易封正佑聖烈普済昌宿崇仁輔順虞君,王者施行｣

とあるので,じっさいには,泰定二年の饗令,しかも｢加封｣ではなくて,"昭徳"を "普

潜''に改めた ｢易封｣であることが判明する｡前者についても,『元史』の ｢泰定帝本紀｣
を順にみていくと泰定三年六月に解州の堕池廟に祭把のための使者を派遣しており(111),そ

のご致和元年 (1328)四月に,蒙山神,洞庭廟神,唐の柳宗元を祭った羅池廟とともに,

改封され重富公となったことが見えているので,泰定元年の記事は,『元史』の編纂の段階
での誤りと考えられる("E)｡

審議にかけられたのが最も遅い幸龍王については,致和元年六月に加封された(ln)｡その

ほか,文書Dにはあげられていなかったが,泰定三年十一月に慮陵江神の加封,泰定四年

に建徳路の烏龍山神の改封がなされている(Ltd)｡これらもおそらくは泰定二年四月の上奏に

よる結果,であろう｡泰定二年十二月に武富山の崖武神に仕える水神,火神にそれぞれ憂

潜将軍,塞耀将軍の封被を授輿しているのも,あるいは関係があるのかもしれない(115)｡

とにかく,クビライ以来,棚上げにされてきた加封,改封の案件がこのとき一気にかた

づけられたわけである｡じゅうらい,泰定常の大元ウルス治下における文化政策に封する

評債は極めて低かっただけに,注目すべき事賓であろう｡

ただ,不思議なことに,堕池紳廟には現在もなお,多くの大元時代の碑文が残っている

にもかかわらず,この泰定年閲の堕池神の改封に言及する碑文,聖旨そのものの碑刻はの

こっていない｡『成化山西通志』の金石の移録にもみえない｡山東費解の蒙山神両にも泰定

時代の改封を知り得る碑文,記録は一切ない(116)｡洞庭廟,羅池廟,鷹陵江神,烏龍山神につ

いても同じである｡そして南山の廉恵廟も 『岡山志』が沈獣している以上,明初において

もこの改封は知られていなかったことになる｡つまり,文宗 トク･テムル, トゴン･テム

ルの時代の間に忘れさられてしまった,もしくは意囲的に消しさられてしまった可能性が

高い｡贋悪廟には,江漸行省から,確賓にこの文書Dの一字さげて記される `̀徴州路中江

(111)『元史』巻三〇 ｢泰定帝本紀｣"[泰定三年六月]戊成,遣使把解州堕池紳''｡
(112) 『元史』巻三〇 ｢泰定帝本紀｣`̀[致和元年四月]甲寅,改封蒙山神日嘉恵昭魔王,堕池神目重
富公,洞庭廟神目忠志順利墓碑昭佑王,唐柳州刺史柳宗元日文恵昭塞公"0

(113) 『元史』巻三〇 ｢泰定帝本紀｣"[致和元年六月甲申]加封幸淵龍神宿磨昭恵公"0

(114) 『元史』巻三〇 ｢泰定帝本紀｣"[三年十一月辛酉]加封塵陵江神目顧慮","[泰定四年十月]甲

辰,改封建徳路烏龍山神日忠類霊滞普佑字恵王"｡

(115)『玄天上帝啓聖霊異録』,『大獄太和山志』竜一 ｢譜副墨第一｣《元言召語》
(116) 『持古録』巻十九 ｢蒙山聖旨碑｣によれば "蒙古書評文正吾｡山東費願｡一.至順元年馬晃年

七月二十三日｡一,室川貞四年正月上旬"なる大元時代の直鐸鱒の碑文もあったようだが,現存

しない｡
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王紳 (加)[改]封～右節付徴州路線管府｡准此''の部分が "贋徳路申贋恵廟紳改封～右節

付贋徳路綿管府｡准此"となっているだけの同文の節付が迭付されていたはずである｡く

わえて,贋恵廟のみならず,著名な廟があり加封,改封をとりついできた各路に相嘗数,

同様の節付が迭付されている可能性が高い｡江断行省の印の上に書かれた "諸紳加封"の

標題がそれをものがたる｡しかし,ひとつとしてのこっていない｡

いっぽう,彰姦龍王,鳳州土神については,『元史』には言及がない｡この文書Dがなけ
れば知りえなかった加封,改封である｡そして,じつは,肝心の江王神についても,泰定

三年七月二十一日に江漸行省から徴州路繰管府にむけて忠烈廟法王神の改封をみとめる

文書が作成され,徴州路はそれを八月二十日に受け取ったのだが,『元史』の該嘗箇所,お
よび ｢泰定帝本紀｣全髄のどこにもみえない｡それは,一能なぜなのか｡

ちなみに,ほぼ同じころ微州路欽解の程憂先を祭る世忠廟もまた,二通の文書をっづけ

て受け取っていた(】IT)｡

(1)

上天脊命

皇帝聖旨:徴州路欽願世忠廟紳忠烈願意憂順善鷹公程璽先,可特封忠烈願意室順善魔

王｡宜令准此｡

泰定三年正月 日

(2)

皇帝聖旨裏 :中書省牒 :徴州路世忠廟紳忠烈頼恵塞順善鷹公程憂先,

牒奉

赦可追封忠烈王｡牒至准

赦,故牒｡

泰定四年正月二十四日

中春大夫中書参知政事史惟良

通奉大夫中書参知政事領中政使鳩不花

資善大夫中書左丞果菜

資徳大夫中書右丞許師敬

条線大夫中書卒章政事伯顔察見

光線大夫中書卒章政事烏 (都伯)[伯都]刺

(117) 『程氏胎範集』甲葉巻- ｢忠烈額悪童順善王宣命｣,『弘治休寧志』巻三一 ｢忠烈王程憂洗赦
牒｣｡程敏政は赦塵を 『琴川豪渓譜』から抄寓した｡同書では,バクパ字と漢字に行を分けて

記されていたという｡『重機程先生文集』巻三六 ｢書先忠壮公封王宣命後｣参照｡
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銀青栄藤大夫中書卒章政事察乃

金紫光線大夫中書中華政事領宣微使禿満迭見

聞府儀同三司録軍国重事中書左丞相倒刺沙

開府儀同三司上桂図録軍国垂事中書右丞相斬園公塔失帖木見

『忠烈紀賓』には,これらに相富する命令文が収録されていない｡

ことの真相は,文書Eの元統二年 (1334)- 江漸行省の節付から八年が経過していた

- に為された江宗賓等の陳情によって,判明する.すなわち江漸行省から泰定三年八

月二十日に ｢昭忠贋仁武烈震顛王｣に改封する聖旨が下りたことを記す節付が徴州路根管

府にとどいたにもかかわらず,そのご宣命すなわち "上天脊命,皇帝聖旨～王者施行"式

の雅文聖旨は,ついに忠烈廟に聾令されなかったのである｡カイシャン時代の至大三年

(1310)に加封された近隣の信州路の自鳴山神は,ちゃんと雅文聖旨を得ている｡泰定二年

四月,忠烈廟と同時に姐上にあげられ改封が決まった岡山贋恵廟も,『至順錦江志』に全文

が移録されるように,その年の内に雅文聖旨を得ていた｡おそらく,同時に大量の加封,

改封が為された結果,宣命の作成に翰林院のスタッフが追いっけなかったのだろう｡泰定

帝の即位の詔がいわゆるモンゴル語の直言軍鰭で書かれ,次の文宗 トク･テムルのときの賓

録の編纂のときにも,雅文聖旨が作成されていなかったことは,有名な話だが,もたもた

しているうちに,天暦の内乱になってしまったというのが真相だろう｡各地の廟に加封,

改封の節付が送られたにもかかわらず,じっさいに宣命が降された廟はごくわずかだった

(贋恵廟の例からすれば,『元史』の ｢泰定帝本紀｣に記されている廟にはいちおう宣命が

選られた,とみるべきか)｡そのために,明初にすでにその新たな褒窮の記憶が滑えていた

のである｡

トク･テムルの時代にも,天暦の内乱の際,ダウラト･シャーの迎撃にあたってイス

ン･テムルに恵依,加護したという関羽(118)をはじめ,大都の城陸神,李泳とその子の二郎紳

等に加封がなされたがOlg),至順三年 (1332)五月,太常躍儀院博士の王薯が,この時期,各

(118)『益都嚇圏志』巻二八 ｢重修武安王廟神速碑陰｣"園朝天暦倒刺坂｡王使也先帖木率衆撃之｡宣

言関王附身及卒｡故我朝亦有顧震英済之贈,載於史肝'｡

(119)『元史』巻三二 ｢文宗本紀｣"[天暦元年九月庚辰],加封漢前将軍閲侯残額蛋義勇武安英番王,

遣使両其廟",巻三三 ｢文宗本紀｣`̀[天暦二年八月甲寅]加封大都城陸神馬護国保寧王,夫人

薦護国保寧王妃",巻三四 ｢文宗本紀｣"[至順元年正月辛巳]加封秦萄郡太守李泳寅聖徳虞裕

英悪王,其子二郎神馬英烈昭恵璽確仁砧王''oなお,『江寧金石記』巻七 ｢垂建清源廟碑銘｣に
よると,二郎面は,延祐年間に加晩 天暦年間に改封され,トゴン･テムルの即位後にさらに

｢護国｣の褒親を加えたことになっている.民国二三年 『那覇新志』(『歴代那願志十種』中国
工人出版社 1995年 689-690頁)｢文録｣の王恩誠 ｢垂修護国聖烈昭悪霊額仁砧王廟記｣
に見える観がそれであろう｡同様の事例は,秦代の石国を肥った章富商の神いわゆる江東王廟

神の場合にも見られ,延砧五年より後,至正年間までに三度易封されているが,『元史』には/
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地からさまざまな紳廟の加封,改封の申請を受けたことから,褒暁を乱費しないよう上奏

した(120)｡その各地の申請者のなかには,おそらく泰定年間のツケをはらってもらおうとし

た廟も含まれていただろう(121)｡そうしたわけで事態は一向に進展 しなかった｡

しびれをきらした注宗賓等の陳情を受けた徴州路絶管府は,ただちに江漸行省に申告 し

たところ,文資の官と粛政廉訪司の保護書が必要であるとして,いったんつき返された｡

書物の出版,文人の保撃とほぼ同じ手績さが要求されたのである(122).そこで,文資の官とし

て,とうじ徴州路線管府のダルガで,公務として改元や正月,重陽の節句等の折に部下を

率いて法王廟で集配を執り行う機合の多かった那揮鑑自らが保謹書をしたため,さらに元

統二年 (1334)十月,徴州路にある江東建康道粛改廃訪司の分司の ドルジパルに保謹書を

依頼 し,翌元統三年 /後至元元年三月にそれを受け取り,関連の申請書一式をまとめてあ

らためて江断行省に送付 した｡

ところが,そのごもなかなか返事はこなかった｡後至元三年 (1337),ダルガは部樺鑑か

らビラに代わった｡ビラは,『忠烈紀賓』の序文において,泰定三年 (1326)の江王廟の改封
を大都で耳にしていたというが,じっさいに徴州にきてみると,いまだに改封の宣命の申

請の真っ只中であったわけである｡後室元五年 (1339)まで,忠烈廟の住持慧心等が 『忠烈

紀薫』の編纂,刊行に走りまわっていたのも,ひとっには宣命の獲得のためなのであった｡

そして,至正二年 (1342)三月二十五日,徽州路繰管府はようやくながい運動の終わりを
ミンドゥクス

告げる江断行省の節付を手にした｡ダルガは,さらにビラから明都古恩に代わっていた(L23)｡

㌔

記載がない｡『不繋舟漁集』巻一二 ｢江東王廟碑記｣,『侍輿嘱文集』巻三 ｢江東紳廟記｣,『申

賓劉先生文集』巻五 ｢龍泉江東廟記｣

(120)『元史』巻三六 ｢文宗本紀｣"[至順三年五月]壬辰,太常博士王横言 :各虞講加封紳廟,濫及

揺両｡接穂経;以努定園,以死勤事,能禦大災,能揮大患則紀之｡其非把典之柚,今後不許加

封｡制可"0

(121) あるいは 『道園撃古鏡』巻四八 ｢勅封顛拓廟碑｣にみえる至順二年夏,江西行省が申請したと

いう吉安の顧縮廟の加封,『梧蒼金石志』巻十一 ｢麗陽廟加封神髄碑｣にみえる至順三年九月

の虞州路の麗陽廟の改封一 同書巻十二 ｢麗陽祖廟之碑｣によれば,申請運動白魔は延柘二

年に開始されている- 等もそのひとつではなかったか｡『元史』巻三九 ｢順帝本紀｣"[至元

三年三月]突亥,加封晋周虞薦英義武志正魔王",巻四〇｢順帝本紀｣"[後室元五年四月]乙
未,加封孝女曹蛾薦慧感蛋孝昭順純穀夫人","[五月]丙成,加封劃陽州道吾山龍神崇恵昭鷹

憂顧鷹番侯","[至元六年七月]甲寅,詔封微子馬仁靖公,箕子馬仁戯公,比干加封薦仁額忠

烈公'',"[八月]突丑,加封漠張飛武義忠類英烈重恵助順王","[至正元年十二月]加封寅走路

涯柁河神馬昭佑塞源侯","[至正二年十二月己巳]加封寅走路源陀河神馬昭佑重源侯'',"[至正
十一年四月乙酉]詔加封河湧神馬重源伸縮弘済王,仇重建河漬及西海紳廟"などに見える諸神

の加封,改封も泰定帝の時代にいったん許可されていた可能性がある｡

(122)拙稿 ｢『四書章園』出版始末致｣参照.

(123)『忠烈紀賓』巻七下 ｢至正壬午上元告廟文｣によれば,徴州路纏管府のスタッフは次のとおり｡

正議大夫達魯花赤明都古恩､朝列大夫同知撒都失里､奉政大夫治中李柴租､奉議大夫判官塔失

帖木見､承務郎推官張翼､儒林部経歴張純仁､従仕郎知事張宗元､照磨丁相｡
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なお,文書 Eは ｢申請｣という標題がつけられているが,じっさいには徴州路纏管府が

忠烈廟に迭付 した文書であり,適富ではないだろう｡

宣命すなわちFは,撰文用の摘要をもとに,翰林院内でコンペが行われた結果,選ばれ

たものである｡撰者は不明｡管見の限 り,こんにち残る元入の文集には載 っていない｡こ

の宣命の日付は,至正元年閏五月某 日｡『元史』巻四〇 ｢順帝本紀｣に

[至正元年]閏五月丁丑,改封徴州土紳江華,薦昭忠贋仁武烈震頼王｡

とあるのは,まさにこれである(121)｡同 じ月,九江府瑞呂解の白龍泉のほとりにある顛済廟の

改封 も行われた(125)｡ しかし,こちらは 『元史』の本紀には掲載されなかった｡

『元史』の編纂にあたって,徽州の地からは江克寛,趨活等が参加 した(126)｡江克寛は,｢移

個 『新安江氏慶元締譜』には,"至正元年閏五月二十九日｡先泰定元年改封王観,今至正賜宣命"

とある｡泰定元年とするのはあさらかに誤りである｡

個 『金石分編嚢目』巻六 ｢九江府 ･瑞昌嚇｣`̀宋封頼済廟字滞侯赦 □書｡慶元六年十月十七日嚇
北八里自龍泉側洞内｡元改封字滞霜裕仁烈英覇王聖旨 正書｡至正元年閏五月 同上虞''｡

個 ｢進元史表｣`̀於是命翰林学士臣宋演､待制臣王韓､儒士臣庄克寛､臣胡翰､臣宋宿､臣陶凱､

臣陳基､臣趨填､臣曾魯､臣趨活､臣張文海､臣徐等生､臣責貰､臣博恕､臣王鋳､臣博著､

臣謝徴､臣高啓分科修纂｡上白太組下迄寧宗,接十三朝宴録之文,成百錬巻粗完之史｡若目元

統以後,則其載籍廉存｡己遣使労求,侯績編而上達'',｢宋涯目録後記｣"至若順帝之時,史官
職麿,皆無葺録可徴,因未得薦完書｡上復詔儀曹遣使行天下,其渉於史事者,令郡願上之o又

明年 (洪武三年)春二月乙丑開局,至秋七月丁亥書成=-･凡前書有所未備,頗補完之｡其時輿

編摩者,則臣趨填､臣朱右､臣員壊､臣朱世癖､臣王廉､臣王葬､臣張孟兼､臣高遜志､臣李

想､臣李汝､臣張宣､臣張蘭､臣杜寅､臣愈寅､臣般摘,而絶其事者,析臣藻輿臣韓蔦"0

なお,程敏政が刊行にかかわった江克寛 『経穫補逸』(墓漕国家踏書館蔵明弘治聞部門江氏

原刊本)の附録に ｢修史還郷関文｣と題する文書が掲載されている｡

寧国府,[准太平府閲該 :【承准

鷹天府牒文 :｢承奉

尚書檀那符文:『欽奉
聖旨:《置局編修元史》,己行暮成｡洪武二年八月十一日

左丞相宣圃公上

表進呈

御覚過,欽奉

聖旨:《編史儒士一十六名,各輿雨表裏,銀三十二両｡除存留外,老病的迭還郷里≫｡欽此｡欽

遵外,数内儒土庄克寛等六名,元係徴州､紹興等府請到儒士｡擬合欽依迭遮郷里｡薦此』｡

省都除将各人元開,競色撤回兵郡外,仰欽依

聖旨事意,即便鷹付船隻逓迭蓬郷,仇行移前路宮司-髄魔付,遇陸路鷹付脚力接迭,無得失慎

遅滞｡奉此｣｡首府除己鷹付外,牒可依上鷹札 順便船隻逓途遼軌 の行移前路宮司-鰭

鷹付,如遇陸路-髄臆付,接迭施行,母得違幌】O蒙此,首府除己鷹村外,開講依上施行｡

准此]｡首府除己鷹付外,合行移開講照験,煩烏依上鷹付,順便船隻,接迭施行O如遇陸

路,鷹付脚力接選,勿遅滞｡須至開署｡

右閑

微州府
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願構岡忠烈廟碑｣,｢越園公論｣をものするなど,忠烈廟に深い関心を寄せていた(127)｡越活に

も ｢祭肇源注王廟文｣の撰文があった佃)｡そのかれらが,｢泰定本紀｣の三年八月の箇所に

は,敢えて江華の改封を記さなかった｡『元史』の ｢順帝本紀｣は,周知のごとく掠るべき

賓録が存在しなかったために,各地に儒者を派遣し資料を収集せねばならなかった｡各郡

願にも資料を献上させた｡淫売寛は,洪武三年の編纂には加わらなかったが,至正元年閏

五月の江華の改封を記すよう,申し選りをしてあったのだろうか｡それとも,徴州から戯

上された資料に掠ったのだろうか｡いずれにしても,家々たる順帝の記事の中に,江華の

名が留められたのだから,張永坂をはじめとする徴州のひとびとの長期にわたる運動は,

決して無駄ではなかったのである｡

お わ り に

至正元年の法王神の改封ののち,忠烈廟の住持と注氏一族にとって,次なる目標となっ

たのは,忠烈廟の修繕費の確保を名目とした拾田の税糧の優免であった｡至正五年,住民

の江評論等は,欽解の役所に陳情書を提出し,執照を手にいれる 【付4･(Ⅰ)】｡いわゆる

じゅうらいの徴州文書の概念,研究からいえば,この 【付4･(G)(H)(Ⅰ)】としてあげ

た三通の文書(129)が一番それに近いだろうが,今回はあえて扱わず,まずその前史をたどっ

てみた｡三通の文書については,その具謄性,重要性を鑑みて (じっは江南の経理に関し

てこれほどまでに具鰭的な事例は,ほとんどのこっておらず,根本資料となるものであ

る),ほかの税糧資料とあわせて別の機合に詳細に分析することとしたい｡

[附記] 本稿は文部科学省科学研究費補助金 (特別研究員奨励金,若手研究B)による研

究成果の一郭である｡

㈹ 『環谷集』巻三,巻八
(128)『東山存稿』巻五 ｢祭肇源法王廟文｣代纏制王克恭奉便法贋洋作

(129)それぞれ,目録の巻十 ｢(莱)〔元〕赦免徴廟基税｣,｢元各郷士庶捨田姓名附畝敷｣,｢元申包納
税板状｣にあたる｡なお,忠烈廟および纏管府には,ほんらい,『台州金石録』巻十三 ｢元光
速庵賠埜田畝歩固形候目｣に見られるような,各田土の四至,形状を示す土地童帳,魚鱗筋も

保管されていたと推測されるが,『忠烈紀賓』には収録されていない｡
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【付4】

【原文】

(G)

｢経理田糧｣

延砧二年正月欽奉

聖旨:｢経理田糧｣｡自責供報恩烈廟寓需寺田地山敷日干后｡

絶計民田地山 :参拾集畝武拾捌歩

兎糧民田 :武拾参畝武角玖歩

田 :妻拾玖畝武角玖歩

孝悌郷二十都

□田 :共玖畝董角九十一歩

忠田 :武畝参拾歩

徳政郷九都

夏田 :陸畝三角菜歩

地山

登盈郷在城東南隅一段寺廟墓地

武畝,荒石山武畝

東至忠順管廃合

西至路直下至山脚

南至落星石

北至五雷真岡殿

納税糧民田 :妻拾参畝武角□□□□

登盈郷一都

忠田 :妻畝参拾伍歩

夏田 :共武畝二角七十七歩

七都,麦田 :三角二十三歩

徳政郷九都

忠田 :共妻畝参角五十一歩

夏田 :壷畝参拾歩

哀繍郷二十二都

夏田 :董畝武角伍拾参歩

寧仁郷三十七都
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夏田:共武畝伍歩

沙瀧田 :壷畝参角三拾玖歩

【原文】

(H)

責宣子 ｢富山廟拾田記 (泰定三年五月甲子記)｣碑陰

住持僧熟し､,嗣僧紹初,棄己衣鉢,置到捨入本廟,充常住修造,田園山地 :壷拾捌畝

童拾捌歩

孝女郷

諸手等競田山 :捌畝参角武拾伍歩栗冠弐

寧仁郷

猶字分字田地 :共玖畝伍拾参歩

士庶拾助田地 :陸拾壷畝武角参拾捌歩

嘗本有各郷逐一字観,菟不復述

明徳郷田:童拾武畝童角参拾萱歩

王乙提領拾田:童畝武角参拾歩

余技之拾田:壷畝拾玖歩

呉氏妙徳拾田 :童畝式拾陸歩

呉氏妙仙捨田 :韓畝式角式拾歩

郡遇甫拾田:童畝参角伍拾捌歩

朱文麿拾田:童畝参角伍拾捌歩

徳政郷田:童拾玖畝韓拾萱歩牛

江壬進士拾田:童畝参角伍拾伍歩

趨提幹拾田:壷畝参拾歩

江壊甫捨田:武畝

呉誠之捨田:武畝砕拾捌歩

江卯英持田:壷畝参角

周竹埜捨田:董畝参角

張仲文拾田:壷畝参角参拾歩

周進賓捨田:武畝

王文進捨田:董畝伍歩

周仁仲拾田:妻畝妻拾参歩

方成之拾田:童畝武角
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呂淳甫拾田:参角武拾歩牛,水掘廿歩

登盈郷田:樺畝参角童拾集歩

江提領捨田:参畝参角伍拾武歩

阪院主持田:参角武拾伍歩

孝悌郷田塘 :韓畝

江提琴拾田:参畝参角,又塘 :壷角

哀繍郷田塘 :妻拾参畝伍拾韓歩半

荘岩毒拾田:参畝武角韓拾捌歩

飽得朝奉拾田 :武畝伍拾韓歩牛

郡民妙寧拾田 :武角

余儀甫捨田:童畝

眺秀甫拾田:童畝

江縫阻捨田:壷畝式拾歩

周二提領拾田 :武畝童角参拾渠歩

塘 :董角拾伍歩

絶景文拾田 :童畝

寧仁郷田:捌畝童拾韓歩

徐元六進士拾田:参畝参角棒拾韓歩

呉寧之拾田:壷畝武角

江七四評事拾田:参角武拾歩

程道録拾田:妻角童拾歩

張道鏡捨田:童畝武角

【原文】

(I)
皇帝聖旨裏 :徴州路欽願,接概管住民圧密論等連名状告 :｢欽奉

詔書内-款節該 :『路府州願名山大川,聖帝明王,忠臣烈士,凡在和典者,各具事蹟,申

開,次第加封｡廟宇損壊,官薦修葺』｡欽此｡伏観

土面忠烈廟江王,自贋造今七百飴模,索朝追封,八字王欝,徽稀極夫｡蹄附

大元,陰相官軍,別卒盗冠,所薩昭着,官民極之以安0本路委官,要害事蹟,廉訪分司

髄察申聞｡奏奉

聖旨,頒降詞頭

宣命,改封昭悪魔仁武烈震頼王｡紳廟莫居,山嶺風雨,損朽不免｡今居民拾助田地捌
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拾飴畝,蔵版租利,修造僅該田税捌貫鈴文｡以江忠烈輪解差税,似薦勿論｡若念土紳

感格,理宜優免｡居民願 ;於衆戸内,包科税糧納官,欣然以答紳麻｡如蒙准告,賓慰

民情｡告乞施行｡得此｣｡行接東南隅里正朱文贋等告:｢照勘 ;忠烈廟宴有諸人捨到田

畝候段,税鑓荘無影射｡保結乞施行｡得此｣｡参詳 ;敬神以安民,乃古今通典,諭考忠

烈廟紳典籍,壬生於障,功著於膚,生有盛徳,穀類威塞,折頑透通,官民得安,今士

庶拾助田地,歳収租利,修茸廟芋,概管居民,自願入於衆戸内,包納税糧,誠不易得,

非難視程,官不失額｡抑且敬神,有慰民望｡依准所告,自至正五年馬始改正,忠烈廟

税糧,於衆戸内,包科納官外,今開田畝候段税糧,合行出給執照者｡

槻該田地山塘 :集拾玖畝武角伍拾陸歩,計税鏡捌貫伍倍集拾集文伍分参置｡

傑段字観,載於碑記｡

明徳郷田 :童拾武畝童角参拾妻歩,税鏡重賞伍伯参拾参文陸産｡

徳政郷田 :童拾玖畝韓拾童歩牛,税鏡重賞捌伯伍拾伍文妻分参置｡

登盈郷田 :辞畝参角壷拾集歩,税鏡韓伯捌拾壷又集分武庫｡

孝悌郷田塘 :韓畝,税鏡伍伯妻拾玖文玖分集塵伍竜｡

哀績郷田塘 :壷拾参畝伍拾韓歩牛,税鏡重賞伍伯津拾武文壷分武産砕重｡

孝女郷田山 :捌畝参角武拾伍歩,税鏡重賞武伯玖拾我文伍置重義｡

呼仁郷田地 :董拾集畝麦角集歩,税鏡童貫参伯韓拾捌文雄分集蓮｡

右執照付忠烈廟住持僧｡准此｡

印 印

忠烈廟税糧

押 押

至正五年七月 日

印

司吏高時中等承｡
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